
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「『良ければ、俺と付き合ってください』」




　告白されていた私を見て、ひどく動揺している北ほく斗とさん。彼に対してなにかを期待する私は、一つのいじわるをしました。

　それは、風紀委員長である田た原はら良よし実みさんの言葉をお借りして、北斗さんの本心を知ろうと試みることです。あまり褒められたことではないのは分かっていましたが、どうしてもやらずにはいられませんでした。私にとってはそれほどまでに、北斗さんの動揺が意外だったのです。

　そこで北斗さんから読めたのは、『真面目まじめそうな彼ならきっと、如月きさらぎを幸せに出来ただろうに』という言葉でした。

「……」

　まったく呆あきれてしまいます。ため息も出てきません。むしろ涙が出てきてしまいそうです。一体全体、どうしてそんな思考になるのでしょうか。いつもみたいに『俺のこと好きなの？』とおどけてくれればいいのに、それすらもやってはくれないのです。どういうことなんでしょう。状況としては、これまでにないくらいに適している場面ではないですか。

　ですが、これを本心で思っているところが北ほく斗とさんの良いところであり悪いところでもあります。いつだったか雑誌で『好きな人の長所と短所は表裏一体』という内容の記事を読んだことがあるのですが、どうやら本当だったようですね。

　ほかの人の思考を読んで、私の外見が男性にウケが良いことは知っています。だから、容姿には並々ならぬ自信があったというのに。

　一緒に学校をサボって海に行ったときには、私がしり込みしてしまうくらいには褒めてくれたじゃないですか。まるでからかっているような言葉なのに、あんまりにも真剣に言うものだから真に受けてしまいました。私には海とセーラー服がよく似合うそうです。彼が言うのですから、間違いありません。

　思い返してみると、ふとした瞬間に手を繋つないだこともありました。そのときの北斗さんはありえないぐらい動揺していましたが、心の底から嫌そうではなかったのでとても安心しました。別の日に一緒の傘に入ったときは嫌そうでしたが、あれはきっとお互いに肩が濡ぬれることに対しての懸念だったんだと思います。もしくは照れ隠しです。そうに違いありません。長い間、彼を見てきたのです。感情による彼の微妙な表情の変化くらい分かります。

　しかし、それでも分からないことがあります。どうしてこんな美少女に迫られているというのに、平然とした顔を続けていられるのでしょうか。まったくもって、理解出来ません。

「私は、こんなにも好きなのに！」

　帰宅後。外に聞こえないよう枕に顔を埋うずめながら、そう叫びます。誰にも知られたくはないけれど叫ばずにはいられないほどの熱量が、私の中にはたしかに存在しています。

　ええ、ええ。自覚しましょう。

　私、如月きさらぎ那な緒おは、宇う佐さ美み北斗さんのことが好きなんです。

　だから今、こんなにも虚むなしい気持ちになっています。いえ、これはどちらかというと悔しさ、というべきなんでしょうか。私ばっかり北斗さんに対しての熱量が大きくなっている現状が、たまらなく悔しいです。思わず足をバタつかせながら、ベッドの上をゴロゴロしています。悔しい、悔しい、悔しい！

「ハッ、もしかして…!?」

　とあることを思いつき、転がるのをやめて起き上がります。

　もしかしたら、本当に友人としてしか見られていないのかもしれません。やはり妹キャラしか愛せないとか……？

　いや。いやいや。そんなことはないですよね？　現実の恋人像とファンタジーの恋人像が一致しているなんてことはないと思います。そうだとしたら、一大事です。まず最初に、彼の妹にならなければなりません。しかし、なんらかの偶然で彼と義ぎ兄妹きようだいになったところで、私は彼よりも誕生日が早いのです。どうして私のほうが先に生まれてしまったのでしょう。生まれ直すところから始めるわけにはいきません。私なりの魅力をもっと前面に押し出していくしかありません。これでも積極的になっていたつもりなのですが、どうやら甘かったようですね。意識されないことには、なにをやっても意味がありませんから。

　これからは、もっと恋愛対象として意識して貰もらえるように頑張ります！

　まずは、髪型から変えてみることにしましょう！

　ただ幼いだけではなく、それでいてかわいらしい髪型……自分の髪が長くて助かりました。色々な髪型を試してみることが出来ます。




　そうして朝まで悩んだ結果。『ふぁさ』となるこの黒髪を彼が最初に褒めてくれていたことを思い出し、結局はいつもと変わらない髪型で登校したのでした。

「おはようございます、北ほく斗とさん」

「ああ、おはよう。……今日の如月きさらぎ、いつもより疲れてないか？」

「き、気のせいですよ」

「……それならいいんだけど」

　どうやら、睡眠が一番大事みたいです！















飛び込み注意の日






　あの現場を見たあとも、一緒に帰る日が続いていた。それほどまでに、一緒にいることが普通になってしまっているのだ。そう思うと、改めて気恥ずかしくなる。

「今日は、いつもなら購買にあるはずの蜜み柑かんのタルトが売り切れだったんですよ。とても悲しかったので、お昼にもかかわらず放課後用の蜜柑を食べてしまったんですよね」

　そんな俺の思いを知ってか知らないでか、彼女はいつもと変わらない様子で話しかけてくる。

「それは災難だったな」

　そのこと自体は、嬉うれしい。だからこそ甘んじて受け入れてしまっているのだが、彼女はどう思っているのだろう。分からないというのは怖いものだ、なんて考え事をしていたら。

「待ってください、今助けますから！」

　突如、目の前の彼女が飛び出す。咄とつ嗟さに手を伸ばすも、先に動いた彼女は、既に届かないところにいた。だから、俺は叫ぶ。

「如月きさらぎ!!」

　俺が叫んだのと同じタイミングで、如月は鞄かばんを投げ捨てた。次に聞こえたのは、彼女が川へ飛び込んだ音。

　嘘うそだろ。声にならない叫びが漏れる。

　助けを求めていた子たちと俺が呆あつ気けに取られている間に、彼女は川の流れに足を取られていた少年の手を引いて岸へと上がってきた。彼女が飛び込んだ際に跳ねた水しぶきのせいで、二人ともびしょ濡ぬれだ。少年らが、仲間の少年に大丈夫かと声をかける。当人である流されそうになっていた少年は、ケロリとした顔で笑っていた。如月が行動に移すのが早かったからだろうか。

　人を助けられた達成感からか、彼女は満足げな顔をしている。濡れている自分と少年にまで、思考がたどり着いていないんだろう。

「ほら」

　仕方なく俺がリュックサックからタオルを取り出し、二人に差し出す。

「ありがとうございます。用意がいいですね」

「猛暑が終わったとはいえ、まだ汗をかくくらいには暑いからな」

　まさかこんなことで使うとは思わなかったが、役に立てたのだからタオルも嬉しがっているだろう。ひとまずといったように自分の顔を拭き終わった如月が、ごしごしと顔を拭く少年に問いかける。

「少年、家は近いですか？」

　まさかの二人称、少年。

「頼れる大人おとなの方は、家にいらっしゃいますか？」

「大丈夫だって！　すぐ乾くし！」

「そうかもしれませんが……」

　少年は無造作にタオルをこちらに返しつつ、そう言った。顔以外がまだ随分と濡ぬれている。知らない子とはいえ、風か邪ぜをひかれては困るので手かげんせず拭いてやると、ケラケラと笑い声があがった。楽観的な少年を前におろおろする如月きさらぎを見ていられなかったので、彼の体ごと如月のほうへ向ける。

「お姉ねえさんの話、聞いてあげて」

　お姉さんという言葉に、目の前の如月と顔を見合わせて苦笑する。違和感はあるが、間違ってもいないだろう。少年はというと、ようやく笑い声を抑えた。

「いいですか、少年。早く家に帰って、お風呂に入って温まってください。風邪をひくといけませんからね。危ないことがあった後ですから、後ろの二人も、寄り道しないで早く帰りましょう」

「はーい！」

　少年らは一様に頷うなずくと、元気よく感謝の意を述べて帰路についた。その様子を、彼女はホッと胸をなで下ろしながら見送る。そんな如月は、本当にお姉さんのように見えた。

「子どもにまで敬語なんだな」

[image: ]

「えぁ、まぁ」

「っていうか、助けるためとはいえ、いきなり飛び込むなよ。お前まで足を取られたらどうするんだ」

「一人だったら考えましたけど、今は北ほく斗とさんが一緒にいたので」

「……俺だって助けられないよ」

「大丈夫です。北斗さんなら、なんとかしてくれるはずですから。最近は競っている甲か斐いもあって、泳ぎも上う手まくなっているでしょうし」

　そう言ってこちらを見てくる視線があまりにも真剣だったので、俺は根拠もなく頷うなずいてしまうのであった。

「……頑張ってみる」

「その意気です」






風か邪ぜっぴき日






「話は以上だ。各自気を付けて帰るように」

　長々とした説教の末にそう担任が言い切り、ホームルームが終わった。たった今から放課後である。

「宇う佐さ美みさんっ」

　特にすることもないので帰宅しようと立ち上がった瞬間に、慌てたような声がかけられる。声のほうへ振り向いてみれば、クラス委員長の柳やなぎがいた。

「どうした？」

　今日も、切り揃そろえられた前髪から覗のぞく眼光が鋭い。

「これ、さっきも言われたから分かると思うけど、担任のせいで今日配ったのに提出が明日までになっているの。一緒にホームルームで配られたプリントと、授業で今日使ったプリントも集めたから、如月きさらぎさんに渡して来てくれる？」

「はあ」

　そう言って差し出されたのは、数枚のプリント束。授業で使ったプリントを集めてくれたのはありがたいとはいえ、その役割が俺に回ってくるのか。不満のよぎる頭とは裏腹に、手は素直に束を受け取っていた。

「じゃあ、よろしくね」

　俺が受け取ったのを良いことに、立ち去ってしまう委員長。

　残されたプリントを、じっと見つめる。

「ハァ……」

　見つめていてもしょうがないと、如月きさらぎにプリントを届けることにした。人への届け物をそのまま持ち歩くわけにもいかないので、リュックサックの中へしまう。

　いつもであれば隣にいるはずの彼女は今日、学校を休んでいた。少年たちに風か邪ぜを引くなと言っていた張本人が、あろうことか風邪をひいたのである。格かつ好こうがつかないにもほどがあった。





　　　　○






　一度家へ荷物を置きに戻り、彼女の様子を確認するために電話をかけてみる。ピロリロと鳴る機械音が、やたらと耳に響いた。

　担任が配り忘れていたせいで、プリントの提出期限が翌日までという緊急案件。こういう場合、担任が直接持って行くか、彼女だけ期限に融通をきかせるべきではないのだろうか。彼女が電話に出るのを待ちながら、不満を並べ立てる。

　電話が相手につながった音で、意識が元に戻った。

「はい、如月です」

「宇う佐さ美みだ」

「表示を見れば分かりますよ？」

「……それもそうか」

　ただ、万一ということもあるだろう。名乗って損はないはずだ。

「どうしたんですか？　電話なんてかけてきて。もしかして、心配だったんですか？」

「それももちろんあるが、お前に配られたプリントを届けるように頼まれたんだ。今から渡しに行ってもいいか？」

「今からですか？」

「そう、今から。早いほうがいいだろう」

　彼女がこほりと、咳せきを溢こぼした。本当に風邪をひいているらしい。別に疑っていたというわけではないのだが、電話越しであれその事実を再確認すると、なんだか手に力が入ってしまう。

「風邪、うつすかもしれませんよ」

「提出期限が明日までのプリントがあるんだよ。最悪、郵便受けの中にでも入れておくから」

「ちょっと待ってください。明日行けるかも分からないような人間に、そのプリントを渡すんですか？」

「そう思うよなぁ。俺もそう思う」

　本当に無理なら、俺が謝らなければならないんだが。そう考えたところで、今の彼女には届かないのだと気付いた。

「とはいえ、明日にはおそらく行けるので問題はありません」

「そうか、それなら良かったよ」

「ですが、まだ咳せきが出るので、念のためマスクをつけて来てもらっても良いですか？」

「マスクだな？　分かった。あと、如月きさらぎの家の場所を知りたいんだが、なにか目印になるものは周りにあるか？」

「パッと思いつくようなものはなにもありません。地図を送るので、それを頼りに来てください」

「助かる。今から家を出るから、ちょっと待っていてくれ」

「はい、お待ちしております」

　彼女の言葉を聞き、電話を切った。プリントを入れたままのリュックサックを背負い、玄関に備えられているマスクを装着する。そのまま家を出て、とりあえずいつも彼女が帰っている方向へ向かう。

　いや、向かおうとして足を止めた。彼女は仮にも病人で、これはお見舞いということになる。それならば、なにか気の利いたものでも持って行くべきではないか。ちょうど、地図が送られてくるまでの時間もあることだし。

　そう思い、足を運ぶ向きを変えて一番近いコンビニを目指す。そこは初めて如月に蜜み柑かんのゼリーを買った場所だ。深くはないが、一応の思い入れがある場所である。相変わらず、レジに近い目立つ位置に置いてある蜜柑ゼリーを購入した。どうしてこんな位置に置かれているのかはまったく分からないが、俺にとってはありがたい。

　それから店を出て、送られてきていた地図を頼りに如月の家へと向かう。

　あんな場面を見たあとだ。彼女の家へ向かっているという事実が、キリキリと胸を締め付ける。





　　　　○






　チャイムを鳴らすと、数秒経たってからマスクにパジャマらしい格かつ好こうをした如月が出てきた。扉を控えめに開いているところに、パジャマ姿を人へ見せることに対する恥じらいがうかがえる。

「……こんにちは」

　そんな彼女をマジマジと見つめるわけにもいかないので、玄関先に置かれている芳香剤のほうを見つめながら言葉をかける。

「こんにちは。遅かったですね」

「悪い。はい、プリントと、今さっき買ってきたゼリー」

「蜜み柑かんじゃないですか」

「そうです、蜜柑です」

　彼女の表情が、一瞬にして明るくなった。この表情を見ると、買って来て良かったなぁと素直に思う。

「わざわざ買いに行ってくれたんですか？　ありがとうございます。明日は、元気に登校しますね」

「そうしてくれ」

　彼女は受け取ったプリントを見ながら言う。

「それでこれは、なんのために提出するプリントなんですか？」

「たしか……学校の方針がなんとかってやつ」

「あ、私がサインしていいやつじゃないですね。そうなら楽だったのに」

「ちゃんと親に渡せよ。少なくとも、親の字を真ま似ねして提出なんていうことはするなよ」

　しないことが大前提で、そんな冗談を言ってみる。返ってくるのは笑い声だろうと思っていたのに、どうしてだかゆっくりと視線が逸そらされていった。心なしか、動揺しているように見える。

「……まさかとは思うが」

「いやですね。そんな、親の文字を真似しての提出なんて、したことないですよ」

　こんなにもうろたえた口ぶりは、わざとなんだろうか。

「その口ぶりからするに、したことがあるな？」

「……一回だけですよ？」

「一回でも、ゼロじゃなければそれはしたことがあるってことだよ」

「あれは事故なんです！　本当に！」

　必死に声を上げる彼女に、思わず一歩引いてしまう。

「分かった。お前に悪気がなかったことは分かった。あと、その様子だと大したことなかったようでなによりだ」

「大したことではあるんですけど」

「えっ、そうなのか？」

「もう治りましたから、大丈夫です」

　それはどこか、強がりのように聞こえた。不安には思うけれど、触れないほうがいいような気がする。

「じゃあ帰るから。またな」

　だから俺は、そこで帰ることにした。

「内緒ですよ！」

「分かってるよ！」

「それじゃあ、また明日！」

　ブンブンと勢いよく手を振る彼女は、本当に風か邪ぜをひいたのか若干疑わしかった。






冗談の日






　如月きさらぎが風か邪ぜから復帰して一週間が経過した。色々と大変だった学校行事ラッシュも、いよいよ終わりに近付きつつある。

「確かに、大変ではありましたよね」

「お前といると、色々なことが目まぐるしく起こって飽きないよ」

「それは光栄です」

「褒めてはいないんだけどな……？」

　最近の教室から聞こえてくる話題は、もっぱら修学旅行についてだ。彼女が休んでいた時からわずかに聞こえてきていたが、登校を始めてからはより一層聞こえてくる。

　修学旅行。

　二年生の二学期。いや、三年間の学校生活の中でも最大の行事といっていいだろう。四泊五日にも及ぶ長期間を、昼夜問わず同級生達と過ごすのだ。しかも、大自然の中で。

「修学旅行、楽しみなんですか？」

「そうだな、人並み程度には」

「私は憂鬱です」

「えっ、なんで？」

　意外な言葉に、目を見開いて驚く。文化祭を筆頭に、イベントを全力で楽しんでいる彼女のことだ。てっきり、高校生活最大の行事も楽しみにしているものだとばかり思っていた。

「団体行動が得意ではないので」

「あー……」

　修学旅行では、常に誰かと行動を共にしなければならない。言われて浮かんでくるのは小・中学校の修学旅行での光景。自由行動や体験先への移動はまだいいが、問題はホテルでの過ごし方。多人数だと渋々といった様子で仲間内に入るように勧められるし、かといって二人なんかになると永遠の沈黙が訪れることは間違いない。沈黙自体は構わないのだが、それが普段は干渉されない入浴や睡眠なのだから気分は良くない。

　彼女は、こちらの意見に大きく頷うなずいている。

「なるほどなぁ……」

　あの気まずさを考えると、自分も憂鬱になってきた。

「どうせどこかへ旅行に行くのであれば、一人旅のほうがまだマシです」

「それは……どうだろうな？　一人旅は一人旅で大変だと思うぞ」

「それでも、大して仲良くもない人と寝食を共にするよりはずっとずっといいです」

　だんだんと力の入っていく『ずっと』には、嫌だという思いが限りなく込められている。

「それほどまでに、行きたくないんです」

　ため息とともに吐き出された最後の一押し。ゆっくりと机に突っ伏して広がった髪は、彼女の感情に反するかのように夕日に照らされてキラキラと光っている。なにが悪いわけでもないのだろうが、それでも彼女の立場を考えると同情せざるを得なかった。

「じゃあ、俺たちは行かないようにしようか？」

　だから、こんなことが言えてしまった。

「代わりに二人でどこか、行きたいところに旅行しよう」

　半分くらいは、冗談で口にした。いや、俺のような親に旅費を出していただくしかない人間が言っていいことじゃない。全部冗談だ。

「いや、冗談だ」

　声がうわずる。なんだか無性に恥ずかしくなって、俺も机に突っ伏してしまった。見えるのは影と、腕の隙間から入る光。そして美しく長い黒髪が少し。

　彼女の耐えられないといった笑い声が、微かすかに聞こえる。俺の必死に否定する様が、滑稽に見えたのかもしれない。

「北ほく斗とさんは行ってきてくださいよ」

「……なんでだよ」

「お土産みやげは欲しいので」

　買ってきて貰もらえると思っているのか。光を見つめながら問いかけると、はいと元気の良い返事が聞こえた。

「一応聞いておくけど、なにが欲しいわけ？」

「かわいいものです」

「は？」

「かわいいものが、欲しいです」

「かわいいものを、俺に選べと」

「はい。とびきりかわいいものを、一番かわいいお店で見つけてきてください」

「嫌だ……。そんな場所に一人で行くくらいなら、絶対にお前も連れて行くからな」

「へぇ、私に選ばせてくれるんですか？　私、遠慮しませんよ」

「今この瞬間にだって、遠慮なんてないだろ」

「それもそうですね」

　上げた視線で捉えたのは、意地が悪そうに笑う如月きさらぎ那な緒おだ。さっきまでの嫌そうな表情より、こっちのほうがずっといい。

「修学旅行、ちょっと楽しみになってきました」

「そりゃあなによりで」






許可しない






「で、話があるんだけど」

　目の前には、神妙な面持ちでこちらと向かい合っている幹みき典のり。真剣そうだが、なんでも出来る彼がわざわざ俺に言ってくることだ。どうせ厄介事を持ち込まれるだけだと、直感が告げている。

「断る」

　俺は、即座に首を横に振った。えー、と幹典の間延びしつつも残念そうな声が溢こぼされる。最初は断られることを分かっていて、粘ろうとしているときの癖だ。俺の嫌な勘は当たっていたらしい。こんなところで勘が冴さえていても、まったく嬉うれしくはない。せめてテスト時とかにしてほしい。

「困ったなぁ、瞬殺されちゃったよ」

　わざわざ教室から離れた場所に連れてきた時点でアウトだ。口調はいつものように冗談めいているものの、目がマジになっている。どう考えたって、ろくな話じゃない。

「それは、俺じゃないとダメな話なのか？」

「これはもう、絶対に北ほく斗とじゃなきゃダメな話なんだよ。だから、話だけでもとりあえず聞いてくれないかな？」

「嫌だ」

「なんでよ？」

「こういうのはたいてい、話を聞いてしまった時点で後戻りが出来なくなるだろう」

「まあそうだよね。今度の即売会で、那な緒おちゃんを売り子として借りられないかなって話なんだけど」

「いや、なんて？　……ハッ」

　思わず聞き返してしまった俺を見て、幹みき典のりはニヤリと笑う。それこそ、計画通りとでも言いたげに。くそ、予想通りもう後戻りが出来ない。即売会という強めの単語がよろしくない。

「那緒ちゃんには、売り子として同行してもらいたいんだよ」

「で、それもただの売り子じゃないんだろ？」

「ご明察！」

　幹典の眼鏡めがねのフレームが、きらりと光ったような気がする。

「出来ることなら、コスもしてもらいたいと思っているよ」

「……いつか言ってくるだろうとは思ってた」

「あ、分かった？」

「分かりたくはないけどな」

　如月きさらぎ那緒は、美人だ。二次元らしい色鮮やかな衣装であっても、着こなしてくれるだろう。そして、その才能を幹典が見逃すこともないだろう。

「那緒ちゃんには許可を取ってあるんだよ。ただ、条件として北ほく斗とを連れてきて欲しいって言われたから」

「あー……」

　ただでさえ人口密度の高くなる即売会だ。人とすれ違うだけでも、相当な精神力を必要とするだろう。如月はそれを予想し、俺を呼んで欲しいと条件をつけたに違いない。それに、如月のことだ。知らない世界に興味が湧いたんだろうということも、容易に想像がつく。まったく、迷惑な話だ。

　とはいえ、断ることは簡単だが、純粋に疑問が思い浮かぶ。

「あいつに、なんのコスプレをさせるつもりだよ」

「よくぞ聞いてくれました！　これです！」

　意気揚々と取り出された幹典のスマートフォンに表示されたのは、彼が最近イラストを公開し始めたキャラクターの紹介動画だった。烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪色をした彼女が身にまとっている赤を基調とした制服のようなデザインは、たしかに如月が着ても似合いそうではある。

「……これはこれでいいとして、衣装はどうやって用意するんだよ？」

「作った」

「作ったぁ？」

「見てみて」

　激しいスクロールの末に表示されたのは、先ほど見せられた衣装となんら遜色のないものだった。正直言ってすごい。

「万年ハードスケジュールのお前が、いつ作ったんだよ……」

「それはもう、こつこつとね」

「お前だけ一日が四十八時間あるとかじゃなくてか？」

「そうだったら本当に嬉うれしいんだけどね！　残念ながら、俺も普通の人間なんだよ」

「普通の人間はこんな完成度の衣装を作らないからな」

「おっ、これの出来を褒めてくれるということは、行く気になったということだったりする？」

　期待したような目を向けてくる幹みき典のりのおでこに、デコピンをする。

「それとこれとは別だ。許可しない」

　痛むおでこを押さえながら、彼は叫んだ。

「このいけず！」

「なんとでも言ってくれ！」

「北ほく斗とのスカポンタン！」

「……」

　実は如月きさらぎがコスプレしている姿を、見たくないわけではない。だが、不特定多数の人間の前でそんな姿を晒さらさせるというデメリットがでかすぎる。彼女は美人だから、変な人間が寄りついてしまってもおかしくはない。そうなってしまったら、到底俺一人では守れなくなってしまう。それはいくらなんでもまずい。

「北斗のアンポンタン！」

「そんなに言わなくたっていいだろ!?」

「言うよ！　それくらい、彼女が衣装着てる姿見たかったんだもん！」

「もんじゃない！　っていうか、罵倒が小学生レベルだな！」

「デコピンするのだって小学生みたいだよ！　地味なのにめちゃくちゃ痛い！」

「それは悪い。……お前も俺にするか？」

「北斗のその身を差し出すスタイル、俺は嫌いじゃないけど気を付けたほうがいいと思う」

「そ、そうか……」

　幹典が言うのなら、そうしたほうがいいんだろう。






再訪の日






「本当に大丈夫だってば」

　俺は、もう何度目になるかわからない主張をする。

「そういうわけにはいきませんよ。大丈夫です、こういうのは慣れですから」

「そうなんだろうか……？」

「そうなんですよ」

　さっきから彼女は、それの一点張りだ。自分のほうが正しいという表情を崩さないのだから、余計にたちが悪い。風か邪ぜが治って元気になったのはいいが、こんなことになるんだったらもう少し休ませておくべきだった。いや、こんなことになるなんて、当時の俺には分かりようもない。

　俺の腕を引く如月きさらぎの主張はこうだ。風邪の時に彼女の家へやって来た俺の緊張はすごかった。そんなんじゃ、本当に彼女が出来たときには家へ行くのもままならないだろう。だから、実際に私の部屋へ来て慣れておこう、と。

　そんなことはないし無む茶ちや苦く茶ちやだと思う反面、ここまで言われ続けているとそうなのかもしれないと思い始めてしまう。洗脳状態というのはこういうものなのかと、頭の片隅が第三者的に冷静な分析をした。

　もうすでに、視界の端に如月の家が入ってしまっている。このままでは、もうあと数分もしないうちに彼女の家にたどり着いてしまう。

　それ自体は別に構わないのだが、この状況で彼女の家に行くということに頭を悩ませている。彼女の腕を無む理り矢や理り引き剥はがせば良いのだろうが、紳士なのでそれも出来ない。

「っていうか、お前はいいのか。俺なんかに部屋へ入られて」

「ちゃんと片付けましたよ。ばっちりです」

「偉いな」

　……たしかに偉いが、俺が今言いたいのはそういうことじゃない。

「いやあの、そういう意味じゃなくってだな？」

「人のことより、自分の心配をしてくださいよ。もうあと数歩で私の家ですけど、どうですか？　動どう悸きしてませんか？　大丈夫ですか？」

「俺をなんだと思っているんだ」

「ヘタレ……ですかね」

「へ、ヘタレ」

　そんな風に思われているとは心外である。

「そうかもしれないからなにも否定は出来ないけども」

「ですから私が、こんな提案をしているんです」

「提案というよりは強制に近い」

「着きましたよ。さ、中に入ってください」

「はぁ……」

　彼女の有無を言わせない視線から逃れることも出来ず、招かれるままに中へと入る。つい先日来たばかりの家だというのに、今度はその玄関から先へお邪魔することになってしまった。

「お邪魔します」

　脱いだ靴を揃そろえて置き、声を上げる。

「律りち儀ぎですね。あ、これ履いてください」

　客人用のスリッパを前に出されたので、ありがたく履かせてもらう。

「ありがとう。……無む理り矢や理り連れて来られたとはいえ、人様の家だからな」

「ちなみに、誰もいませんよ。しばらくしたら母が帰ってくるかもしれませんが」

「大丈夫なのか、それは」

「なにがですか」

「色々と」

「そもそも私たちは友達ですからね。お互いの家に行ったところで、なんの違和感もないんですよ。だからこそ、女子の部屋へ入る練習にはうってつけというわけでして」

「そうか、それもそうだな」

　そう言われてみればたしかにそうだった。変に意識していた俺のほうが変なのだ。そうと分かった途端に気が楽になり、自分の部屋へと向かっているらしい如月きさらぎのあとを追うのも堂々とした足取りになる。ふと、彼女が足を止めてこちらを振り返った。

「急に堂々とし始めましたね」

「色々言ってはいるけど、友達の家に遊びに来ただけだからな」

「だけっていうか……ですね……」

　そこで言い淀よどんだ彼女は、煮え切らないまま再び前を向いて歩き始めた。表現のしづらい表情をしていたが、なにを考えているのだろう。

　やがて、『那な緒おの部屋。ノック推奨』と書かれたプレートの下がった扉の前に来た。必須ではなく推奨というあたりが、なんともいじらしい。

「開けますよ」

「どうぞ」

　そう言って開かれた扉の先には、限りなくシンプルな部屋が広がっていた。白を基調とした、とても綺き麗れいな部屋である。ところどころに置かれているウサギやクマのぬいぐるみが、さりげないかわいらしさを演出していた。

「……あんまりまじまじと見ないでくださいよ」

「いや、え？」

　そうは言っても、部屋に招かれてしまったら見ざるを得ないのではないだろうか。

「待ってくれ。もしかして、部屋を見るのもセクハラに入るのか？」

　少し考える仕草をした彼女が、眉を寄せながら答える。

「……そうじゃないですけど、そうかもしれません」

「だとしたらごめんなさい」

「もう。素直ならいいってわけでもないんですからね？」

　いたずらが見抜かれてしまった子どものような困り顔をして笑う彼女に、重ねて謝るのは違うような気がして口をつぐむ。そんな俺の様子を面白がるかのように、彼女の顔が一気に笑みで染まる。

「適当に座っててください。お茶を持ってきますから」

「あ、あぁ」

「お菓子はケーキでいいですか？」

「もしかして、お前の家には平常時からケーキがあるのか？」

「そんなわけないじゃないですか。強引にお呼びするっていうのが分かっていたので、買っておいたんですよ。それも、この前行ったカフェの蜜み柑かんケーキです」

「美お味いしかったやつじゃないか。それは楽しみだな」

「少し待っててくださいね。あ、別に探ったところでなにも面白いものは出てきませんから」

「そんなことしないって」

「はい、知ってます」

　彼女は穏やかな笑みを溢こぼして、お茶を取りに行った。

　一人になった瞬間。無造作に置かれた如月きさらぎの鞄かばんを見て、途端に彼女の部屋に来たのだと認識してしまい緊張してしまう。友達だったとしても、やはり彼女は女の子なのだ。女の子の部屋に来るだなんて大イベント、緊張しないほうがおかしい。そう思うと目につくものすべてが輝いて見えて、目を閉じるしかなかった。まるで修行のように正座をして待つ時間は、無限のように思えた。

「お待たせしました……なにしてるんですか？　瞑めい想そうですか？」

「よく分からない道を迷走している気にはなっている」

「ダジャレじゃないですか、それ」

　言われて、さっきまでの発言を顧みる。瞑想と、迷走。

「……本当だ」

　完全に無意識だった。

「無意識のうちに、言葉遊びが出来るんですね」

「そんな観点から褒められるとは思わなかったし、素直に恥ずかしい」

「とりあえず、温かい紅茶でも飲んで落ち着いてください」

　どうぞという言葉とともに目の前のテーブルに置かれたティーカップをゆっくりと手に取り、口に持っていく。緊張からか、普段なら分かるはずの香りすら分からない。温かいお湯が体内を流れていくのを感じる。

「そんなに喉が渇いていたんですか？　最初に言ってくれれば良かったのに」

「そう」

『そうかもしれないけど違うんだ』と言おうとして、言えなかった。口の中が乾燥しているらしい。

「お茶を持ってきますね」

　パタパタと音を立てながら駆けて行く如月きさらぎを視線で追いかけ、彼女が出て行った扉をじっと見つめる。

　なんでこんなことになっているんだろう。

　喉が渇いているという自覚が一切なかったために、頭が混乱してしまう。自分で思っている以上に、彼女の部屋にいるという事実に対して緊張しているんだろうか。さっきは友達の家に来たから大丈夫だと高をくくっていたが、友達だとしてもやはり如月は女の子だ。女の子の部屋に来たのははじめてなので、緊張しないわけがなかった。

「お待たせしました。ピッチャーも持ってきたので、好きなだけ飲んでください」

「助かる……」

　絞り出した声でお礼を言いつつ、差し出されたお茶を飲んだ。それは当然ながら自分の家とも、ましてや幹みき典のりの家で飲むお茶の味とも異なっており、余計に緊張を強めることとなった。

「とんでもなく緊張していますね。私のことを友人と思うより、女の子だと思う気持ちのほうが強いのが災いしてるんですか？」

「だって、如月は紛まぎれもなく女の子だろう」

　ここに来て『残念でした☆実は私は男の娘こなんです！』なんて言われてしまったら、俺はすべての女性を見る目が変わってしまう。

「そうなんですけど、だとしたら普段の態度はあんまりいただけませんね。女の子には、もっと優しい言葉遣いで接したほうがいいですよ？」

「それは本当にそう思う」

「思ってるなら、改善しないといけません」

「変に優しすぎても、下心しかない人間だと思われないか？」

「自然さが大事ですよね、やっぱり。そのためには慣れるしかありません」

「慣れるのが一番難しいというのにな」

「私で練習します？」

　ふふっと笑った彼女は、髪の毛をさらりと耳にかけた。そんな仕草のあと、俺の目をじっと見つめてくる。もう見慣れているそのぱっちりとした目がかわいくて、思わず手が伸びてしまった。伸びた手は、如月きさらぎの頭を撫なでる。俺の予想通り、如月の髪はサラサラと流れるような質感をしていた。

「えっ」

　驚いた如月の声で我に返り、手を急いで除のける。

「ごめん。かわいかったから、つい」

「つ、ついじゃないですよ」

「本当にごめん」

　申し訳なさに後あと退ずさる。そのまま急いで帰れるようにリュックサックを取ろうと伸ばした手を、頬ほおを膨らませた彼女に掴つかまれる。

「悪いのはこの手ですね」

　彼女のかわいらしい目に睨にらまれながら、指を軽くつねられた。如月の手が女の子らしく小さくて柔らかいので、痛くはない。ただただ、心臓がうるさくなるだけだ。

　しばらくいじくられ、満足したのだろう彼女が手を離した。離れた途端に感じる冷たさに、互いの手が熱を帯びていたのだと分かる。

「……これでおあいこです」

「おあいこというか」

「おあいこというか？」

「むしろ、役得というか」

　全部嬉うれしいと思ってしまった俺。不意に思い出す、今のこの家には俺たち二人しかいないという事実。脳裏に多少なりとも煩悩が浮かんでしまった時点で、すぐにでもこの場から立ち去るべきなんだろう。

　いや、むしろ立ち去らないといけない！

「お、お邪魔しました！」

　そう思ってからは早くて、如月に頭を下げてから彼女の家をあとにした。






生徒総会の日






　二人で玄関へ向かう途中、生徒会室の札が下げられた教室の前を通り過ぎた。明かりが付いているので、今もなお話し合いが行われているらしい。

　あんなことがあったあとだ。無理もないだろう。

「異様なほどに盛り上がった生徒総会でしたね。私も珍しく、眠らずに聞き入ってしまいました」

「いや、いつも起きてろよ」

「いつも行われている生徒総会は、淡々と物事を決めていくだけじゃないですか。面白くないうえに長いので、眠いんですもん」

「眠いんですもんじゃない。面白くなくても、俺たちの学校生活に関わる大事なことだ。聞いておいたほうがいい」

「北ほく斗とさんは真面目まじめですね」

「至って普通だよ。大体、お前が座っているのは最前列じゃないのか」

「そうですけど、どうかしました？」

　平然とした顔で頷うなずく如月きさらぎを見ていると、頭が痛くなりそうになる。

「……最前列は、いくらなんでも寝たらダメだろ」

「そんなことを言ったら、どの列の人も寝たらダメですよ」

「寝る奴やつがいきなり正論を言うんじゃない」

　まぁ、彼女が寝ていたところで注意をしようなんて無謀な人間がいるとは思えない。未いまだに彼女は、多くの人間にとっては畏怖の対象であるのだから。

　今回の生徒総会の内容と重ねて、ため息が出る。

「随分と陰湿な論争だったな」

「北斗さんからは、そう見えたんですね」

「あれを陰湿と呼ばず、どう呼ぶんだ」

「大興奮！　生徒たちの大論争！」

「生徒たちっていうか、二人だけどな……」

　六限目に行われた生徒総会にて、一般生徒と生徒会長の言い争いが起きたのが数時間前。確か内容は、部活動に関するものだったと思う。あんまり内容は覚えていない。人に寝るんじゃないと言っておいてなんだが、俺自身は激化する両者の口調に聞くのが嫌になり、別のことを考えていた。

「あんなにも攻撃的な態度をとらなくたっていいだろうに」

「『それはあなた個人の理想であって、一般生徒にとっては押し付けでしかないと思います。その点については、いかがお考えでしょうか？』でしたっけ」

「……よく覚えてるな」

　生徒会長を相手に反論した生徒の真ま似ねのつもりなんだろうが、相変わらず誰にも似ていない。ただの如月きさらぎである。

「クラスの皆さんが繰り返し言ってたじゃないですか」

　そうだっただろうか。

「まったく覚えてない」

「どこにいたんですか、あなたは」

「教室だけど……っていうか、覚えるものでもないだろう、それ」

　お笑い芸人のネタのように、面白がって消費するものでもない。

「それはそうなんですけど、一体誰が覚えてきたんでしょうね。本当にあちこちから聞こえてきてましたけど」

「お前じゃないのか」

「違いますよ」

「じゃあ、誰なんだろうな」

「発端はきっと、同窓会なんかを開いてくれそうなくらい人望のある人なんでしょうね」

「人望のある人間が言いそうな内容でもないけどな」

　特定できるほどクラスの人間を知っているわけでもないので、これ以上は考えようがない。考えるのも、時間の無駄だろう。

　靴箱で上履きと靴を入れ替え、玄関から外へ。吹いている風が少し冷たく、青い空が夏よりも少し遠い。いやでも、秋はもう始まっていることを教えてくれる。

「内容が部活動の予算の増額についてのものだったので、それを言った一般生徒に共感する生徒が多かったっていうのも、言葉が広まった理由かもしれません」

　そんな内容を話し合っていたのか。過激化するはずだ。

「どの部活だって、そりゃあ増額してもらえるならしてもらいたいよなぁ」

「そうです。とはいえ、それは会長の一存では決められませんよ。予算の最終的な決定権は、先生方にあるのですからね。ですから会長は『今ある予算の中で最大限の努力をすべきだ』と、理想論を述べ続けたのです。それで彼ばかりを責め立てるのは、あんまりだと思います」

　本当に眠らずに聞いていたようだ。しっかりとした意見に、驚きを隠せない。

「……そもそも責め立てること自体が良くないと、俺は思う」

「その場で声をあげたら、さらに面白くなりましたね？」

　彼女は、冗談ですよとでも言いたげに笑った。

「そんな勇気はない」

　こんなことを言っている時点で、責め立てる側、囃はやし立てる側となんら変わりないのだろう。嫌な話だ。

「まぁでも、生徒会室の前を通り過ぎた時、彼はこう考えてましたよ」

「なんて？」

「『なかなかに有意義な討論だった。普段からこれくらい盛り上がればいいんだけどな』って」

「あー……」

　いつも生徒の前に堂々と立つ生徒会長が、笑いながらそんなことを言っている様子が容易に想像出来てしまった。

「タフだな」

「生徒会長というものは、そうでもないと務まらないのかもしれません」

「流石さすがは学園モノで最強と言われる肩書き、生徒会長」

「はぁ」

「そういうものだろ……!?」






階段から降りる日






　チャイムの音が鳴り響き、先生は職員室へと帰還なさった。午前の授業が終わり、生徒らの活気ある声で教室が満たされる。どうやら弁当を忘れたらしい前の席にいる男子生徒が急いで立ち上がり、椅子と床から軽快な音が鳴った。ついで、人と人とがトンと軽くぶつかる音。

「ごめん。だいじょう……」

「大丈夫です」

　遮るのは気丈な声。

「購買、急いだほうがよろしいのでは？」

「あ、ああ。そうだな、すまない」

　声の主に気づき、あえて顔を上げない。彼女特有の視線を感じるが無視を決め込み、机の上の教科書をしまい弁当を置く。置いた数センチ先に、彼女のものらしい弁当箱が置かれていた。耐えきれなくなり顔を上げると、若干怒っているらしい如月きさらぎと目が合う。

「無視だなんて、ひどい人ですね」

　そのまま隣の席を借り、俺の机の真横に座った。

「いただきます」

　ご丁寧に手を合わせ、そのまま食事が始まる。彼女が黙々と食べる光景を、なにも問えずに眺めていた。彼女はこちらの視線を一切気にすることなく、いつもと同じように食事を進めていく。

「あれ？　どうしたの。珍しいね」

　幹みき典のりの声と、真正面の椅子を引く音で我に返った。

「気が向いたので。迷惑でしたか？」

「ううん。俺は迷惑じゃないよ」

『俺は』と言うあたり、俺が辟へき易えきしていることを分かっているのだろう。まあ、今更どうということはない。

「俺だって別に、迷惑じゃないよ」

「本当に？」

　ただちょっと、驚いただけだ。

「本当に」

　彼に倣って手を合わせたあと、弁当箱を開く。とりあえずなにかを食べなければ。お腹なかが空すいた。

「今日の体育の那な緒おちゃんすごかったね。あんな位置からシュート決めちゃうなんて」

「見てたんですか？　恥ずかしいですね。あれは偶然ですよ」

「偶然でもすごいって。あの瞬間は、多分体育館の全員が注目してたんじゃないかなあ。ねえ？」

「ああ、そうかもしれない」

　隣で平凡な会話が交わされるのを、空を眺めながら聞いていた。いや、内容は覚えていないので聞き流していた、といったほうが正しい。





　　　　○






　次の日も、その明くる日も、彼女は幹典と談笑する昼休みを過ごした。彼らがいいのなら、俺がとやかく言うべきではない。そうやって納得しようとしても、急な行動に疑問を抱いてしまう。如月きさらぎは、屋上前の踊り場を気に入っていたんじゃないのか。

「なんで急に、踊り場からおりてきたんだよ」

　放課後、彼女を前に問いかけた。そうですねぇと頷うなずきながら、露骨に目がそらされる。分かりやすいやつだ。

「いけませんか」

「違う。ただ、様子がおかしいと思って」

「気のせいではないでしょうか」

「教室移動のときに、俺のあとをついてきているのも気のせいなのか？」

　なにかを言おうと開いたらしい唇が、なにも言葉を発することなくゆっくり閉じた。さすがに気づいていないとまでは思っていないだろうが、いざ口に出されると反論の余地がないんだろう。

「……ちょっと待ってください」

　そのまま、彼女はふさぎ込んでしまった。仕方がないので自らの席に座り直し、壁にかかる時計を眺める。この距離なら、思考は読まれない。待ってほしいと頼むからには、なにか事情があるのだろう。真っ先に思いつくのはあの空間が閉鎖されたということだが、それはわざわざ隠さなくてもいいはずだ。それに、また別の場所を見つければいいだけの話だ。となればやはり、彼女自身になにかあったのだろう。

　長い沈黙を破ったのは、如月きさらぎのため息。彼女は立ち上がり、鞄かばんを手にした。その顔は、必死に笑みを取り繕っているようで、見ていられない。

「帰りながら、話しましょうか」

「分かった」

　そう言われリュックサックを手にした俺は、彼女の後ろを数歩離れてついて行く。

　やがて校門を出て、あたりから人の気配が消えたところで、彼女は再び口を開いた。

「怖いんです、人の悪意が」

　その声は本当に小さく、聞き取れてから理解するのに三秒ほどの時間を必要とした。さらに、その短い言葉の真意を読み取るまでに五秒。いやに長い時間で、俺は彼女の前に立ちすくみ、おそるおそる表情をうかがう。彼女の目の周りは、もうすでにとても赤かった。俺の思考を通してそれに気づいた彼女が、目を手で覆う。聞こえてくるのは、鼻をすする音。泣いてる。泣かせた。泣かせてしまった。俺のせいで。俺が、わけも分からないまま、彼女に静寂をもたらしたから。

「北ほく斗とさんのせいじゃないです」

　そんな声で言われても、説得力がない。

「俺が、いたから」

「近づいたのは私です。あなたの隣にいたいと思ったのも私です。北斗さんを理由にしたくない」

　泣いている彼女を見て、どうせなら理由にしてほしいと思った。背負い込まないでほしいと、その背をさすろうと手を伸ばす。しかし、やめた。

　代わりに、ポケットからティッシュを取り出す。ずっと入れていたせいで形の崩れたポケットティッシュ。彼女はそれを無言で受け取ると、涙を拭き始めた。

「人の考えていることなんて、分からなければいいのに」

　ティッシュ越しに、彼女は恨めしそうに呟つぶやく。普通に生きていきたい。切実な願いだ。

　その願いを叶かなえてやりたいと、強く思う。

「……分からなくなれば、いいんだよな？」

　彼女が驚きながら顔をあげる。出来るんですか、期待するような問いかける瞳。

「もちろん、俺には出来ない。でも、幹みき典のりに聞けば、そういう分野に詳しい人を紹介してもらえるかもしれない」

　可能性は未知数だ。ゼロってこともありえる。

「あとは、お前の事情を話す必要があるってことか」

　あいつならもうすべて分かっていそうな気もする。分かったうえで、なにも聞いてこない。多分そうなんだろうな。

「ま、人任せだと笑おうが可能性を感じようが、お前の自由だよ」

「……分かりました」

　彼女は、ひとまずといったように頷うなずいた。濡ぬれたティッシュを、袋ごとゴミ箱へ捨てる。泣き止やんだ彼女を家に送り届け、俺は自分の家へと帰った。






自室にて






　きっかけは、とても些さ細さいな出来事でした。




（宇う佐さ美み君も女の子の趣味悪いなー。なにもあんなヤバい子とつるむ必要ないのに。なんで由ゆ奈なのこと振ったんだろう。もったいないなぁ）

　学校で廊下を歩いている時、ふと聞こえてきた思考。思わず、周囲を見回します。すると、一人の女子生徒と目が合いました。彼女はこちらの視線に気付くと、一瞬だけ顔を強こわばらせます。恐らく本人も気付いていないくらいの小さな変化ではあったと思いますが、私にはそれが分かってしまいました。

（ヤバッ！　もしかして本当に人の考えてることが読めるの、あの子。だとしたらもっとヤバいんだけど！）

　穏やかそうに笑っている奥で、私や誰かのことを悪く言う。そんなことには慣れっこだったはずなのに。その時はどうしてだか、心に棘とげが刺さったような感覚がしました。足早にその場を立ち去り、彼女の思考から逃れようとします。

（っていうかずっと男に引っ付いてるあの子もあの子なんだよね。どうせ友達もいないんだったら、一人でじっとしとけって感じ）

　しかし彼女の主張は強く、どこまでも私につきまとってきます。私は北ほく斗とさんを探して、教室に逃げるように滑り込みました。

　やっと見つけた北斗さんの側そばに近づくと、途端に静かになる脳内。その瞬間、泣いてしまいそうになるのを必死に堪こらえて、驚く北斗さんをからかったのでした。




　そして、北斗さんに事情を話す際に泣いてしまいそのまま帰宅した今。改めて、この能力がなくなってしまえばいいのにと思います。だって今の北斗さんなら、たとえ能力のせいという口実がなくても近づいていいのではないかと思えてしまったからです。

　彼の提案は、とても弱気なものでした。自分が解決するのではなく、解決出来る人を探そうというものなのですから、弱気と評しても間違いではないでしょう。

　ですが、その現実的な優しさが彼の良いところなんだと思います。出来ないことは出来ないと言い、謝るべきところは、しっかりと謝る。北斗さんのそういう素直なところが、私は好きなのです。

『修学旅行が終わったら、相談に乗ってもらえませんか』

　だからこそ私は、幹みき典のりにメッセージを送ります。もう逃げることは出来ません。















班決めの日






「えぇっ!?　修学旅行が終わってから、相談に乗ってもらうことにしたのか」

　登校時、たまたま一緒になった如月きさらぎから話を聞いて驚いた。てっきり、すぐにでも聞いてもらうものだと思っていたのに。

「幹みき典のりは修学旅行のクラス代表責任者になっていたじゃないですか。今の時期に相談するわけにはいかないですよ」

「そうかもしれないけど」

「それに、私には心の準備というものが必要ですから」

　それもそうだ。俺以外に自らの事情を話すことになるのだ。緊張もするだろう。

　しかし、幹典としては今の時期から予約されていると逆に気になるんじゃなかろうか。いや、彼は頭の切り替えが出来る人間だから大丈夫なのかもしれない。

「幹典が承諾してくれたんなら、あいつの判断とお前の状態次第だな」

「はい」





　　　　○






　そして五限目。間近に迫った修学旅行に向けて、クラスの班決めの最中。

「先生！　如月さんは、宇う佐さ美みさんと自由時間を過ごしたほうがいいと思います！」

　とある生徒が、堂々と手を挙げてそんなことを言った。なにを根拠にそんなことを言っているんだろう。当人である俺は、まったくもっていいとは思わないんだが？

　いや、意図は分かる。如月と俺という浮いた存在を一つにまとめることで、班決めをスムーズにしようという魂胆なんだろう。そこまでは分かる。しかし、それをしようと試みる行事が悪い。学校どころか普段の生活区域から大きく離れる、修学旅行である。絶対に起こるはずも起こすつもりもないけれど、万が一で間違いが起きたらどうするつもりなんだ。

　とはいえさすがに、先生はちゃんと判断してくれるだろう。

「うん、いいと思うよ」

　そう思っていた矢先、あろうことか先生は笑顔で肯定した。

「ほかの先生方には、自分から言っておくから」

　あっ、これはあれだ。班決めで揉もめるのを避けられる提案を見つけられてホッとしている顔だ。

　反論の余地も度胸もなく、黒板に如月と宇佐美が同列で書かれるのを見てしまう。その後は本当に、スムーズに班決めが終了した。

　残りの時間は、班ごとに自由時間の行動を決めるらしい。いつの間にか如月きさらぎが隣の椅子を借りて座っていた。

「良かったですね、北ほく斗とさん。さて、どこに行きましょうか」

「この状況を受け入れていいのか」

「どうせほかのカップルも、自由時間は班を抜けて一緒になるんですよ。学校公認のカップルってことでいいじゃないですか」

「よくないよ」

「嫌なんですか？」

　それ以前の問題である。

「まず、俺たちはカップルじゃないし」

　お互いがどうしたいのかを考えようといった日のうちにこれだ。先が思いやられる。

「それもそうですね。ですが、良い機会だと思いませんか？」

「なにが？」

「この機会に、これからどうしたいかを考えましょうよ」

「どうしたいか？」

「この関係性をどうしたいか、です」

「どうしたいもこうしたいも……」

　なくないか。

「ね？」

　そう俺が思うことを予想してか、先回りするように彼女が口を開く。

「はい」

　彼女の真剣な瞳と念の押し方に、素直に頷うなずいてしまった。

　彼女は一度瞬まばたきをしたあと、首を傾かしげた。

「そもそも、沖おき縄なわってなにがあるんですか？」

「知らないのか」

「北斗さんは知ってるんですか」

「知ってるわけがないだろ。俺みたいな暗い人間が行こうと思うような場所じゃない」

「じゃあ、北斗さんはどこだったら行こうと思えるんですか？」

「……エジプト？」

　最近読んだ本にピラミッドやスフィンクス、その視線の先にあるピザ屋が出てきたので、思い浮かんだ場所はそこしかなかった。

「まさかの海外ですか。そこはそこで暗い人間が行くのだろうかという疑問が思い浮かんでしまうのですが」

「そんなことはいいんだよ」

　俺が行ってみたい場所はどうだっていい。今回行くのは、どうやっても沖おき縄なわだ。今更変えることなんて出来ない。

「とりあえず、図書館に行こう。各都道府県のものがあるかは分からないけど、さすがに沖縄だったらガイドブックくらいあるだろ」

　なんたって、我が校の修学旅行の行き先でもあるんだし。

「既に何人かの方が向かったようなので、置いてないかもしれませんよ」

「だったら沖縄の歴史が学べる本を借りてこよう。首しゆ里り城じようとかひめゆりの塔とかは歴史を知っておいたほうが、現地に行ったときに得られるものが多いだろうし」

「真面目まじめですね。分かりました、私も付き合います」

　立ち上がり、いつもの廊下を通って図書館へ向かう。行き着いた図書館には、年代が少し古いガイドブックが置かれていた。司書の先生が言うには、最新のものは既に借りられてしまったあとらしい。一足遅かった、といったところだ。

「どうしましょうか？」

「主要な施設なんかはあんまり変わってないだろうし、とりあえず借りていこう」

「歴史は？」

「それも借りていくか」

「……あんまり難しそうなのはよしてくださいね」

「……それなら、これはどうかな？　小、中学生向けに写真やイラストが多くなっている資料集なんだけど」

　おそるおそるといった風に、先生が如月きさらぎに話しかける。如月への恐れよりも、司書として生徒へ適切な本を選んでもらおうとしている辺りに信頼が置ける。

「なるほど……」

「あとはこれなんかも、文章だけなんだけど比較的分かりやすい文章で書かれてるからいいかもしれない」

「分かりました。じゃあ、こちらの資料集たちは、私が借りていきますね」

　結局そのあと、如月は先生に言われるままに四冊の本を借りた。彼女は決して読むのが速いとは言えないのだが、大丈夫なのだろうか……。

「いっぱいオススメされました。読むのが楽しみです」

「そうか。それなら良かったけど」

「ちゃんと分かりやすく北ほく斗とさんにも説明しますからね？」

「そうしてくれるとありがたい」

　さらに騒がしくなっている教室に戻り、机の上にガイドブックを置く。表紙からして、海洋生物やら綺き麗れいな海やら食べ物やらで情報量がすさまじい。

「開きますよ」

「どうぞ」

　ぺらぺらとめくってみても、一ページ当たりの情報量がすごい。

「……そういえばガイドブックとか読んだことなかったな」

「ええ。小学生の頃ならともかく、中学生の頃の自由時間とかどうしてたんですか？」

「幹みき典のりについて回ってたから、あ」

　幹典から離れての修学旅行というのは初かもしれない。そう考えると、途端にすべてが不安に思えてくる。今まで無意識のまま人に頼りきりだった人間が、まともにだれかと観光することが出来るんだろうか。

「大丈夫ですよ、私に任せてください」

「そ、それはそれで嫌だ」

「どうしてです？」

「どうせなら頼られたい」

「それじゃあ、頑張ってくださいね？」

　そのまま彼女はページをいくらかめくり、とあるページで手を止める。

「この水族館とかいいんじゃないですか。イルカのショーが見られるうえに、近くに海もあるみたいですし」

「イルカのショーか。見てみたいな」

「それじゃあ行きましょう。あとは、当然ですけどお土産みやげを買う時間も欲しいですね。北ほく斗とさんにかわいいものを買ってもらうことになってますから」

　なんでもないことのようにそう言われて、少し驚く。

「覚えてたのか」

「もちろんですよ。期待してますからね？」

　軽く片目をつぶってウインクをする如月きさらぎは、言葉の通り本当に期待しているんだろう。嬉うれしいような、その期待が少し怖いような気分。

「頑張る……」

　帰ってからインターネットでかわいらしい、如月が気に入りそうなお土産を調べておこうと決意したのであった。






修学旅行一日目・バス車内で






　飛行機で沖おき縄なわに向かう前。空港へ向かうバスの中から、彼女と隣同士になった。なったというか、ほぼ強制的にさせられたと言ったほうが正しいだろう。まるでそうすることが自然とでも言いたげに座らされたので、かなり驚いてしまう。

「別にここから二人にされなくても良くないか……？」

「私は嬉うれしいですよ。北ほく斗とさんと一緒なので」

「ああ……。修学旅行前の高校生なんて、ろくでもないことを考えている奴やつがほとんどだろうしな」

「ろくでもないことってなんですか？」

「……ろくでもないことというのは、大体が口には出したくないことだろう」

「なんとなく読み取れたので大丈夫です」

「変なことを読ませてしまってすまない……」

「謝らないでください」

　そう言いかけた如月きさらぎの口から、あくびが漏れる。

「眠そうだな？」

「昨日、遅くまで準備をしていたので眠いです」

「大変だよな、旅行の準備って。普段から行かない人間には結構ハードルが高かった」

　両親は時折行っているようだが、俺はかなり幼い頃から行くことを遠慮している。旅行よりも、欲しいゲームを買ってもらい、なおかつそれをやるための時間を確保することを選んだからだ。自分の選択に後悔はない。

「まあ、自由時間は北斗さんと一緒に回る予定になっているのが嬉しかったので頑張ったんですけどね」

　彼女はふふんと、自慢げにそう主張する。

「そうか、俺が少しでも役に立ったんなら良かったよ。空港まではしばらくあるし、寝てればいいんじゃないか？」

「それもそうですね。では、お言葉に甘えて」

　その言葉を最後に、彼女はまぶたも口も閉じてしまった。落ち着いた寝息が聞こえてくるまでを見届けたあとはリュックサックから単語帳を取り出し、それを淡々とめくっていく。元々隣の人間と交流するつもりがなかったのと、空き時間が存在しているだろうと見込んで持ってきたものだ。この時間いっぱいでもやることが出来れば、持ってきた甲か斐いがある。ちなみに教科は古文と英語、それに生物だ。定期的に小テストが行われるものを選んで持ってきた。そして、今やっているのは苦手意識のある古文だ。古文単語は、思うように覚えられない。

「……んー」

　いきなり、肩に重みがかけられる。

「うん？」

　なにかと思って肩を見れば、そこには案の定というかなんというか、如月きさらぎの顔があった。無防備な寝顔をさらしつつ、俺の肩に体重をかけてくる。こんなことがあっていいのだろうか。一瞬で脳が混乱状態に陥る。

　か、彼女は仮にも疲れているのだから、下へ手たに起こさないほうがいいだろう。とはいえこのまま放っておくのは、明らかにまずい気がする。あらゆる人間に見られる可能性があるというのがもっとも問題だ。これを元に、どれだけ尾ひれの付いた話を広められるか分からない。しかし、寝ている人間の頭なんてどうすればいいんだろう。窓際が良いと彼女が言うから窓際を譲ってしまったせいで、反対側に彼女の頭を動かすのが怖い。窓に頭をぶつけられても困るし。彼女を起こすしか方法はないのだが、気持ちよさそうに眠っているために非常に起こしづらい。なんでこんなに幸せそうなんだろう。いい夢でも見ているんだろうか。どんな夢だろう。大量の蜜み柑かんを前にしている夢だろうか、それとも誰の思考も聞こえなくなった身で、映画館に行って映画を見ている夢だろうか。それが喜べる夢なのは切ないことだななんてことを思っている場合じゃない！　お願いだから目覚めてくれ如月!!

「はい!?」

　いきなり大きな声を上げて如月が目覚めたので、バスの中が一瞬だけ静かになった。しかし徐々に、また騒がしくなっていく。

　本当に起きるとは思っていなかった。うるさいくらいに高鳴る自分の心臓を押さえながら、彼女の様子をうかがう。彼女は思いっきり伸びをして、起きようと試みていた。

「真剣に名前を呼ばれたので、びっくりして起きちゃいました」

「悪い、起こしてしまったな」

「いえいえ、いいんですよ。でも、どうして私の名前を呼んだんですか？　もしかして、私が先に寝てしまって寂しかった、とか？」

「こ、古文単語の例文に出てきたんだよ」

「それにしては、やけに情熱的だったような」

「気のせいだ」

「分かりました、そういうことにしてあげます」

　彼女は分かっていますよとでも言いたげに微笑ほほえんでくる。今のお前になにが分かるっていうんだ。そんな不満を押し殺しつつ、単語帳に向き直ろうとした。したのだが。その途端、彼女に単語帳を奪われる。

「せっかく私が起きたんですからなにか話しましょうよ」

「たとえばなにを？」

　しばらく考えた末に、如月きさらぎはある提案をしてきた。

「しりとりを、しましょう」

「話題に困ったときに始めるいつもの」

「今回は、修学旅行特別ルールとして三文字縛りです。りんご」

「ご……ゴリラ」

「落語」

「『ご』返し!!」

　前途多難である。






修学旅行二日目・水族館






「なにもないとは思うけど、なにかあったら絶対に連絡してね」

「分かりました、気をつけます」

　最後まで俺と如月が二人で行動することに納得のいかない様子の先生も、周りからの圧力に屈してしまった。せめてもというべきか、如月に電話番号とメールアドレスを書いた紙を渡していってらっしゃいの手を振ってくれる。堂々と振り返す如月に倣い、おずおずと振り返した。

　あの先生は、普段から如月に対してこんな感じなんだろうか。それとも、状況が状況だから情がわいているだけなんだろうか。普段から如月の視点に立てる人の割合が多くて、如月が普通の女子として過ごせるようになればいいのに。と思ったが、もしかするとその場合の彼女は旅行自体に来ていなかったかもしれなかった。いや、そもそも、彼女の人間嫌いは……。

「そこまでです」

　パンと手を叩たたく音が隣で聞こえ、振り返る。少し厳しい顔をした如月が、こちらをじっと睨にらんでくる。

「そんなに私と回りたくないんですか？」

「そういうわけじゃない。むしろ、同性であったところであまり関わりのない人間と回るよりずっと嬉うれしい」

　これは本心だ。気を置かなくていいというのは、とてもありがたい。

「それならいいじゃないですか。それでは行きましょう。本日の主な目的地である水族館へ」





　　　　○






「いやー、やっぱり平和は大事だなって結論に……あ、着いたみたいですね」

　バスに揺られること少し。目的地である水族館に着いた。有名観光地ゆえに、平日の昼間にもかかわらず多くの人で賑にぎわっている。これでまだ繁忙期ではないのだ。末恐ろしいものである。

「どうします？　はぐれないように、手でもつなぎましょうか？」

　いたずらっ子らしい笑みを浮かべる彼女の提案だったが、そこには一理あった。

「いいかもな」

「えっ」

　途端に目を丸くして驚く如月きさらぎの表情の変化が面白くて、つい笑ってしまう。

「なんで提案した側の如月がそんな反応をするんだよ」

「ま、まさか北ほく斗とさんが肯定するとは思いませんでしたから」

「今はスマートフォンで連絡を取ろうと思えば取れるかもしれないけど、それはそれとして知らない土地で迷子になるのは不安すぎるからな。はぐれないようにするのはいいことだと思った」

　あとは学校周辺じゃないので大丈夫だろうという慢心もあるが、これは言わなくたっていいだろう。

「わ、分かりました……。今回の場合は百利無害といったところですね」

「そんなところだ」

　まあ、無害は言い過ぎかもしれないが。

「いいでしょう。では繋つなぎましょうか」

「ああ」

　彼女に差し出された手を、あまり強くない力で握る。

「転こけるなよ」

「こ、転けませんよ」

「そうか。ならいいんだが」

　そのまま、入り口へ足を進める。

「わ、ジンベイザメのモニュメントですよ、きれいですね」

「沖おき縄なわの水族館って感じがするな。写真撮ろうか？」

「どうせなら一緒に写ってくださいよ」

「それは断る」

「なんでですか」

「写真として自分の姿が残るのが嫌なんだよ。……美少女はそんなことないだろうけど」

「写真が嫌という気持ちは分からなくもないんですけど」

「美少女なのに？」

「それは関係ないのでは。どちらかというと自分の中の基準で……そんなことはいいんです。撮りましょう、えい」

「えっ」

　繋つないでいた手を引かれ、振り返っている隙に聞こえるシャッター音。

「マジで撮られてしまった」

「あは、驚いているのが静止画でも伝わってきてかわいいです」

「消してくれないか」

「嫌です」

　はっきりとした否定である。

「あのなぁ……」

　まだ館内に入ってもいないというのに、とんでもない疲れを感じる。

「……まぁいいや。とりあえず入らないか？　時間は有限だし」

「それもそうですね」

　彼女のスマートフォンに間抜け顔の俺が入れられたまま、歩みを進める。

「しかし、建物自体も綺き麗れいでいいですね」

「それは本当に思う。開放的でお洒落しやれだ」

「あ、見てください。海ですよ、海」

「飛行機に乗っている時から思っていたんだが、沖縄の海ってめちゃくちゃ綺麗だよな」

「分かります。近くにある海よりもずっと澄んでいて綺麗で、いつまでも見ていたいくらいです」

「あとで近くまで見に行こう」

　そう言いながら道なりに行き、混み合う窓口で無事にチケットを入手して先に進む。

「ナマコさんとヒトデさんが触れるコーナーがありますよ。どうです、ここは一つ」

「どういうノリなんだよ」

　とはいえ、その二つの生物に触ったことなどないので気にはなる。人の波を上う手まくかいくぐりつつ、コーナーに近づく。

「おお……！　これが生で見るナマコ」

「見るからにやわらかそうですね」

「ヒトデはまんまヒトデって感じで、安定感があっていいな」

　水槽に手を入れ、ナマコにおそるおそる触ってみる。ぬるりとした独特の感触に、驚いて手を引っ込めてしまった。対する如月きさらぎは、興味深そうにぷにぷにと何度も触っている。

「いいさわり心地ごこちですね」

「そんなに触って大丈夫なのか……？」

「危険ですかね。名な残ごり惜しいのですが、やめておきますか……」

　彼女はそのままの流れで、ヒトデも触る。

「ヒトデさんはがっしりとした硬さがありますね」

「そうなのか。さわり心地も安定しているヒトデさんすごいな」

　満足してから、近くに備えられている水道で手を洗う。

「楽しいですね、ここ」

「まだ序盤だろ」

「それでも楽しいです」

　ニコニコと笑う如月が本当に楽しそうだったので、俺はそうかと頷うなずくしかなかった。彼女が楽しいのなら、なによりである。





　　　　○






「ショーに間に合って良かったですね」

「座れたから尚なおのこと良かった」

　イルカのショー開始十五分前。既に観覧席はお客さんによってごった返している。

「あの泳いでいるイルカが……」

「跳んだり跳ねたりしてくれるんですよ」

「……その言い方なんか、なんかこう、閉じたり閉まったりみたいな言葉だな」

「『誰もいないのに扉が閉じたり閉まったりしています、何な故ぜでしょう？』っていうなぞなぞありましたよね」

「そうそう、あったあった。懐かしいな」

「まさに言葉巧みって感じですよね。騙だまされましたよ、私」

「俺もはじめて聞いたときは騙されたよ。冷静になれば簡単なのにな」

「なぞなぞというものは、えてしてそういうものです。そうだ、一問出しましょうか？」

「出せるのか、なら、お願いしようかな」

「では。積んでも積んでも底がないはこはなんでしょう？」

「積んでも底がない……？」

　箱なのに積んでも底がないというのは、どういうことなんだろうか。

「底がないとそもそも積めなくないか？」

「それが、私たちの学校にある、とあるものはそうでもないんですよね」

「学校にある？」

「あります。いつか使いましたよ」

　使うもの。学校にあるということは、授業かなにかで使ったんだろう。授業かなにかで使う、はこ……。

「もしかして……跳び箱？」

「正解です。よく分かりましたね」

「学校で使われている箱自体が少ないからな……たしかに、あれは積んでも積んでも底がないな。面白い問題だ」

「ありがとうございます。さて、そうこうしている間に時間が来たようですね」

　見れば、飼育員さんらが準備を始めている。

「本当だ。楽しみだな」

「実は近くにある水族館でもイルカショーって見られるんですよ」

「へぇ、そうなのか」

「帰ったらそこにも行って、地域によるイルカショーの違いを感じましょう」

「面白そうだな。気になるから行くよ」

「約束ですよ？」

「分かった」

「みなさーん！　こんにちはー!!」

　早くも修学旅行が終わってから遊ぶ約束をしているとき、明るい声が響く。イルカショーが始まるからと、二人で口に指を当てて喋しやべらないように促す。

　結論から言うと、イルカショーは最高だった。しぐさはかわいいし、泳ぐ姿はたまらなく美しい。沖おき縄なわらしく民謡に合わせて踊ったときなんて、あまりのかわいさに写真を撮る手がぶるぶる震えて大変だった。

　終わってから、撮った画像を見返しつつ思う。

「実物が一番かわいい……」

「それは仕方がないことです」

「……如月きさらぎ」

「どうしました？」

「近くの水族館、絶対に行こうな」

「はい、もちろんです」






修学旅行三日目






　お土産みやげ屋さんが立ち並ぶ通りでの買い物中。彼女の宣言通り、かわいいものを売っているかわいらしいショップに連れてこられてしまった。

「見事にかわいいものしか置かれていない……」

　妙にいい香りが漂っていることも、おそれを助長させる。

「なにを買っていただこうか悩みますね」

　商品の一つ一つを楽しそうに手に取りながら、如月きさらぎは言う。商品の値段が気になってしまってしょうがない。今回の修学旅行で学校側から定められたお小遣いは二万円だ。少ないからと多く持って来ている人間もいるようだったが、俺は律りち儀ぎに守っている。

「あんまり高くないものにしてくれ。最低でも家族へのお土産は買わないといけないから」

「私がなにを欲しがると思っているんですか。そんなに高価なものはねだりませんよ」

「そうであってくれ……」

　彼女の言葉を信じたいのだが、それでも彼女の手に取る商品がそれぞれ気になって仕方がない。しかし、あまり気にしていては如月も選びづらいだろう。そう思い、彼女から目線を逸そらして良い商品がないか探してみる。

「そういうところが優しいんですよね」

　思考を読んだ彼女が、ふふと嬉うれしそうに笑う。この場ではたとえどれだけ読まれることになっても、離れるわけにはいかない。一人での行動なんて無理だ。

「買うと言った手前、あとには引けないだろ」

　色とりどりのかわいらしい小物たちは、どれも繊細な出来でとても素敵だ。こうやって多くのものが並んでいるのを見ると、よりパワーみたいなものを感じる。

「かわいらしい小物から、一体なんのパワーを感じ取っているんですか？」

「……生命力？」

「絶対適当に言ってるじゃないですか」

「悪い。なにかを考えていないとドギマギしてしまってどうにかなりそうなんだ」

「かわいいですね」

「からかうのは程々にして、なにかこれというものを決めてくれないか」

「今このシーサーの内、どちらにしようか悩んでいます。どっちがいいと思いますか？」

　如月が示したのは、白いシーサーと青いシーサーだ。それぞれ同じ色をした対のセットになっており、表情も個性的でかわいらしい。

「どっちともかわいいな」

「ですよね。だからこそ悩んでしまうんですけど……。あ、ちなみに値段は同じくらいですので安心してください」

「そうか。それなら尚なおのこと悩むな。うーん……」

　如月きさらぎといえば白だとは思うが、海を思わせる深い青のものもいい。

「というか、こういうのは俺が決めるべきじゃないだろ。いくらでも……まぁ、日が沈む前までに決めてくれたらそれで」

　いや、沖おき縄なわだから日が沈むまでの時間もいつもよりは長いのか。昨日おとといはどのタイミングで沈んでたっけ？

「決めました」

「どっちなんだ？」

「北ほく斗とさんは、私に青のシーサーを買ってください」

「分かった」

　俺が青いシーサーを手に取るのと同時に、彼女が白いシーサーを手に取る。

「そして私が、北斗さんのためにこの白いシーサーを買います」

「お？」

「え？」

「それでいいのか」

「むしろそれがいいんですよ」

「ならいいんだけどさ」

　それぞれにレジへ持って行き、会計を済ませる。「はい」

「ありがとうございます。こちらもどうぞ」

「ありがとう」

　店から出たあと、互いに買ったものを交換する。「どこに飾ろう」

「私は机の上に置こうと思います」

「机か。俺もそうしようかな」

「おそろいですね」

「これをそう言っていいんだろうか」

「いいんです、おそろいというのは、おそろいだと思ったもの勝ちなので」

「そういう概念だっただろうか」

「そういうものです。それじゃあ。持ち帰って配る用のお土産みやげを買いに行きましょうか。そのあとにアイスです」

「アイスが先のほうがいいような気もする」

　がっつりお土産を買ったあとだと、荷物で手が不自由になるのは目に見えてる。

「じゃあ、先にアイスにしましょう」

　彼女がアイスの看板を探して走るのを追いかける。ちょうど近くにあったのですぐに止まった。メニューとなっている看板を二人で見つめる。

「なに味にしましょうか？」

「どうせなら、沖おき縄なわらしいフレーバーが食べたいよな」

「ちんすこうとかいいんじゃないんですか。このお店で一番人気みたいですよ」

「じゃあそれにしようかな」

「も、もうちょっとあれこれ悩んだりしましょうよ」

「悩むのが楽しいみたいな感性が俺にはないんだ」

「うう……」

　俺は悲しそうな如月きさらぎの顔に弱い。

「……これとか良さそうだな」

　流し見をしていたメニューと向き合い、なんのフレーバーがあるのかをしっかり確認する。その上で、一番美お味いしそうだと思ったフレーバーを指差す。

「沖縄らしくないんだけど、他のアイス店では食べられなさそうでいい」

「たしかに。少なくとも、近くのお店では見たことないですね。どんな味なのか気になります」

「だろ？　というわけで俺はこれにするけど、如月はどうする？」

「悩み中です」

「シークワーサーとかいいんじゃないか。柑かん橘きつ類るいだぞ」

「それは私も思ったんですけど……やはり浮うわ気きというものは蜜み柑かんに悪いかと思いまして」

「それを浮気っていうのか？」

「少なくとも私はそう思います！　ですので、それ以外です！」

「一いち途ずなことで」

「当然です！」

　さっきまでとは打って変わり、笑顔になった如月が嬉き々きとして話し始める。その姿がかわいくて。さっきのは結局お互いにプレゼントし合ったわけだしと思った俺は、アイスを奢おごった。

「北ほく斗とさん。それ、おいしいですか？」

「おいしいけど」

「一口ください」

「それはさすがに」

「私のも一口差し上げますから」

「そういう問題じゃない！」

　そのあとも如月にねだられた俺は根負けして一口差し出した。とはいえ、もらうのは遠慮した。






お願いの日






　修学旅行から帰ってきて数日後。如月きさらぎは改めて願った。人の思考が読めなくなりたいと。彼女は決意した。俺の友だちに、自らの言葉で話をすると。既に、修学旅行の前から彼に連絡を取って退路を断っている。その決意に分かったとだけ告げ、彼女と共に彼を待った。場所は放課後の公園。話す内容が内容だからと彼女が思い、そうしたらしい。

　やがてやってきた幹みき典のりは、彼女の雰囲気に驚いているようだった。それもそうだ。今の如月は、決闘にでも挑むかのように荒々しい反面、死に際のねこのようにどこかへ消えていってしまいそうな儚はかなさも兼ね備えている。幹典は遅れてごめんと声をかけると、彼女の前へ立った。

「大丈夫です。それよりも、少し長くなるかもしれません。お時間は大丈夫ですか？」

「うん。問題ないよ」

「そうですか、分かりました」

　一呼吸。

「幹典」

　如月那な緒おの口から発されているとは思えないほどの弱々しい声に、思わず耳を疑った。

「お話と、お願いがあります」

　スカートを握る彼女の手が震えているように見えるのは気のせいだろうか。彼の思考を遮断しないように、しかし見守っていてほしいという彼女の要望に添い、10メートルは離れている。だから表情は読み取れない。どうしたのと、幹典が問いかける。ふと視線が重なったので、どうか聞いてほしいという意思を込めて頷うなずいた。それが伝わったのかは不明だが、彼は如月に向き直って次の言葉を待ってくれる。彼女は長らくの間を置いた後、深呼吸をして落ち着きを取り戻した。

「私には、人の考えていることが分かります」

　彼は優しく微笑ほほえみを返す。

「幹典は今この話を聞いて『知ってる』と思っていますね？　すごいですね、知っている。疑いもしないだなんて」

「そんな悲しい顔でされるのが冗談だったら、俺は那緒ちゃんのことちょっと怖くなるかも」

　幹典の言葉に、如月の雰囲気が一気に和らいだ。小さく笑い声も聞こえる。

「それもそうですね」

「俺の考えていることが知られているだなんて、ちょっと恥ずかしいかな」

「幹典の考えていることは、とても面白いですよ」

「そう。それなら良かったよ」

「私は、北ほく斗とさんと出会うことで静寂を知りました。彼が近くにいれば、彼以外の思考が読めなくなったんです」

「一緒にいる機会が増えたのは、そういうことだったんだね」

　如月きさらぎが頷うなずいた。幹みき典のりの理解力が高すぎる。それでいいのかと、会話に参加していない俺が不安になるくらいだ。いや、彼は本当に全部分かっていた可能性もある。それを、如月も思考を読んで気づいたのかもしれない。水面下でのやりとりを推測しているうちに、会話は続いていく。

「話はわかったよ。それで、お願いっていうのは？」

「私は、ついに思ってしまいました。誰の思考も読まない、普通の人生を送りたいと。ですからお聞きします。超能力について詳しい方を、ご存じではありませんか？」

　立てられる、右手の人差し指。

「一人だけ、知ってる」

　彼は鞄かばんを開き、一枚の写真をクリアファイルから取り出した。気になり、俺も距離を縮めて写真を見る。

「これは……？」

「一学期に撮った俺のクラスの集合写真。彼女が、そういうのに詳しいらしい」

　彼が指さしたのは、楽しげなクラス写真の中でも、一際笑顔の輝いて見える女子生徒。こんなに近場にいただなんて。いつかも思った気がするが、あまりにも彼女を中心に世界は回っている気がしてならない。

「彼女、どこかで見たことがあります」

　それはもう本当に都合が良すぎる。そう思ったが、確かに見たことがあるような顔をしていた。

「言われてみると、そんな気がしてくる」

「まあ同級生だし、すれ違いはするんじゃないかな」

「私は日々すれ違う人の顔はあまり覚えていません。顔を覚えていると言うことは、近くで見てなんらかの会話をしたと思うのですが……」

　幹典に許可をもらい、写真を手にとってまじまじと見つめる。髪型、顔、制服の状態、ピースサインをしている手。

「あっ」

　やがて、一つの結論に達した。

「思い出しましたか？」

　確信を持って頷く。

「アルベドの人だ」






ミカンの日






「読めるか、これ？」

　幹みき典のりに渡されたメモ書きを、如月きさらぎにも見えるよう机の上に置いた。時間と集合場所である俺たちのクラス、その横に示された来るらしい生徒の名は『小こ坂さか観々』だという。

「カンカンじゃないんですか？」

「そうとしか読めないけど、パンダじゃあるまいしそれはないだろ」

「ないですか」

「多分」

「うーん。世の中には、一般人には思いつかない漢字の読み方をする人間が、いくらか存在しているらしいですからね」

「それは知ってるけど、そうなるともう俺みたいな人間には想像がつかないんだが」

「『ミカン』」

「こんな時に食べ物の話をするな」

　いや、こんな時だからだろうか。

「違う違う。それの読み方だよ」

「……これで？」

「そう。ミカンっていうのがアタシの名前。良い名前でしょ？」

　自己紹介をしながら入って来たのは、確かに見覚えのある姿をした女子生徒だった。時計を見れば、約束の時間を過ぎている。ほかに誰も入って来ないので、幹典が呼んだのは彼女で間違いないようだ。

「……あなたが、小坂さんですか」

「なんで言い直すのそこ！　ミカンでいいのにー」

「そうなんですね？」

「そうだよ。ところで如月ちゃん、今日は蜜み柑かん持ってないの？」

　からかうような口調から、彼女は確かに如月の蜜柑を食べた犯人であったと確信する。当の本人は、持っていても貴方あなたの目の前には出さない、という強い意思を感じさせる目をしていた。

「まさかあなたがそうだとは思いませんでしたよ」

　意外と根に持っているらしい。そんな如月に構うことなく、小坂さんは笑っている。

「あの時はごめんって。ちょうどいい機会だから話そうと思ったんだけど、蜜柑は美お味いしそうだったし、アルベドは食べるって言うし、二人ともずっと一緒だし邪魔しちゃ悪いかなって思っちゃって。言おうにも言い出せなくなったんだよー」

「ずっと一緒は余計だ」

「事実じゃん？」

　えっ。第三者から見たら、ずっと一緒にいると思われているのだろうか……？　今日の本題には関係ないけれど、不安になってきた。

「それはともかく、本当にあなたが超能力に精通しているんですか？」

「してるしてるー！　これまでにも動物と話す先輩、幽霊と話す後輩エトセトラの悩みを解決してきたんだからね！」

　あまり信用出来ない主張の仕方だが、本当に実在したのならこの世界は都合が良すぎる。一つの学校に三人も、いや彼女自身を含めると四人も能力者がいるだなんて、漫画の世界じゃないんだぞ。

　俺の不満を感じ取ったのか、目の前に如月きさらぎの手のひらがやってくる。口を閉じろということらしい。口は閉じているのだが、彼女にとっては似たようなことか。

「では聞きます。私のこれは、どうにか出来るものなんですか？」

「出来るけど、少しだけ出来ないんだよね」

「少しだけ？」

「今も、そこの彼の思考は聞こえてるんだよね？」

「そうですね」

「アタシが教える方法は、至ってシンプル。能力を阻害する人間が、その能力を持った人間とキスをする。それだけ」

「キッ……」

　思わず声をあげそうになった口を手で押さえる。

　キスって。そんなことがあってたまるかよ!?　ここは現実で、おとぎ話の世界じゃないんだぞ!?

　小こ坂さかさんだけは少しだけこちらを振り返り、ニッコリと輝かしい笑みを見せてきた。わざとらしいにもほどがある。

「すると、どうなるんです？」

　如月の問いに、小坂さんの視線が俺から外れた。

「能力の阻害が、彼を離れても持続するようになる」

「あぁ、なるほど。それをしたところで変わらず北ほく斗とさんの思考は聞こえてしまうから、少しだけ出来ない、と？」

「そういうこと」

　本当にそんなのでずっと阻害出来るようになるんだろうか？　彼女の雰囲気からして、面白半分で言ってるように思えてしまう。

　とはいえ、初見で彼女の能力を見破ることが出来た人間であることは間違いない。信じてみてもいいかもしれないし……頭が混乱してきた。

「先輩さんと後輩さんの能力は、きちんと阻害出来る人がいたんですか？」

「ううん。その人たちはまた別の悩みだったから、阻害出来る人がいなくても済んだんだよね」

「……まぁ、聞こえる対象が対象ですからね。その必要がないのかもしれません」

　如月きさらぎがこちらを振り向いた。どうですか。視線が問いかけてくる。こんな時まで、落ち着いていられるんだな。俺はもう、話についていくだけで精一杯だというのに。

「どうですか、北ほく斗とさん」

「どうって言われてもな……」

　彼女はどうやら俺の答えが聞きたいらしい。俺に言えるのは一つだ。

「他の方法を探さないか？」

　そんな代償を背負っても、すべて聞こえなくなるわけじゃないのなら。

　彼女は、驚いたように目を見開いた、ように見えた。驚くなんて思ってなかったけれどそう見えたのだから、たしかに驚いたんだろう。

　一つ、ゆっくりとした瞬まばたき。

「私のこと、お嫌いでしたか」

　彼女の顔に表れた感情は無。黒い瞳は、じっと俺を見つめる。

　俺は、俺は……どうすればいいっていうんだ？






夢の中の日






『私のこと、お嫌いでしたか』

　脳内で言葉を繰り返す。それじゃあまるで、お前は俺がこの提案を拒まないと思っていたみたいじゃないか。俺がお前に、友情以上の感情を持っているみたいじゃないか。

「俺は」

　掠かすれた声は、続かなかった。

「それじゃ、アタシはお邪魔のようなので退散しますね。ごゆっくり、悩んでください」

　あからさまな丁寧語のくせに、語尾に音符でもつきそうなほど軽い口調でそう告げると、小こ坂さかさんはそそくさと教室を出て行ってしまった。目の前には、黒い目で俺を見つめてくる如月那な緒お。その目に映るのは、ひどい目をした俺の顔。離れようと足を引くと、彼女が足を進める。

「俺は、なんです？」

　壁との間に挟まれるわけにはいかないと、仕方なくその場に立ち止まった。呼吸を整え、あ行を言ってみる。いつもの喋しやべり方を思い出したところで、一つ咳せき払ばらいをした。

「……俺は、お前のことを嫌いじゃない」

「そうですか」

「そして、出来ることなら協力してやりたいとも思っていた」

「はい」

「でも、これは出来ない」

「どうして？」

　表情も声色も変わらないところが、逆に恐ろしい。

「俺の声は聞こえ続けるだなんて……」

　彼女はキスを、いや、他の人の声が聞こえなくなることを望んでいる。

「それはさっきも聞きました。ほかには？」

　その方法は、きっと少ない。

「キスという行為は、きちんと段階を踏んだ上で好きな人とするべきだ」

　もしかしたらもう見つからないかもしれない可能性を潰すことに、罪悪感はある。

「ほかには？」

　それでも、ここでキスをしてしまったら、取り戻せないなにかのほうが多いはずだ。

「たとえ俺がお前を、お前が俺を好きだったとしても、いや、好きならば尚なお更さら。こんななし崩しみたいに行為に及ぶなんて、以もつての外ほかだ」

　ほかには、という言葉への反論を思い浮かべたが、それ以上の追及はされなかった。

「別の方法を探そう」

　返答はない。彼女の表情からもなにも読み取れず、しばらくは部活動の活気ある声に意識を奪われる。俺も青春のために部活動をしようか、いやいや今更入ったところで周りについて行けず中途半端になるだけかと悩み始めたあたりで、彼女の笑い声が耳に響いた。

「真面目まじめな北ほく斗とさんなら、そう言うと思ってました」

　それがあんまりにもからかうような笑い方だったので、真剣に考えた自分への恥ずかしさが込み上げてくる。

「試したのか？」

「いえ、私は本当にやっても良かったんですけど、気が変わりました」

『やっても良かった』

　彼女の言葉に、息が詰まりそうになる。気が変わりましたと続かなければ、きっと声を荒らげていた。

「世の中には、本当に私の能力を阻害してくれる人がいるかもしれません。その『王子様』に出会えるまで、私はまだ、夢の中にいます」

　彼女の目には、はっきりとした希望の色が浮かんでいる。混じり気のない、明るい色だ。良かった。安あん堵どから息をつく。

「見つけたら逃すなよ、絶対」

「……えぇ、もちろんです」






気が置けない






「どうなったか、聞いてもいい？」

　前の席のイスを引きずる音とともに、不安そうな声に問いかけられる。予想していた通りの質問だったので、思わず鼻で笑ってしまった。

「言ってもいいけど、もう既に如月きさらぎから聞いてるだろ」

「お、やっぱり分かっちゃうか」

　弁当箱を開きながら、幹みき典のりの顔は笑っているものからゆっくりと寂しそうな表情へと変化していく。

「念のため、お前からも聞いておこうと思ってさ」

「聞く人を変えたからって、起こったことが変わるわけないだろ」

「そう言われればそうなんだけどさ。同じクラスである彼女を紹介したのは俺だから、責任というものもあるし。いただきます」

　ここで責任を感じるあたり、幹典はやっぱり真面目まじめだ。だからこそ彼女も、事情を話そうという気になったのだとは思う。

「……いただきます」

　パチンと箸を割る音が響く。今日の幹典の昼は、コンビニ弁当らしい。珍しいことだ。

「那な緒おちゃん、突然謝って来たからびっくりしたよ。俺の紹介で事態が悪化したとかならさもありなんって感じだけど、解決出来なかったことで気に病まなくてもいいのに」

「本当、如月ってお前には律りち儀ぎだよな」

「お？」

「お……？」

「嫉妬かな？」

「バカ言うな」

　真剣な顔して、そういうことを言う。

「ごめんごめん。それは冗談だとしても、この時間に彼女がいないのは、やっぱり解決出来なかったことが原因なの？」

　たしかに、言われてみるとあんな出来事があれば気まずくなるのが普通だろう。今の時間に彼女がいないのも、顔を合わせるのがはばかられたからだと思われるかもしれない。だが、彼女はもう大丈夫ですと一言宣言すると、吹っ切れた顔をして教室を出て行ったのだ。手には安定感のある『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と書かれたテープを握って。あれで裏があるというのなら、いつの間に巧みなポーカーフェイスを身に付けたのか教えて欲しいくらいだ。

「別に」

　それに、今までにも色々あったしな。

　もちろんそれを言うと面倒臭くなるのが目に見えて分かるので、首を横に振るだけに済ませる。

「なんとも」

「その意味深な間の置き方なに？」

「なんでも。というか、そんな心配をするんなら、他の人間を見つけて来てくれるか？」

「あのなぁ。特殊な知り合いなんて、そう何人もいるわけないだろ？　こんなに近くに一人いただけでも奇跡に等しいよ」

　ある意味特殊って人間ならいっぱいいるけど、と視線がこちらへと向けられる。

「お前に言われたくない」

「お前は、那な緒おちゃん限定で特殊な人間だもんな」

「言い方がよろしくない」

　その流れでの特殊扱いは非常にまずい。ここが騒がしい教室で良かった。知らない人が聞いたら、誤解を招いていただろう。いや、もう誤解されているようなものかもしれないけど。

「きっと那緒ちゃんも、お前のことは分かってると思うよ」

「この流れでそれを言うのかよ!?」

「人との会話はシミュレーション通りにはいかないから仕方ない！」

「お前がそれを言うのか」

「だから、そんな顔しなくても大丈夫だって」

　そんな顔って、どんな顔だよ。言い返そうとした俺の目に映ったのは、幹みき典のりの目の中で寂しそうにしている俺だった。

「……大丈夫か、これ？」

「うん、大丈夫」

「そうか……」

「そうそう。だから、お昼はちゃんと食べよう。北ほく斗とのクラス、次は体育じゃない？」

「よく分かるな」

「そりゃ分かるよ。ずっとお前とお昼食べてるんだし」

　言われて気が付く。いつの間にか、箸が止まっていたようだ。

「ちゃんと食べないと身が持たないだろ」

「……そうだな」

　大丈夫だと、脳内で繰り返す。俺は箸を握り直して、残りのご飯をかき込んだ。






階段にて






「こんにちはー！」

「……え？」

　屋上前の階段にて昼食を摂とっていたところ、突如聞こえてきた元気の良い挨拶。声からして、明らかに北ほく斗とさんではありません。それどころか、性別も違います。

「……こんにちは？」

　どう返せばいいのか悩んだ挙句、素直に挨拶を返しました。

（ああ、いたいた。良かったー。噂うわさの危険テープってやつが張られてなかったから不安だったけど、ちゃんといてくれて良かった！）

　誰かが来ているということは音で察していましたが、目の前に現れた人を見て驚いてしまいました。彼女は明るく笑いながら、当然のように私の隣へと座ります。

「なになに、なんで『こんにちは』に疑問符が付いてるの。そんなにもおそるおそる返される挨拶なんて、初めて聞いたかもしれない」

「そ、そうで」

「あ、もしかして、一人でいるところを邪魔されるのが嫌だったとか？　だとしたらごめんねー、ほかの時間帯だとやっぱ邪魔しちゃうかなって思ってさ」

　言葉を返そうとする度に紡がれる言葉に驚きつつ、静かになったタイミングを見計らって返答します。

「いや、別に嫌というわけではないのですが……突然のことだったので、驚いてしまったんですよ」

「そっか！　それなら良かったよ」

　観み々かんさんは笑いながら、購買で買ったのであろうサンドイッチの封を開けました。

「どうだったの、結局」

（やっぱりタマゴサンドのほうがおいしいなぁ。明日はもっと早く教室出ないと）

　彼女が噛かむごとに、レタスのシャキシャキとした音が聞こえてきます。

「どうだったの、とは？」

「キス、したの？」

（多分してないとは思うけど、万が一ってこともあるし）

　思わず、お箸を動かす手が止まってしまいました。彼女はそんな私の反応をどう解釈したのか、へぇと長い感嘆詞をはき出します。

「な、なんなんですか。そんなことを聞くためにこんなところに来たんですか」

「いやいやー、そんなに警戒しなくてもいいじゃん」

「そう言われましても……」

　彼女はにっと、歯を見せるようにして不敵に笑います。

「大丈夫。アタシには如月きさらぎちゃんみたく思考なんて読めないけど、分かるよ」

「なにがですか」

「如月ちゃんが宇う佐さ美みくんのことを好きなことも、宇佐美くんには付き合ってない子にキスをする度胸もないってことも」

　衝撃的な発言に、気を抜いていたらお箸を落としていたところでした。しかし私の意識の大半はお箸よりも、目の前の彼女のほうへと向いています。

「どうして……？」

「ふふーん！　なんたって、女子高生だからね！」

「ごめんなさい、一ミリも意味が分かりません……」

「恋愛といえば女子高生じゃん？」

「そうなんですか？」

「そうなんですよ。というわけで、アタシが来た理由は二つ。一つは如月ちゃん……なんかこの呼び方むずむずするから、那な緒おちゃんでいい？」

「い、いいですけど」

「やったー！　アタシのことも、気軽にミカンって呼んでね。でね、一つは那緒ちゃんと仲良くなること。二つ目は、那緒ちゃんの恋愛相談に乗ること」
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「仲良く？」

「そう、仲良く」

「どうしてそう思ったんですか？」

「気になるからだよー」

　先程から思っていましたが、彼女の言葉には冷たい裏がありません。基本的に、思考と言葉が一致しています。滅めつ多たに見られないケースに、思考を読んでいるはずなのに今も隣に北ほく斗とさんがいるかのような錯覚を抱いてしまって頬ほおが緩むのを感じます。

「……その言葉は、本当みたいですね」

「本当も本当！　エクストリームホントー！」

　突如現れた恋愛相談に乗ってくれるという存在に、いつかの北斗さんのように頭が下がります。

「どうすれば、北斗さんが私に対して好きだと言ってくれると思いますか……？」

「それはねーふっふっふー」

　北斗さん攻略の望みは、よく分からない言葉を話す蜜み柑かん愛好の士に託されました。















往復二十五分






　冷たさを感じる空気。だというのに未いまだ強い日差しを感じながら、帰路を急ぐ。

　早く帰って、ゲームがしたい。

　我ながら子どものような衝動に、内心で苦笑する。だが、そうなってしまうのも無理はない。好きなシリーズから数年ぶりに出た完全新作は、ほかのすべてがどうでも良くなるくらい面白かった。もちろん高校二年生の二学期にもなってゲームにかまけてばかりというわけにはいかないので、時間制限を設けて自らを律している。さらにはネタバレを防ぐため、ネットの閲覧は最小限にし、幹みき典のりの口は塞いだ。彼の口を塞ぐのが一番大変だったかもしれない。

　一体、彼らの物語はどうなっていくのだろう。様々な想像で胸が高鳴り、自然と帰宅の足も速くなる。

　曲がり角を曲がると、百メートル先に、学校へと向かってくる男子生徒の姿が見えた。違和感に、速まった足がゆっくりと止まっていく。それもすぐに思い直し、足を動かした。帰宅途中、もしくは帰宅後に学校へ戻ることがあっても、不思議ではないだろう。忘れ物をしたことに気付いたのかもしれないし、休みだと思っていた部活が実際にはあったのかもしれない。しかし、一瞬だけ見えた彼の目は、そういった類いではないように思えた。切羽詰まっている、とでも言えばよいのだろうか。せっかく綺き麗れいな顔をしているのに。いや、これ以上考えてもお節介だし仕方がない。忘れよう。帰ろう。ゲームが。

「すみません」

　目の前を通り過ぎようとしたとき、声をかけられた。周囲にはほかに人がいないので、俺に対して尋ねているんだろう。

「はい、なんですか？」

「如月きさらぎ那な緒おさんって、知ってますか？」

　随分とピンポイントな尋ね人だな。もしかして、俺を知ってて聞いてきたのか？

「ああ、し」

　まさかな。

「知らないとは言わせないからな。宇う佐さ美み北ほく斗と」

「うっわ」

　今まで味わったことがないほど露骨な敵意に、茶ちや化かすような声が出てしまった。相手も予想外の反応だったらしく、呆ぼう然ぜんとした表情が浮かぶ。それも一瞬のことで、すぐに険しい視線をこちらに向けてきた。これは関わるべきではない相手だ。早く言えることを言ってしまって、この場から離れよう。

「き……如月ならまだ学校に」

「如月きさらぎさんを呼び捨てにして、自分と如月さんの仲の良さをアピールしているつもりなのかよ!?」

「人の言葉を一々遮らないと喋しやべれないのか!?」

　今にもつかみかかってきそうな青年は、その言葉で思い直したように深呼吸を一つ挟んだ。

「悪いな。如月さんと会う前だから、少し緊張していた」

「はあ」

「それで、如月さんは学校にいるんだな？」

「……そうだな。まだいると思う」

「やはり、この制服で来て正解だったらしい」

「この制服で来て？」

「ああ。やっと彼女の能力を阻害する術すべを手に入れたんだ。自信を持って、如月さんの前に立てる」

　そういう彼は、先ほどまでとは打って変わり穏やかな顔で笑っていた。

　彼が、如月の王子なのか。






八月三十日の奇跡






　王子かと思ったのは、その性質からだけではない。彼の顔は、王子と呼んでも違和感がないくらいに美しかった。モデルなどの芸能活動をしていると言われてもなんの疑問もなく受け入れてしまえる程度には、整った顔をしている。

　脳内で、如月と彼を並べてみる。並んだ途端、服装は制服から一転してファンタジーの王子と姫となり、青空の背景と光るエフェクトも追加されて映画のワンシーンのような光景が浮かんできた。……いや、これは自分が今やっているゲームのオープニング映像だな。ああ、ゲームだ。早く帰らないと。

「そう。じゃあ、俺はこれで」

　問いに答えた自分にもう用はないだろう。足を進めようとしたところ、彼は目の前に立ちふさがった。

「しばらく見ないうちに、景け色しきがずいぶんと変わりやがってな」

「はぁ」

　逃げようとすると、真正面に回り込まれる。彼のほうが体格も身長も上なため、俺は先に進むことが出来ない。

「案内してもらってもいいか？」

　とても案内してもらおうとしている人間の態度には見えなかったが、このままでは埒らちが明かなそうだ。

　彼がここをいつ離れたのかは定かでないが、確かにこの通りは数年でいくつかの店が移転や閉店を繰り返している。毎日行き来する自分にとっては代わり映えなく見えるが、彼にとってはそうではないようだ。

「仕方ないな」

　ここまで帰っていながらまた往復するのかという不満が、ないわけではない。しかし、この青年が彼女の王子になってくれるのかもしれないというのなら、手間を惜しむべきではないだろう。それに、能力を阻害する術すべというものがなんなのかも気になる。

　回れ右。

　横というよりは少し後ろから送られる強い視線を感じながら、本日二回目となる学校への道を歩く。こちらの様子を盗み見る相手を同じように盗み見ながら、そう言えば一方的に名前を知られてはいたけれど、自らは彼の名前を知らないままであることを思い出した。

「ところで、名前は？」

　上う手まい切り出し方が思い浮かばず、素直に問いを投げかける。

「星ほし川かわ悠ゆう真ま」

　口調から棘とげを感じるものの、存外あっさりと答えが返ってきた。

　ほしかわゆうま。

　漢字まで聞こうとは思わなかったが、想像できる文字群は大体格かつ好こうの良い漢字だ。名前まで格かつ好こいいのかよ。思わず彼に対し、嫉ねたみの感情を送ってしまう。こちらの視線に気付いたらしい彼は、不敵に笑った。『そういう視線は浴び慣れています』。きっとそういうことを主張したいのだ。視線を逸そらし、前を向く。

「ところで、どうして俺の名前を知っているんだ？」

「こちらにいる知り合いに、如月きさらぎさんの様子を教えてもらう際に知りました。それが一学期……まだ、夏には入ってなかった頃の話です」

　先ほどの威圧的な口調ではなく、接触時と同じような柔らかい敬語で話し始める。制服のピンバッジを見るに同学年のはずなのだが、如月に敬称を付けたりとキャラクター性が掴つかめない。

「その知り合いはなんの関係？」

「中学での同級生です。中学までは、如月さんと同じ学校に通っていたので」

　なるほど。つまり、高校は別のところに入学したのか。意外にも離れていた期間は短いらしい。

「知り合いはなんと？」

「如月さんと……宇う佐さ美みさんは、友人のようであり恋人のようであり、その実なんの関係もないような雰囲気を持ちながら、常に二人一緒にいる、と」

　節々から俺に対する怒りや憎悪などが伝わる口調で、最後まで説明はしてくれた。随分と詩的な表現に、思わず面食らう。それはその友人独自の解釈なのだろうか。そうであってほしいと、願わずにはいられない。

「それを聞いて僕は、自分の中にある如月きさらぎさん像と照らし合わせました。そして、一つの結論にたどり着いたんです。あなたは如月さんの能力をある程度は阻害できる。そうですね？」

　肯定することが分かっているとでも言いたげに、彼は一人で頷うなずく。

「理解した途端に、悔しさから思わず涙がこぼれました。僕はその時点では、阻害するための力が未完成でしたから」

「未完成でした……？」

　未完成というのは、彼女の能力が阻害できない状態のことだろう。少ない会話の中でも、彼が如月に向けている感情が並のものではないのは理解できる。当然、そのまま未完成だった場合は、帰ってこないだろう。

「はい。ですが悔しさがバネになったのかなんなのか分かりませんが、八月の三十日にようやく完成させることが出来たのです！　あの日のことは、今も鮮明に思い出せます！」

　しかし彼は帰ってきて、阻害する術すべを手にしたのだと言っている。彼は元々、如月の能力を阻害できなかったということになる。出来なかったからこそ、身につけようとしていた？

「そういった類いのものは、身につけようとしてつけられるものなのか？」

「秘匿技術なので、教えられません」

「……もしかしてお前は、尊敬だかなんだかしている如月さんのために、今まで別の場所に行っていたのか？」

「そうですよ。そうじゃなきゃ、彼女に悪い虫がつかないように側そばにいますって」

　軽く笑いながら話す彼の目の奥は、予想通り全く笑っていない。悪い虫はお前だ。目は口ほどにものを言ってくる。

　彼は如月のことを、心の底から想おもっている。想いすぎていると言ってもいい。

　もちろん、どこにそんなピンポイントな能力に関することを教えてくれるところがあるのか、本当に彼は能力を手にしたのか、詐欺に遭っているのではないかといった不安や問題点がいくつも思い浮かぶが、こんな人間を彼女に会わせてしまうことが何よりの問題である。彼は王子と呼ぶには、あまりにも邪悪だ。最初に激げき昂こうした時点で気がつくべきだった。……いや、ここまでをあれだけで理解するのは無理だろう。

　もはや校舎は目前に迫っており、引き返すことも出来ない。どうしたものか。混乱して何も思い浮かばない俺の目に入ったのは、校門から出てきた人影。手を振られて、それが小こ坂さかであることに気が付いた。彼女はこちらへと歩み寄りながら、後ろにいる人物に声をかけた。馬鹿にされているのかと思いきや、続けて出てきたのは渦中の人物、如月きさらぎ那な緒おだった。如月と視線が重なる。視線は俺の後ろへと動き、かすかに揺れる。

　如月はなにかを呟つぶやきながら、露骨に嫌そうな顔をした。彼女にしては珍しく、誰が見ても嫌そうにしていることが分かる程度には表情が動いている。

「如月さん！」

　走り出した彼を止めるほどの瞬発力も速さも、俺には備わっていない！

　俺は、彼の背中を見送るしか出来なかった。






シェアの日






　彼が如月まで残り一メートルまで迫ったとき、如月の後ろから彼に声がかかった。

「星ほし川かわじゃん!?　久しぶりだな！」

　親しみのある声に、彼は伸ばしかけた手を引っ込める。

「あぁ、久しぶり」

　比較的さわやかな笑顔で、声の主に向き直った。ようやく校門へたどり着いた頃には、日常会話に話が移行している。声をかけたのは部活動の終わった男子生徒のうちの一人のようだ。彼を始めとしたグループの大きく明るい声は、周囲の注目を集めるには充分だったらしい。

「うわ、本当に戻ってきたんだ！」

「噂うわさのイケメン転校生じゃない、あれ!?」

　あれよあれよという間に、彼を中心とした人だかりが出来上がった。良識ある人間が、帰宅する生徒に配慮して彼らを敷地内の広い場所へと移動させる。その際に一瞬だけ見えた彼の如月を見る視線は、なんとも切なげであった。

「なぁに、あれ」

「……分からない」

　なんなら、分かりたくもない。

「北ほく斗とさん。大丈夫でしたか？」

　いつもより強い語気で、心配した彼女が言う。

「あ、あぁ」

「彼、何か言っていませんでしたか？」

「やっと如月きさらぎさんの前に立てる、とは言っていた」

　最後まで言い終わらないうちに、彼女の顔が暗くなった。やっぱりという言葉が、力なく溢こぼれ出る。心配するべきはこちらのほうなのに、うまく言葉が出てこない。不安そうな如月を気遣ってか、小こ坂さかは如月の手を取った。

「よっし、じゃあ！　北斗君のおごりで、どこかに食べに行こうか！」

　極めて明るい口調と表情で、そう宣言した。いや、宣言された。如月もまさかそんな提案をされるとは思っていなかったのだろう。握られた手と小坂の顔を、驚いたように交互に見つめている。

「なんでそうなるんだよ……」

「そんなの簡単じゃーん。厄介事を連れてきたのが君だからだよ。大丈夫。大衆的なファストフード店でいいからさ！」

「さ！　じゃない」

「那な緒おちゃんはどう思う？」

「さ、賛成です」

「じゃあ、決まりだねー！」

　小坂が向ける明るい笑みに対して、戸惑いながらも微笑ほほえみを返す如月に思わず安心してしまった。流されやすそうなのは心配だが、如月が同性と友達らしくしている姿にはかなりの感動を覚える。そんな心持ちの中、小坂の要求を無視するのは気が引けた。

「分かった、行こう。ちゃんと親御さんに連絡はしろよ」

「はーい」

　小坂は通話で用件を伝え、如月はメッセージを打ち込んでいる。自らも母親にメッセージを送り、承諾の返信を確認したのちスマートフォンをポケットへしまい込んだ。

「……だいたい、なんで二人一緒にいるんだよ」

「蜜み柑かんをシェアしてたんだよ。ねー？」

「ね、ねー？」

　華麗に取り繕った言葉が嘘うそであると、如月の泳いだ目が証明している。なんでちょっと嬉うれしそうなんだよ。






ファストフードの日






　学校から最も近いファストフード店では、色々な制服姿の高校生がちらほらと見かけられた。一緒にいる人間が人間なだけに、周囲の視線をそこはかとなく気にしてしまう。

「おごってもらうんだし、どうせなら一番高いのにしよー？」

「そうですね……それじゃあ、このセットにこれを合わせて、こっちを追加するなんてどうですか？」

「お、いいかも！」

「やめろ」

　そんな叫びなどお構いなしに、二人は、というか主に小こ坂さかが、メニュー表を見ながらあれやこれやと話している。相変わらず、如月きさらぎはいつもより楽しそうな表情をしていた。いつの間にそこまで親しくなったのか疑問に思いながらも、彼女らの間からメニューをのぞき見る。

　結局、いつもと同じセットを頼んだ。無難が一番である。彼女らも別に高額さを重視することなく注文し終えると、先にテーブルのほうへ向かっていった。出された二枚のトレーを持って、二人の座っているテーブルに向かう。如月と小坂が隣合わせで座っていたので、テーブルを挟んで向かい側に座った。

「それで、今日のは一体どういうことなの？　あの格かつ好こいい人は何者？」

　早速ポテトをケチャップに付けて食べながら、小坂は聞く。そこそこの騒がしさがある店内だから、情報漏ろう洩えいについてはそんなに気にしなくていいはずだ。如月は、ゆっくりと口を開く。

「彼は星ほし川かわ悠ゆう真ま。例の事件で小学校五年生の時に同級生から工作を壊された当人であり、その事件でうっかり犯人を当ててしまった私に好意を持ち、そのせいで中学校二年生の時に私がクラスの女子を敵に回すことになった元凶でもあります」

「あれもこれも関わってたのかよ」

「なんとなく聞いただけでヤバいって分かる人物なんてびっくりだよ」

　驚きからか、ポテトを食べる手が止まった。が、またすぐに口の中へと消えていく。

「でも、肝心の内容が思い浮かばないから、詳しく聞いてもいい？」

　如月は素直に首を縦に振った。

「小学生の時、星川君の工作を壊した張本人をうっかり能力を使って突き止めてしまったんです。それ以来徐々に好意を抱かれるようになり、それを快く思わなかった方たちが複数存在して……あとは多分、想像の通りです」

　端的な説明ではあるものの、小坂は如月の能力を当然のように受け入れているから、話しやすいし理解もされやすいんじゃないだろうか。

「それは、なかなかハードな経験だったねー」

「もう、慣れましたから」

　如月きさらぎが平然と返した言葉に、小こ坂さかは返答に困ったらしく控えめな笑いを溢こぼした。

「でも彼は、那な緒おちゃんとは違う高校に進学してたわけだよね？　何で今になってからわざわざ戻ってきたの？」

　水分補給ののち、一呼吸置いて話は続く。

「中学校生活も終盤にさしかかった頃でしたか。あまりにも彼からの好意が鬱陶しかったため、私の能力について説明したんです。普通の人なら、そんなことを聞いたら真偽はどうあれ私を危険人物であると認識して忌避するでしょうから」

　彼女が一瞬、こちらへと視線を動かしたような気がする。気のせいかもしれない。

「でも彼は、目を輝かせて言ったんです。ならばその能力を消す方法を見つけると。目を輝かせるなんてどうかとも思いましたが、同時にチャンスだとも思いました。私は『方法が見つかるまで姿を現さないでください』と提案をしたんです。提案を受けた彼は、そういった技術が教えてもらえるらしい場所の近くにある高校へと進学しました」

「なるほどねぇ。じゃあ彼は、那緒ちゃんの能力を完全に阻害できる力を手に入れたってことなのかな？」

「おそらく。彼がこちらに近づいた瞬間に感じたのは、きっと普通の感覚なのでしょう」

　彼は、確かに如月の能力を阻害出来るようになったらしい。彼女が求めていたものを、そんな人物が手にしていただなんて。彼女の話を聞いていくうちに嘘うそであってほしいと思ったのだが、そうもいかないようだ。

「彼は、ほかに何か言っていましたか？」

「今の話以上のことは言ってなかったはずだ」

「どうしましょう。みかんさんの言っていた方法を、彼が知っていたら」

「それなんだけど、多分知ってると思う」

　如月の顔が一気に青ざめる。

「ああでも、知ってるとは思うけど、実行するかは分からないかな。教わっていた人間によっては、もっと効率的な方法を知ってるかもしれない。彼は、どこに教えを乞いに行ってたの？」

「某県だったはずです」

「某県、某県……多分あそこかなー？　あんまりいい評判聞かないんだけど、レビューしてる大半がただの冷やかしなのかもしれないねぇ」

「レビューって」

　レビューサイトが存在しているのかよ。

「広く門戸を開いてるとね、たいした熱意もないのに力だけは身に付けたい人間が結構来るらしいよ」

　なんでもないように呟つぶやかれた言葉が気にならないと言えば嘘うそになるが、視線が少し怖かったので気にするのをやめた。

「那な緒おちゃんは、彼についてどう思ってるの？」

「重たすぎます」

　飲料を口の中に含んでいたらしい小こ坂さかは、席を立ち駆けだす。すれ違いざまに見えた表情は、本当に苦しそうだった。

「一刀両断」

「そこまでされると、拒絶する自分が悪者のように思えてしまいます」

「それもそうだろうな。とりあえず話疲れただろ。飲み物でも飲んだらどうだ？」

「そうですね」

　飲み物を飲んだ如月きさらぎは一転、少しだけ楽しそうな表情になった。よほど好きな飲み物を飲んだのだろうかと思ったが、確か彼女が頼んでいたのは蜜み柑かん類のドリンクではなく緑茶だ。もしかすると、緑茶も好きなのだろうか。いや、さっきも飲んでいたけれど反応は薄かったはずだ。じゃあどうして。

「北ほく斗とさんは、彼についてどう思います？」

「どうって、ずいぶんと一いち途ずで厄介だとは思う」

「なるほど、なるほど」

　嫌な予感がする。

「じゃあ、星ほし川かわ君が私に抱いている感情についてはどう思いますか？」

「手をつけてない俺用に買ったポテトでも食べるか？」

　笑顔のまま鋭い視線を向けてくる如月から目を逸そらすことなく、ポテトを差し出す。こうやって話題を変えること自体がなんだか答えになっている気がしないでもないんだが、どうなんだかと思っていると彼女は満足げにポテトを食し始めた。今の思考で良かったらしい。いや、良かったのかも分からない。なんだこれ、なんなんだよ。

「どうしたの？」

　いつの間にか帰ってきたらしい小坂が、俺と如月を交互に見る。

「……俺の分のポテトも二人で食べていいぞって、言ってた」

「おお！　ありがとねー！」

「ありがとうございます」

　いたたまれずこの場から立ち去ろうと、バーガーを口に放り込む。

「なんだか楽しくなってきたよねぇ！」

「そうですね」

　楽しそうな笑い声の二人は、こちらを見てにやにやしていた。






自覚






　余計なことを考えないようにと、一日の予定すべてを勉強にした日。

　午前中に、出されていた週末課題は終わらせた。その合間に、授業の予習も出来うる限りはした。小テストに関してはやや不安も残るが、起床後や休み時間にもやれば間に合うだろう。

　リュックサックの中身を整理し、明日の準備を終わらせる。目に入った時刻は、日付が変わる十五分前。就寝準備を終え、布団へと入る。

　しかし、目を閉じて思い返すのは、昼頃に幹みき典のりから送られてきたメッセージだ。例の転校生は、明日から幹典のクラスにやってくるらしい。今まで県外にいた彼にとって、クラスが違うというのは些さ細さいな問題だろうし、間違いなく如月きさらぎの下もとへやってくるだろう。中学生の時の再来にならなければいいのだが。彼は自らの影響力を正しく理解しているのだろうか。そもそも彼は、彼女が受けていた仕打ちを知っているのかどうかも怪しい。もしも知っていたのなら、自らを責め立て恋心もろともなかったことにしそうだというのは、想像がすぎるだろうか。彼女は重いと一蹴したが、言い方を変えればそれは一いち途ずということだ。彼はありえないほど一途に、如月を慕っている。俺はああはなれない。

　ため息のような、言葉にならない声が口から出ていく。暗闇を見つめ続ければ、ぼんやりと見えてくる天井。

『私のこと、お嫌いでしたか』

　頭の中で数十回と繰り返された言葉が反響する。

「……馬鹿だな」

　嫌いなわけがないだろ。嫌いじゃないからこそ、彼女には泣くほど望んでいた普通の生活を送ってもらいたかった。誰の声も聞こえないのなら、相手の悪意を直接浴びることもない。なにより、好きだった映画にだって心を穏やかにして行けるようになる。

　だというのに、愚かな自分は彼女が転校生の下へ行ってしまうことを恐れている。彼の性格がどうこうという問題だけではない、出来ることなら、誰の下にも行ってほしくない。




　俺は、如月那な緒おのことが好きだ。




　彼女が今もなお以前と変わらない調子で俺と話してくれていることに、期待を抱いている。彼女がこちらを見て笑う目の温かさに、好意を感じてしまう。なによりも、彼を拒絶していることに安心している自分が憎たらしい。あぁくそ。馬鹿なのは自分じゃないか。口元から自嘲の笑みが溢こぼれる。好きだと思う衝動の抑え方なんて知らない。もうとっくに気付かれてしまっているだろうか。気付いているからこそ、ああやってにやにやとした笑みをこちらに向けてくるのかもしれない。こんな土壇場でようやく自らの感情に気付いた鈍感人間のことだ。笑いたくもなるだろう。

　ただ、こんな形で好意だと自覚してしまっていいのか。この感情は女子の友人がいないから友情を恋情だと勘違いしているだけじゃないのかという疑問が、ないわけではない。だが、もはやそんな疑問では抑えつけられないほどに、俺は如月きさらぎ那な緒おのことを好きになっている。

　たとえ考えていることを知られたっていい。いや、よくはないな。よくはないけれど、それでもいいと思えてしまう。驚くべきことだ。

　それを自覚した今。明日からは、どうやって接するべきなのだろうと考える。具体的に言えば、この思考はどうやったら読まれないのだろうか。支離滅裂な思考をすれば読まれなくなるのは分かっているのだが、それは一時的な解決策に過ぎない。この想おもいは、そんな一日二日で消えるようなものではない。自覚まで長らくかかった分、この胸にずっと残り続けるだろう。これを読まれてしまうとなると、それはもう告白どころの話ではない……。

　無論考えても仕方がない話であり、睡魔は徐々に俺の意識を奪いつつある。いつも通りにやればいいかとぼんやりした頭は考えることをやめ、目を閉じ眠りへとついた。






くくる日






　ほしのかわ、はるか、まこと。

　昼休み、彼と同じクラスとなった幹みき典のりが教えてくれた名前には、やはり格かつ好こうの良い漢字が並んでいる。

「ライトノベルの主人公みたいだな」

「主人公があんな露骨にきれいな顔をしているのはいただけない」

「あー分かった。分かったから箸を下ろして語り始めようとするな！」

　俺の制止も虚むなしく、幹典による熱いライトノベルへの想いと昼休みが終わるチャイムを並行して聞くことになってしまった。そちらのほうがいただけない。おかげで午後の授業では、彼が教えてくれた長いタイトルが微妙に思い出せず歯がゆい思いをした。今日は早く帰っているだろうから、夜にメッセージかなにかで改めて聞いてみよう。

「やけにお早いご帰宅ですね」

　そんな些さ細さいなことを考えながらリュックサックに荷物を収めている時に、淡々と声をかけられる。いつの間にか、目線の先に如月が立っていた。思わず、後ずさりしてしまう。昨日の今日なので、思考を読まれたくない。彼女はこちらの意図が分かっているのか、口を閉じたままだ。二メートル以上も距離を置くと、案外遠く感じる。いつもの距離がおかしいのだろうか。感覚がおかしくなって、彼女が隣にいることをおかしいと思わなくなって随分と経たってしまった。もう既になにもかも読まれているかもしれないけれど、自覚した今の自分が無意識のうちに何を考えるかなんて分からないし聞かれたくない。

「ああ。ちょっと、家でやりたいことがあって」

「そうですか。今日は、どうされるおつもりなんです？」

　教室から生徒が一人、また一人と去って行く。

「特に何も考えてない」

「じゃあ、久しぶりに私と談笑でもしませんか」

　じっとこちらを見つめてくる黒い目。騒がしい教室が徐々に静かになって、少し離れた位置にいる如月きさらぎの声がはっきりと聞こえるようになる。非常に魅力的な提案ではあるが、彼女を前にして心が落ち着かない。ああとか、ええ、だとかの返答にならない言葉が口から漏れ出る。彼女の徐々に小首を傾かしげていく動作が可愛かわいらしい。違う。違わないけどやめろ。素直になるんじゃない。

「お邪魔します」

　がらがらと扉を開く音に振り返った。星ほし川かわが早足で入ってきて、俺と如月の間で足を止める。

「お邪魔します」

「……なんで二回言うんだよ」

「一度目はこの教室に、二度目はお二人に対して言ったんです」

　律りち儀ぎなのか嫌みなのか。彼の口調が明るくさわやかであるせいで悪意を読み取りづらい。

「一つ、お聞きしたいことがあるのですが」

「はい。なんでしょうか？」

「どうして私の前では、敬語なのですか？」

　確かに彼は知り合いらしい人間の前では敬語ではなかったし、俺の前では乱暴な口調で喋しやべった。だというのに、如月の前では敬語で話している。敬称も相まって彼女に敬意を払っているのだろうか。そう思っている内に、彼の耳がどんどん赤くなっていく。照れてしまうような理由から敬語になっているのか？　だとしたら、思いつくのは一つしかない。理由はきっと如月本人だ。

「ちょっとそれは、如月さんが相手であっても答えかねます」

　如月の前だからこそ答えられない案件だろう。彼女には思いっきり赤面している星川が見えているはずだ。反応が分かりやすすぎて、思考なんか読めなくても如月のことが好きなんだということが伝わってくる。

「それよりも、座って話しませんか？　自分たちのほかは、みんな帰ってしまったみたいですし」

「そうですね」

　彼女は不思議そうに星ほし川かわを見たが、それ以上は追求しなかった。星川は俺の隣に、如月きさらぎはその前の席に座る。帰るべきかもしれないと思ったが、談笑ならばと思い席へと着いた。ちらりと星川を見るも、彼には如月しか見えていないらしい。こちらには目もくれず、きらきらした瞳で如月を見つめている。なんだか見ていられない。なにか喋しやべらなければという思いに駆られ、気になっていたことを問いかける。

「……そういえば、今は誰の思考も聞こえてないんだろ？　一時的とはいえ、感覚としてはどうなんだ？」

「それは、能力を遮断している俺も気になります。大丈夫ですか？　ちゃんと遮断、出来てますか？」

　不安げな表情を浮かべ、少し前のめりになりながら質問を追加した。

「遮断はちゃんと出来てます。とても静かですね。なんだか落ち着かないくらいです」

「やっぱり、慣れない感覚には戸惑ってしまいますよね。少し離れましょうか？」

「いえ、大丈夫です。今はこのままでいます」

　彼はなにかを言いたげだったが、彼女が再び大丈夫であることを告げると、開いた口を一度閉じた。

「分かりました。では、こちらからもう一つ、質問してもいいですか？」

「どうしました？」

「もう少し早く僕があなたの下もとに戻れてたら、あなたは振り返ってくれましたか？」

　予想外の問いかけに、目が丸くなるとはまさにこういうことだろうと理解する。

「どうしました。そんな話、あなたらしくもない」

　如月がそう思ってしまうのも無理はない。少ししか話を交わしていない自分でも、そんな後ろ向きなことを滅めつ多たに言う人間ではないと思っていた。

「そんな視線を見てしまったら、もはや僕には勝ち目がないと分かってしまいました。だから、もしもの話をさせてください」

　そんな視線、って。彼に見えていた視線は、一体どのようなものだったんだろう。如月はしばらく考えた後、重たそうに唇を開いた。

「私は、能力が阻害できるからといって人を好きになったりはしませんよ」

「そうですか。分かりたくはないですけど、分かりました」

　立ち上がった彼と、視線がかち合う。瞬間、鋭い目で睨にらまれてしまった。

「いくら如月さんが認めていようと、俺はお前を認めねぇからな。鈍感ラノベ主人公みたいな立場に甘んじるな。早く腹をくくれ、みっともないぞ」

　如月本人の前だから噛かみついてこないだろうと高をくくっていた自分は、あまりの言われように唖あ然ぜんとしてしまった。『鈍感ラノベ主人公』になにも反論できないのが悔しい。彼は背を向けて毅き然ぜんと去っていく。つられるように、如月きさらぎが立ち上がった。一寸ちよつと遅れて俺も立ち上がった時、彼はその場で足を止める。

「ああ、勘違いしないでくださいね。僕はまだ、完全には如月さんを諦め切れていません。クラスは違いますが、困ったときはいつでも頼ってきてくださいね。なんでも相談に乗りますし、場合によっては実力を行使しますから」

　星ほし川かわはそう言い残すと、教室から去って行った。彼の言葉の端から滲にじむ感情を想おもうと、しばらく彼の去った方向から目を逸そらすことが出来なかった。留とどまらなければ良かったと思っても後の祭り。いいや、きっといつかはこうなっていたに違いない。そう思わずにはいられなかった。

　彼は言った。腹をくくれと。彼は去った。諦め切れないと言い残して。

　とうとう、後には引けなくなった。こうも言われないと行動に移せない自分が情けない。

「如月」

「はい」

「今から、腹をくくります」

「……はい」

「俺は、如月那な緒おさんのことが好きです」
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手を差し出す日






『俺は、如月きさらぎ那な緒おさんのことが好きです』

　とても、自らが発した言葉とは思えない。しかし、たしかに自分は言ったのだ。如月本人を前にして、好意を持っていることを告げたのである。顔は、火が出そうなくらいに熱い。手には、汗がじっとりと浮かんでいる。勢いで言ってしまったことによる失態感が、頭の中を埋め尽くしていた。

　対して彼女は、茶ちや化かすでもなく照れるでもなく拒絶するでもなく、ただ真摯な視線でこちらと向き合ってくれている。そうだ。自分も、彼女の返答に対してそうあらなくてはならない。だから、逸そらしたい目線は合わせたまま、立ち去りたい足は彼女と並行に向き合ったまま、答えを待つ。彼女が口を開くまでの数秒が、時が止まってしまったのだろうかと思うくらいに長い時間に思えた。

　真剣な表情をしていた彼女の目元が和らぎ、ふっと笑う。

「私も、北ほく斗とさんのことが好きです」

　一番望んでいた答えが、彼女の口から聞けた。どんな結果であれ受け入れる覚悟はしていたが、やはり好きな人物に好意を返されると嬉うれしい。

「……ありがとうございます」

　頭のてっぺんからつま先まで入っていた力が、一気に抜けていくのを感じる。今までにないくらい緊張してしまった。その分、力の抜け方もすごい。

「こちらこそ、ありがとうございます。なにやらいろいろとありましたけど、これからは晴れて好き同士ですね」

　半径二メートル以内に、するりと入られた。思考が読まれる、いつもの距離。

「キスとか、しますか？」

「ばっ」

　ばかなのかこのひとは。ゆだんしている時にいきなりそんなことを言うものだから、思わず後ずさってしまった。

「こ、こんな時にからかうのは程々にしたほうがいい。色々と問題になる」

　前から思っていたけど、積極的すぎやしないか。楽しげに笑っていると思って見たその顔はしかし、至って真剣な表情をしていた。

「そういうことは段階を踏んでから、ですよね。知ってます。私がしたいから、言ってみただけです」

　その顔が赤く染まっていく。からかっているわけではないらしい。つられて、俺の頬ほおも熱くなっていく。

「あ。もちろん、能力なんて関係なく、北斗さんが好きだからですよ？」

「……あのなぁ」

　どこからなにを言えばいいのか分からない。全部間違っている気もするし、なんだかそれでいいような気もしてくる。

「分かりました。分かりましたから、そんなに取り乱さないでください」

「取り乱してるのはどっちだよ」

「どっちもですよね」

「まあ、それもそうだな」

　小さな笑いが、教室に響く。視線を逸そらした如月きさらぎに続いて時計を見ると、もうすぐ下校時刻を指そうとしていた。

「日が暮れるのも、すっかり早くなってしまいましたね」

「季節が流れていくのは早いな」

　言いながら互いに席へと戻り、鞄かばんを手に取る。扉の前で彼女が足を止めた。不審に思いながらもその前で足を止めると、彼女は振り返る。

「さて、それでは帰りましょうか」

　それが当然のことであるかのごとく、如月はこちらへと手を差し出した。俺はその手を、ゆっくりと手に取る。いつかと変わらずやわらかなその手を握り、教室を後にした。

「キス、待ってますからね」






自室にて






　遂ついに。遂に！

　遂に北ほく斗とさんから、私のことが『好き』なのだということを言ってもらうことが出来ました！　しかも、彼の口から直接です。最近はそんな感じの思考がだだ漏れだったのでそれだけでも嬉うれしかったのですが、やはり彼の口から改めて聞くと嬉しさが倍増します。恥ずかしさを乗り越えてきちんと言葉にしてくれるというのは、とても喜ばしいことです。

　あの瞬間の私の心臓ときたら！　まるで全身が心臓になってしまったのではないかと思うくらいうるさくなっていました。その後につないだ手からは、お互いにドキドキしていたのだということが分かって安心しました。それもそうかもしれませんね。彼から好きだと打ち明けたのですから、ドキドキしているのも当然でしょう。ドキドキしていなかったら、それはそれで悲しいですし。

　さて。

　これから私たちは、相思相愛の恋人ということになるんですよね？　人前で堂々と一緒にいてもおかしくないし、いずれは正式に手をつないだり抱きついたりキスをしたりしてもおかしくはないということです。なんだって出来ます。様々な手段を使って、彼に好きだという気持ちを伝えることが出来ます。それはとても……。

　そこまでを考えて、あまりにも積極的な女の子は北ほく斗とさん的にどうなんだろうという疑問が頭をよぎります。キスをするか聞いた時点で混乱を隠せていなかった北斗さんのことです。事を急せくと嫌がられてしまう可能性は充分あります。でも……私は……。

　いつになるか分からないけれど、そういうことが出来れば良いのになと思ってしまうのも、北斗さんが好きだからなんです。そうなのです。すべての原因は、北斗さんにあります。責任を取ってもらいたいくらいですね、まったく。















動物園デートの日






『北ほく斗とさんは明日お暇ですか？』

『暇だが、どうした』

『デートに行きましょう』

　休みに入る前の日の夜、彼女はそう切り出してきた。一瞬だけ戸惑ったが、今はデートと呼ぶことを否定する必要がなくなったため、甘んじて受け入れる。

『分かった。どこか行きたい場所はあるか？』

『南のほうにある動物園に行きたくなったんですけど、どうですか？』

『あそこか。久しく行ってないな』

『ちょうど今、先日生まれたばかりの仔こ馬うまがいるらしいんですよ。触れ合ってみたいです』

『おぉ、いいな。じゃあそうしよう』

『じゃあ明日の十時に、いつもの駅で待ち合わせということでいいですか？』

『了解。また明日』

『はい、また明日』

　いつもならこれで終わりになるやりとりであるはずなのだが、今回は違った。手放そうとスマートフォンの画面を暗くした瞬間、新着のメッセージが来たために明るくなる。タイミング良く幹みき典のりからメッセージが来たのかと思い開くと、そこにはなんと愛の告白があった。

『好きですよ、北斗さん』

　予想もしていなかった文字列に、なにか怪しいところからメッセージが届いてしまったのではないかと焦る。送り主を二度見しても、そこにはたしかに如月きさらぎ那な緒おの文字があった。

「は、はぁ……？」

　如月から愛を告げられているのだと理解した途端に、顔が赤くなっていくのがよく分かる。っていうか、メッセージとして送られてきているということは、一回どこかのサーバーやらなんやらを経由してきたということか？

「そんな恥ずかしいことをアイツはしたというのか!?」

　いやいや、彼女も恥ずかしがりながら打ったかもしれない。そこら辺の葛藤は伝わらず、結果だけが送られてくるのがＳＮＳだ。あと、サーバー云うん々ぬんを彼女が考えているとは思わない。そして、もしかしたら世の中の恋人達はこのくらいの手軽さで好きだと言い合っているのかもしれない。

「それはそれでどうなんだ!?」

「うるさい！　静かにして！」

「ごめんなさい！」

　母親からのお叱りで、とりあえず静かになるためにも落ち着こうとするが、中々そうもいかない。叱られていなければ、好きってもっと尊ばれる言葉じゃないのか!?とも叫んでいただろう。少なくとも、俺はそうだと思っているんだが……。

　とはいえ、このまま返信しないわけにもいかないし、適当な言葉を返すわけにもいかない。スマートフォンの画面と向き合いつつ彼女のメッセージを恥ずかしいが見返しながら、返信の文章を考える。そうはいっても、これに返せる言葉なんて数種類しかない。問題はその事実を再確認しなければならないことと、それをメッセージとして打たなければならないということだ。短い文を打つのに、手が震える。

　やがて打ち終わった文章を、深呼吸をする勢いに任せて送った。正しく送られたメッセージを見て、変な声が口から溢こぼれ出る。

『俺も好きだよ、如月きさらぎのこと』

　こんなメッセージを、誰かに送る日が来るとは思いもしなかった。気恥ずかしさと温かさが同時にこみ上げてくる。それ自体に、悪い気はしなかった。





　　　　○






「お待たせしました？」

「別に。今来たところ」

「どうやら本当のようですね。安心しました」

　今日の彼女は、パンツルックで格かつ好こ良く決めていた。ズボンの赤が、太陽に照らされて輝いている。俺より格好いいかもしれないと思うのは、自分を低く見積もりすぎなんだろうか。

「私は北ほく斗とさんの格かつ好こう、好きですよ」

「如月は俺がなに着てても肯定してきそうで怖い」

「いやですね、そんなことしませんよ。よっぽどだった時は、あらゆる予定を取りやめて服屋さんに直行しますから」

　その発言で、俺の服を熱心に選んでくれる如月を思い浮かべる。かわいい。

「如月に着る服を選んでもらえるって、なんかいいな。今度お願い出来るならしたい」

「分かりました」

　彼女は穏やかに笑う。

「もうすでに次の約束が出来るって、嬉うれしいですね」

　そう言って彼女は、俺の手を取った。少し冷たい手に、思わずビクリと震える。

「手、繋つなぎましょう」

「俺がなにか反応をする前から繋がれているんだが」

　もはや事後報告になっている。

「いいじゃないですか。なにか問題でも？」

「問題はない。ただ、どうしても羞恥はある」

「場所が学校から街中に変わっただけじゃないですか」

「それが一番問題なんだろ!?」

「本当に嫌だっていうなら、離してくれても良いんですよ？」

「嫌じゃないです……」

「じゃあ良いじゃないですか。電車も来るし、行きましょう」

「ずっと繋つないだままなんですか!?」

「そうですけど」

　平然と言い放つ彼女に連れられ、そのまま電車に乗ってしまった。人々から感じてしまう視線は俺の気のせいなんだろうか、よく分からない。





　　　　○






　電車から降りてバスに乗って十数分。そして徒歩数分の後、動物園にたどり着いた。

「着きましたね」

「前に来たときよりもきれいになってる」

「いつ来たんですか」

「……十年くらい前かな」

「それだけ時間も経たてば、様変わりもしてますよ」

「ちなみに如月きさらぎは？」

「中学生の時に自由研究で来ました」

「それはすごいな。なにについて研究したんだ？」

「アルマジロの生態です」

「ここアルマジロいるのか。生で見たことないから気になるな」

「かわいいですよ、彼は。とりあえず入りましょうか」

　入り口でチケットを購入しパンフレットを貰もらって園内へ入る。一番先に目に入るのは、ルーレットや輪投げといったちょっとしたゲームコーナー。そして、それに集う子ども達。唯一覚えていた記憶のものが真っ先に出てきて、不思議と嬉うれしさがこみ上げる。

「やります？」

　俺の視線に気付いた如月が、生暖かい目でこちらを見てくる。

「いや別に」

「やりたそうな顔してましたけど？」

「そんなことはない」

　やってもどうせ一等にはほど遠い、参加賞のおもちゃみたいなものしか当たらないのだ。幼い頃ならともかく、今はそこまで夢を見れない。

「とりあえずアルマジロでも見に行こうか」

「アルマジロのことがめっちゃ好きみたいになってません？」

「まずなにがいるのか分からない」

「とりあえず目の前にキリンさんがいますが」

　そう言われて如月きさらぎが向いているほうを見ると、たしかにキリンがいた。

「おお……！」

　キリンはとても穏やかな様子で、木の葉を食べている。

「でかい。かわいい」

「目がかわいいですよね」

「そうだな、かわいい……」

　ぼんやりとキリンを眺めるだけでも、普段の生活で感じるストレスから解放されて有意義な時間を送れそうだ。

「普段の生活にストレスがあるんですか？」

　驚いたようにこちらを見る如月に、こちらのほうが驚いてしまう。
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「そりゃあ、生きていればストレスの一つや二つくらいあるだろう」

「たとえば、なんです？」

「進路に関する不安」

「思っていた以上に具体的なものが来て、私も震えてしまいました。……今日はそんなこと忘れて楽しみましょうよ」

「もちろん。そうしないとやってられないからな」

「まずは癒やしを求めて、触れ合いコーナーに行ってみませんか」

「触れ合いコーナーか。ちょっと待ってくれ」

　パンフレットを見るために、一度手を離す。名な残ごり惜しそうな如月きさらぎの手が愛いとおしい。

「ここがキリンのいる場所だから……向こうか」

　そう言いながら、再び如月の手を握る。

「行こう」

「はい……！」

　嬉うれしさを隠し切れていない彼女の顔が、ひどく輝いて見えた。かわいくて直視出来ない。






まぶしい日






「聞いたよ。ようやく付き合い始めたんだってね？　本当に良かったよ、おめでとう！」

　委員会を終えて図書館から戻ってきた俺が教室の扉を開くと、目の前にオレンジ色の果実を差し出された。見慣れた小さめの丸いフォルムが、光の加減により輝いて見える。

「あの、これは一体？」

「これはおめでとう蜜み柑かん。君が帰ってこなかったら、三人で分けて食べる予定だったものだよ」

　それは、あまり本人の前では言わないほうがいいことなんじゃなかろうか。

「三人？」

　目の前には、蜜柑を差し出してきた小こ坂さか。室内を見渡せば、物欲しそうに蜜柑を見つめる如月が自らの椅子に座り、そんな彼女を見つめる星ほし川かわが後ろの席にいた。如月の隣には、小坂の座っていた痕跡が見られる。珍しい組み合わせだ。俺も含めて、一応は如月つながりと呼べるかもしれないが。

「気持ちだけもらっておくよ。三人で食べたらいい」

「いいの!?　本当に!?」

「いいよ、本当に」

「後悔しない……？」

　真剣な表情で、最終確認を取られる。そういえば、彼女も蜜み柑かんが好きな人だった。蜜柑を食べたがらない俺が、不思議でしょうがないのだろう。嫌いでもないけれど彼女たちほど好きでもない。どうせ食べるのならば、好きな人が食べた方が良いだろう。

「しない」

「絶対に？」

「絶対に」

「わーい、やったー！」

　彼女は嬉うれしそうに蜜柑の皮を剥むきながら席へと戻っていく。如月きさらぎとは違い一本の線のように円状に剥いているが、綺き麗れいな剥き方だ。

「僕も遠慮しておきます。お二人で分けてください」

「本当に？　いいの？」「ええ」俺と同じやりとりを、星ほし川かわとも交わす。

「じゃあ半分こ出来るね。はい、那な緒お」

「ありがとう、みかん……さん」

「あ、またさん付けた！　一房もらうよ!?」

「やめてください。もう三つも取られて私、泣いてしまいそうです」

「そんなぁ。笑ったほうがかわいいよ」

「く、くすぐった……！」

　那緒、みかんって。ついこの間から仲が良くなっているような気はしていたが、まさかもう呼び捨てで名前を呼び合う仲になっていたとは驚きだ。一度は蜜柑に対する方向性の違いにより距離を置いていたというのに、それがどうしてこんな距離の詰め方をしているのだろう。二人が思っていた以上に、実際の相性は良かったのだろうか。いや、まずそこに至るきっかけはなんだったんだろう。星川の席へ近付き、思わず問いかけた。

「いつの間に、あの二人がこんな仲になってたか知ってる？」

　机を見ると、彼は参考書を開いていた。予想通り、使い込まれている。

「アンタでさえ知らないことを、僕が知っているわけないじゃないですか」

　如月が聞いていないことを予想してか、呼び方が乱暴だ。まぁ、会話が出来るだけマシだとも思える。内心ではひやひやしつつも、バレないように簡潔な言葉を返した。

「それもそうだな」

　如月はともかく、小こ坂さかとは知り合ったばかりで知っていることは少ないだろう。それに関しては、俺も大差ないのだが。

「でも、良かったよ」

　彼は、ほっとしたように呟つぶやく。

「なにが？」

「如月きさらぎさんが、こんなにも楽しそうに人と話しているところを見れるなんて思いもしなかったからな」

　本当にそう思う。小学校からの彼女を見てきた彼は、よりいっそう感慨深いはずだ。

「……そう言えば、さっきまでなに話してたんだよ？」

「内緒に決まってんだろ」

「内緒にするほどのことを話してたのか」

「内容がどうあれ、こういうのは友人特権だからな」

「友人特権って」

「僕はもう、アンタが見られない友人としての如月さんを見ることが出来るんだよ」

「なんだそれ」

　たとえ如月に向ける感情の種類が変わったところで、俺の視線の先にいる如月は変わっていないはずだ。友人特権も何もないだろうに。

　小こ坂さかと話していた彼女が、こちらの視線に気付いた。微笑ほほえまれる。

「確かに、前よりもまぶしく見える気がする」

「如月さん関係なく、純粋にムカつく」

　そう言って蹴られた足は、帰る頃になって痛み始めた。時間差攻撃。阻害とはまた別の能力者なんじゃないかという思考を振り払う。いやいや、そんなことがあってたまるか。






立ち止まる日






「そう言えば、いつの間に小坂と仲良くなったんだよ？」

　彼女の足取りが一瞬だけ止まった。すぐにまた歩き始めたけれど、表情はあまりよろしくない。聞かれたくないのか、俺に言いたくないのか。

「別に、無理に答えなくてもいい」

「じゃあ、秘密です」

「またかよ」

「また？」

「いや、こっちの話」

「それより、みかんで思い出したんですけど」

「なにを？」

　帰路もちょうど半分ほどに差し掛かったところで、彼女は唐突に話を切り出した。

「みかん『さん』が」

　言葉が喉に詰まったように、続くはずの音が出てこないみたいだ。周囲を警戒するように見回した後、露骨な咳せき払ばらいをする。どうやら、まだ呼び捨てには慣れていないようだ。幹みき典のりの時は早かったというのに。

「『みかん』というと、どうしても別のみかんが思い浮かんでしまうんですよね」

「それとこれとは話が別なんじゃ」

「とにかく！」

「はい」

「みかんからの提案で、次の土曜日の午後にハロウィンパーティをするんです。予定さえ空いていれば、北ほく斗とさんもどうですか？」

「ハロウィンパーティ？」

「はい、ハロウィンパーティです」

　気取ったように発音したかと思えば、恥ずかしそうに小さく笑った。口角が上がるのが抑えられない。平常心と冷静沈着を心がけなければならない。

　しかし言われてみれば、世間にはカボチャや魔女といったモチーフが溢あふれているような気がする。もう十月も終盤か。まだまだ先だと思うクリスマスもいつのまにか過ぎ去って、気が付いたら年が明けてしまっているかもしれない。

「それはいいけど、なにをするパーティなんだよ？」

　仮装をして回るには、年齢が高いように思える。

「一人予算八百円以内でお菓子やジュースを持ち寄って、パーッと騒ぐらしいです」

「……まぁ、そんなことだろうとは思ったよ」

　要は、ハロウィンにかこつけて遊びたいだけだ。それならそれでただのパーティでいいのではないかと思うが、そこは気分の問題というやつなのだろう、きっと。

「どこで？」

「みかんの家です」

「大丈夫なのか、それ」

「親御さんに許可は取っているそうです。学校から近いらしいので、いったん校門前に集まってから行くことになりますね」

「他には誰か来るのか？」

「悠ゆう真ま君と」

　悠真君？

「予定が合えば、幹みき典のりも来るらしいです」

　思わず立ち止まってしまった。星ほし川かわのことを名前で呼ぶ如月きさらぎに動揺が隠せない。

　幹典、みかん、そして悠真君。

　そう言えば、俺は？

「それで、どうするんですか？　北斗さん」

　もう目の前に俺の家が見えている。彼女は、こちらの返答を待つように立ち止まった。そうか、俺が如月那な緒おを名前で呼んでいないだけだ。






三度目の正直






　今まで呼んでいた呼び方を変えるということが難しいというのは、その身をもって実感している。『波は多た野の』から『幹みき典のり』呼びになるまでにかかった時間のことなど、考えたくもない。何度も本人から指摘され、挙げ句の果てには『は』と口にした瞬間に『み』と訂正を入れられることになってしまったのは記憶に新しい。別に名前じゃなくても良いじゃないかと言った俺に、彼は名前じゃないと呼ばれていることに気付けないと返してきた。そういう人間もいるのかと思い、なんとか呼称を変えて今がある。

　だから、俺が彼女を未いまだに名字で呼んでいるのは当然と言ってもいい。別に彼女は名前で呼んでもらいたいと言っているわけではないし、幸運にも俺自身は名前で呼ばれている。如月きさらぎが星ほし川かわを名前で呼び出したからといっても、動揺する必要はないのだ。にもかかわらず、ハロウィンパーティに誘われた際に感じた蟠わだかまりは、今もなお胸を締め付けてくる。おかげで顔を合わせるのもままならず、委員会の当番だと嘘うそをついて図書館へと避難してきた。結局はこうして彼女のことを考えているので、もはや現実逃避にもならない。

「どうしたの。そんな浮かない顔で」

　その言葉にハッとし、頭に入ってこない文字列から目線をあげて声の方を見る。目の前にいた人物に、思わず目を見開いた。彼女はそんな様子の俺を見て、にっこりと笑いかけてくる。なんだ、そんな顔も出来たのかと、当たり前のことにうれしさを感じてしまった。もう、誰なのか分かる。佐さ藤とう由ゆ奈なだ。しかし、どうして彼女がここにいて、俺に対して笑いかけてくるのだろう。

「前、座っても良い？」

　あまりにも自然な態度を訝いぶかしみながらも、どうぞと言葉を返した。

「驚いてる？」

「すごく」

「へぇ」

　そっかそっかと、彼女はまた笑う。それにつられて溢こぼれた俺の笑みは、愛想笑いのように感情がこもっていなかった。この調子だと、外から見ても分かるくらい気分が落ち込んでいるように見えるだろう。

「ここ最近浮かれたような顔してたから、余計に表情が暗く見えるんだよね」

「浮かれたようなって」

「ようやく、付き合い始めたんだ？」

　その言葉に、息を呑のんだ。彼女の前で肯定するべきか否定するべきか悩み、それが答えになっているのではないかと思い背中に悪寒が走った。一度とはいえ、強硬手段に出た彼女のことだ。いくら笑顔だからって油断は出来ないし、如月のことも気がかりになってくる。

　だが彼女は、穏やかな表情を崩さなかった。

「別れさせてやろうなんて思ってないし、むしろおめでとうって言うよ。うん、おめでとう」

「……ありがとうございます？」

　素直な祝福の言葉に、おずおずと礼を返す。

「っていうか、ほぼ勘で言ったんだよね。当たってたことに、自分が驚いてる」

「誰かに聞いたとかじゃなくて？」

「なんとなく、雰囲気で分かるんだよ。ずっと見てたからね」

　口調は随分と軽いものだったけれど、その言葉からは並々ならぬ重さを感じた。些さ細さいな雰囲気の変わりようが分かるくらい、彼女は自分を思ってくれていたのだ。過去形だと思わせるさわやかな表情を浮かべつつ、彼女は続ける。

「あれから友達とかにもいろいろ言葉をかけてもらって、自分なりに考えたんだ。宇う佐さ美み君は私を助けてくれたり手を伸ばしてくれたりしたけど、私はその優しさに敵意で返してばかりいたじゃん？　そんなんじゃあ、嫌われて当然だなぁって。今更ながらに反省したの、うん。だから、ごめんなさい」

　机に伏すくらい深々と頭を下げられてしまった。だが、俺は彼女に頭を下げられるべきではない。

「俺には、謝らなくてもいい。けど、如月きさらぎにはちゃんと謝って欲しい」

　彼女が、顔を上げる。

「さっき謝ってきたよ」

「……さっき？」

「そう、ここに来る前。それで教室に行ったら宇佐美君だけがいなかったから、多分ここだろうなって思って来たの」

「そ、そうだったのか」

　自らの行動を顧みることがまず難しいのに、その上で過去の事柄を謝罪しようと思える彼女に目を見張る。そんなこちらを見て、彼女はからからと笑い始めた。

「まさか謝られるとは思ってなかったんだろうね。如月さんも同じように驚いてた。でも彼女、許してくれた上に、蜜み柑かんまでくれたんだよ？　そこにはこっちがびっくりしたなぁ」

　俺も驚かずにはいられないが、多分アイツなりに誠実な対応をしているんだろう。教室に一人だったのかとか、一人じゃなかったのなら誰も止めなかったのかと聞きたいことはあるが、目の前の彼女に言っても仕方が無い。

「アイツのくれる蜜柑はわりとうまいから、よほど人からもらった食べ物に抵抗があるとかでなければ食べてみて欲しい」

「そうなんだ。晩ご飯の後にでも食べてみるね」

「あと、感想は伝えない方が良い。如月きさらぎと、最悪の場合はあと一人も加わって蜜み柑かんの素晴らしさを語られるかもしれないから」

「そうやって話を逸そらしていくのってわざと？　もしかして天然？」

「……何の話だったか？」

「宇う佐さ美み君が何に悩んでるのかって話！」

　図書館にしては大きな声で、彼女はそう主張する。ヤバい。こちらへ振り返った司書の先生は、当然ながら困った顔をしていた。すみませんと、顔を伏せる。後で謝らなければ。しかし、その仕草を別の意味で解釈したらしい彼女が、さらにヒートアップしていく。

「別に話したくないなら話さなくて良いよ？　でも、付き合い始めた途端に顔を合わせなくなるなんてピンチじゃない!?　私は、それを助けたいの」

　すみませんごめんなさい、申し訳ありません。脳内で謝罪が止まらない。

「……佐さ藤とうさんが俺を心配しているというのは、すごく分かる。多分、佐藤さん自身が友達に助けられたというのもあって、別の人を助けたいんだろうなっていうのも十分すぎるほどに伝わってくる」

「全部分かってるんなら、言ってくれてもいいんじゃない？」

　さっきは言わなくてもいいと言っていたのに、聞く気満々じゃないか。しかし、今の悩みで相談に乗ってもらうにはある意味で適任かもしれない。なにより、自らの交友関係で一般的な女子の意見というものは貴重だ。

「分かった、話す、話すから。とりあえず声のボリュームを下げてくれないか？　ここは図書館なんだ」

「誰もいないけど」

　痛いところを突かれ、うっとくぐもった声を上げてしまった。

「……これから来る可能性はある」

「そうかなぁ」

「そうだよ。それで、悩んでいることなんだが」

「うん」

　彼女の目に輝きが増していく。そんなに期待することでも無いと思うが、彼女にとってはそうでもないんだろうか。理解出来そうにない。一度深呼吸を挟み、口を開いた。

「いきなり呼び方を名字から名前に変えるのは不自然だと思うか？」

　数秒の沈黙。その間に彼女の目からは輝きが失われ、表情は無に変わる。まるで『それだけ？』とでもいうように首がゆっくりと右方向に曲がった。

「かわいい悩みだね？」

「こっちは真面目まじめに聞いているんだが」

「すごい落ち込みようだったから、もっとヤバいことかと思ったよ」

　ヤバいの定義が分からないが、碌ろくなことではないだろうからあえて触れないでおく。

「で、どう思う？」

「変えたいと思った時に変えたら良いんじゃないかな」

「雑な答えだな」

「それは私には答えられないじゃん？」

「それはごもっともなんだが、一般的にはどうなのか気になる」

「じゃあ、試しに呼んでみてよ」

「誰を」

「私を」

「……由ゆ奈なさん？」

　そう言うと彼女は、頬ほおを赤らめたように見えた。すぐに立ち上がり、背中を向けたので定かではないけれど。

「少なくとも、私は嬉うれしいよ」

「そうか、分かった」

「力になれそうにないことが分かったし、それじゃあ私は帰るね」

「ああ、わざわざありがとう」

　彼女が急ぎ足で帰っていく様を、じっと見つめる。嬉しい人は、嬉しいものなんだろう。如月きさらぎは一体どうなんだろうか。その答えはたしかに、如月にしか分からない。呼びたいかどうかは、俺にしか分からない。

　ガタン。

「……あっ」

　扉が閉まる音で我に返った。同じように扉を見つめていた先生と目が合う。

「騒いで申し訳ありませんでした」

　急いで立ち上がり、司書の先生へと頭を下げた。






百二十円分の餞せん別べつ






『お菓子はともかく、飲み物は量が多くても少なくても困ると思うんだが』

『そう言われてみればそうかも。どうする？　私が買っておこうか？』

『各おの々おので好きな飲み物を持って行くのはどうでしょうか。飲むものはもちろん、ペットボトルとか缶とか紙パックとかで、量も自分で選べますし』

『いいですね、それ』

『オッケー！　じゃあ、そういうことで！』

　三日前に交わされた、ハロウィンパーティ参加者のメッセージ履歴を見返す。一つ目から俺、小こ坂さか、星ほし川かわ、如月きさらぎ、小坂。星川のガッツポーズが目に浮かんで乾いた笑いがこみ上げるも、すぐに虚むなしさからため息を吐き出した。

　ハロウィンとは名ばかりのただのパーティ当日、集合時間の三十分ほど前。あとは飲み物を買うだけだというのに、選ぶ気力も無いまま、自販機前のベンチにもたれかかっていた。何かに意識を集中させることなく、ぼうっと宙を見つめ続ける。空は薄い青色。吹く風は秋らしく冷たい。時折、手に提げている菓子の入った紙袋ががさがさと音を立てる。入っているのは、絶対に被かぶるであろう定番のチョコやスナック菓子。この時期だけのオレンジ色の特別なパッケージに包まれているものを、予算以内で適当に手に取った。

『変えたいと思った時に変えたら良いんじゃないかな』

　首を傾かしげた佐さ藤とう由ゆ奈なの顔が、脳裏をよぎる。

「……どうなんだろうな」

　変えたいのかどうかも、自分では分からない。自分が感じた蟠わだかまりの正体が掴つかめないまま、ぐるぐると同じ思考でループを繰り返している。如月。那な緒お。なんて呼べばいいのか。呼び方は変えた方がいいのか、嫌だろうか、どうだろうか。

　以前は遠慮なく接していたというのに、いざ『恋人』という関係性になった途端に距離が掴めなくなってしまった。なんて愚かな人間なんだろう。思春期的思考になんらかの反応を返されることが、少し怖い。知られてしまうことを避け、本人と顔を合わせることもままならないまま、時間だけが過ぎていく。

「何も間違ってなかったじゃないか」

　突然後ろから聞こえてくる、女子の声。

　ガコンッ。

　続けて聞こえてきた小気味のよい音に、背筋が伸びた。自販機で飲料を購入したらしい人の気配が近づいてくる。ベンチの片側に座りたいのかと思い端にズレると、違うという否定の言葉がかけられた。

「君だよ、君」

　新手のナンパだろうか。そう思ったが、彼女はよく見ると見覚えのある顔をしていた。

「なんですか」

　自分じゃなければ反応しないのだろうと思いながら、言葉を返す。

　名前は出てこない。しかし、この特徴的なしゃべり方にも聞き覚えがある。なんらかの形で話したことはあるんだろう。委員会で一緒になったことがあるのかもしれない。話の切り出し方からして、前になにか聞かれたのだろうか？　その内容で、思い出せたら良いんだが。

「君があの子に惚ほれ込んでるって話」

　あの子に、惚れ込んでいる。寒空の下で、顔だけが火照っていく。しかしおかげで何を話した人かは思い出せた。如月きさらぎの中学時代の話を聞かせてもらった矢や野のさんだ。

　あの時、それは絶対にないと否定したのに、そうだと思っていたのに。時間の経過とは恐ろしいものだ。今ではすっかり、惚れ込んでしまっている。

「君、自分が分かりやすいってもう少し自覚した方が良いよ」

　目の前で彼女が、困ったように笑った。これでも自分は無表情だと思っていたのだが、どうやらそうでもないらしい。続けざまに二人から指摘を受ける程度には、表情の移り変わりがあるようだ。違うクラスの彼女らが察しているのだし、もしかすると同じクラスの人間には丸分かりなのかもしれない。そう考えると、余計に恥ずかしくなる。

「……今後は気をつける」

　強めの咳せき払ばらいを二回して、気まずさを振り払う。

「何してるんだい、こんなところで」

「ちょっと、飲み物を買いに」

「そう。じゃあ、私はこれで」

「ひ、人になにをしているか聞いておきながらソッコーで帰るのかよ」

「これでも私は忙しいんだ。陰気くさい人間に付き合う義理はない。これでも飲んで、目を覚ましたらいい」

　そう言って投げられたのは缶コーヒー。手に取る瞬間、冷たさに手が痛んだ。

「え。いや、悪いって」

「いいんだよ。間違えて飲めない無糖を買ってしまったからね。だが、君が目を覚ますのにはちょうどいいだろう？」

「代わりのは買わないのか」

「飲み物はここじゃなくても買えるから問題ない。じゃあ、今度こそさようなら」

「あ、ああ。ありがとう」

　向けられた背に、小さく手を振る。残された缶コーヒーを見て、目を覚ませという言葉と共にどうにもベタな展開だなと思った。缶の冷たさで、すでにだいぶ目が覚めてしまっている。ためらいながらもプルタブに手をかけて開けると、コーヒーを流し込んだ。口の中いっぱいに広がる苦さに、より一層目が覚める。ベタだなと思ってしまうだけあって、確実な効果があるようだ。空いた缶をゴミ箱へと投げ捨てる。上う手まく投げ入れることに成功し、小さなガッツポーズと同時に、口元に笑みが浮かぶのが分かる。その勢いで立ち上がった。スマートフォンで時刻を確認すると、小走りでギリギリ間に合うであろう時間になっている。これ以上悩んでも仕方がない。如月きさらぎ那な緒おを前にして、いざとなって出てくる呼び方が、きっと俺の答えだ。自販機の前へ行き、温かい緑茶のボタンを押す。

「……よし」

　目的地は、集合場所となっている校門だ。

　そもそも、名前を呼ぶか呼ばないかでこんなにも悩んでいる場合じゃない。付き合うこと、そしてその先にあるだろうキスなどの行為はどうやってすればいいんだろう。どう受け止めていけばいいんだろう。付き合うことが初めての俺にとっては、頭を抱える問題ばかりだ。






五分前到着






「遅いじゃねぇか！　何やってたんだよ!?」

　目が合った途端、星ほし川かわから怒りの声が飛んでくる。時間には間に合っているはずなので、彼が怒っている理由が分からない。いつも通りといえばそれまでだ。

　私服の彼もまた格かつ好こ良く、提げている紙袋も立派な物に見える。金額が指定されているので中身まで大層なものが入っているということはないだろうが、彼のことなので如月のために用意しているものがあるかもしれない。なんかすごい蜜み柑かんとか、高級な蜜柑のお菓子とか。そんな思考が筒抜けているかのように、彼は呆あきれた視線をこちらへと送ってくる。本当になにかあったのかも知れないと、数メートルほどを急いで走った。

「どうしたんだよ」

　目の前に、彼のスマートフォンの画面が突きつけられる。

「これ、見てないのか？」

　画面上部には見覚えのあるメッセージが並んでいた。見せられている画面は、ハロウィンパーティについて話し合っているメッセージ一覧らしい。中心部から日付が今日になっており、知らないメッセージと画像が並んでいる。

「見てない」

「じゃあ今読め、すぐ読め」

「ちょっと待ってくれ」

『ごめん！　二人で準備してるんだけど、ちょっとゴタゴタして迎えに行けなくなっちゃった☆　地図を載せておくので、頑張ってたどり着いてください♡』

　キラキラしたメッセージと一緒に送られている地図は、なんと手書きだった。少々雑な地図である。しかし、学校から本当に近いため、なんとかたどり着けそうだ。

「それで、どうしてお前は怒っているんだ？」

「宇う佐さ美み北ほく斗とは約束の十分前に来る男だと思ってたのにこれだからな。失望したんだよ」

「……期待値が高いのか低いのか分かりづらいな」

　いつもならばそうしていたのだが、今回は放心していた時間が長かったので五分前になってしまった。それでも間に合っていることには変わりないのだが、彼はご不満らしい。

「一応間に合ってるんだから、許してくれないか？」

「みかんの家まで無事にたどり着けたら、そうしてやるよ」

　星ほし川かわまで『みかん』呼びなのか。もしかしたら小こ坂さかも幹みき典のりと似たタイプなのかもしれないなと思いながら、目の前のスマートフォンを手に取ろうとした。その瞬間、彼が勢いよく離れていく。距離にして三メートル。歩道から出てしまっている。

「なんで僕のスマホを取ろうとしてんだよ」

　信じられない物を見るような視線が、皮膚を貫き心まで突き刺さる。

「いや、地図を見ようと思って」

「自分のを使え」

　確かに、スマートフォンには個人情報が詰まっているし、そうではなくとも出来る限り人に触られたくない物だろう。幹典に対するノリで接してしまったのはまずかったな。彼は友人と言って良いのか分からないし、もう少し節度を以もつて接するべきだった。

「分かった。軽率な行動は謝る。ごめんなさい。とりあえずそこは危ないから、こっちに寄ってくれないか。パーティの前に事故とか、洒落しやれにならないし」

「……誰のせいなんだか」

　彼は仕方ないなと言いたげに、深いため息を溢こぼしながら距離を詰めてきた。しかし、先ほどよりも少し距離が置かれている。警戒心が強い。どちらかというと嫌われているだろうし、それも当然か。

「なに見てるんだよ。早く行こうぜ」

　如月きさらぎがいれば、少しは大人おとなしくなるかも知れない。小坂の家までの辛抱だ。

「はいはい」

　自らのスマートフォンを取り出し、誰かさんお手製の地図を開く。地図を見ながら、先を行く星川の後を追った。






友人宅にて






『学校前での待ち合わせ、アタシたちだけ一時間前に集合しない？』

　みかんからそんなメッセージが個別に届いたのが、パーティの前日。

『分かりました』

　突然の申し出に驚きつつも、なにか意図があるんだろうと思い承諾しました。

　そして当日。みかんに招かれて一足先に訪れた彼女の部屋で見たのは、見事な仮装の衣装でした。

「……どうしたんですか、これ？」

「パーティが楽しみすぎて作っちゃった☆」

「そんな軽いノリでこれを作れちゃうのがすごいですよ……」

「やだなぁ！　作ってるときは真剣そのものだったよ!?」

「そ、そうですか……そりゃそうですよね」

　二着ある衣装は、それぞれ魔女と黒猫を連想させるデザインになっています。全体的に黒いという点では共通しているのですが、魔女のほうはお菓子を、猫のほうは肉球柄をちりばめるなどして、上う手まく差別化がされているうえにハロウィンらしい明るさも付与されています。端的に言ってすごいです。

「というわけで那な緒お、どっち着る？」

「えっ」

　よく分からない話の振られ方に、思わず彼女のほうを振り向きます。彼女は一瞬だけ隙を突かれたような顔をしたあとに、ふふっといじわるな笑みを浮かべました。

「なにー、その顔。もしかして、着るとは思ってなかった？」

「ほ、本当に着るんですか？」

「当然じゃん！　壁紙ならともかく、これは立派な衣装なんだよ!?　着ないともったいないじゃない！」

「そ……それはそうかもしれませんが」

「お願い！　自分の作った衣装がかわいい子に着られてるところが見たいの！　『ほくうさ』あげるから！」

「ほくうさ……？」

「これ」

　そう言って差し出されたのは、うさ耳をつけたキャラクターのマスコットでした。全体的にファンシーでかわいらしいです。そしてよく見ると、なんとなく見たことのある目元をしています。

「これ、明らかにモデルになった方がいますよね」

「気のせいだよ」

「名前からしてそうじゃないんですか？」

「気のせいだよ」

　露骨に目を逸そらされたので、多分分かっててやっているのでしょう。

　それにしてもこのほくうさという子は、モデルとなったであろう方によく似ています。雰囲気がファンシーなのを置いておいても、かわいらしいです。みかんと彼はそんなに交流がないはずなのに、それでも上う手まく作れるみかんに、若干の嫉妬を覚えてしまいます。

「……よくこんなの作れましたね。衣装以上にすごいと思えますよ」

「案外簡単だったよ。元々私がぬいぐるみ作るために裁縫覚えたっていうのもあるかもしれないけど」

「みかんはぬいぐるみが好きなんですか？」

「そうだよー。今日はみんなを呼ぶから隠してあるんだけど、普段はぬいぐるみに囲まれた生活してるから！」

「かわいいですね」

「那な緒おには負けるかな。で、どうです？　お気に召していただけました？」

　ほくうさを目の前でちらつかされます。彼と衣装とを交互に見て、私はほくうさを手に取りました。連れて帰って、部屋に飾ろうと思います。こうなればやけです。















ハロウィンパーティの日






「待て待て。そっちじゃない、こっちだ」

「っ、分かってんだよ」

「そうか。分かってるならいいんだが」

　そんなやりとりを、数回繰り返した。幹みき典のりが来てさえいれば上う手まいこと場を持たせてくれたのだろうが、俺にはそんな話術はない。

　そののち、いくつかある住宅の中で小こ坂さかという表札を見て立ち止まる。

「ここだ」

「よく地図が読めるな？」

　乱暴ながらも感心した風を隠せていない星ほし川かわがなんだか面白くて、少し笑ってしまう。笑ったことで怒られるかと思ったが、そんなことはなかった。どういう気まぐれなんだろう。パーティの前だから浮かれているとかなんだろうか。どうやら、かわいいところもあるらしい。

「俺も感覚だよ。読めてるほうじゃない」

「下へ手たな謙遜やめろよ。こういう時は、素直に受けとめるもんだ」

「そういうものか……ありがとう。次からそうする」

　彼は一瞬驚いたような顔をした。かと思うとすぐさま呆あきれたように、深いため息を吐き出す。

「……素直すぎるのも困りものってやつだな」

「不器用なんだよ、分かるだろ？」

「お前のことなんて知るかよ。あー……」

　コホンと息を吐き出した後、星川はこんにちはと声をかけながらチャイムを押した。家の中から聞こえてくる、返事と足音。

「いらっしゃーい！」

「ませー……」

「えっ？」

　出迎えてくれた彼女らの格かつ好こうを見て、頭の中が真っ白になった。それも当然。如月きさらぎは魔女、小坂は黒猫を模した衣装を身に纏まとっていた。いかにもな仮装だが、二人にはとてもよく似合っている。だが、驚きの状況に開いた口が塞がらない。隣の星川も、俺と同じように動揺している。そんな俺たちの様子を見た小坂は一人、満足そうに頷うなずいていた。

「いいでしょーこれ！　ハロウィンらしくて、とってもかわいいと思わない!?」

　見て見ての言葉とともに衣装を強調してくる小坂と、俯うつむきながらスカートの丈を気にしている如月。羞恥の違いによる二人のテンションの高低差に、不覚にもときめいてしまう。それは、今まで悩んでいたことがすべて吹き飛んでしまうくらいの衝撃を俺に与えた。

　かわいい。

　えっ、かわいすぎる。

　なんなんだこれ。かわいすぎやしないか!?

「は、早く閉めてください」

「あ、あぁ」

　混乱する俺をよそに、恥じらう如月きさらぎが声を荒らげる。言葉に従い、残っていた理性で入ってきた扉を閉めた。

「さすがに、これで外に出るわけにはいかないからねー」

「室内であっても、限りなく抵抗があります」

「大丈夫だって！　那な緒おはかわいいんだからさ！」

「もー……」

　冷静さがガラガラと音を立てて崩れていき、邪よこしまな想像が脳内を埋めていく。じんわりと熱くなっていく頬ほおを、戒めの意味を込めて軽く叩たたいた。ふっと、こちらを見る如月と目が合う。違う。違うんだ。どうせ考えるだけで実行に移す勇気など無いと、お前ならば分かってくれるだろう。いや、ごめん、ごめんなさい。

「でも良かったじゃん、彼氏さん喜んでくれたっぽいし？」

「か、彼氏さん……!?」

「あれ、違うの？」

「違わないですけど、そうなんですけど……」

「あーもうなんなのその反応!?　かわいいなー!!」

「や、やめてくださいー！」

　予想とは異なり、彼女の視線はすぐに小こ坂さかへと向き直り、彼女との会話を続けている。すごい会話で、あんまり聞きたくはない。わざと無視をしているのだろうかとも思ったが、そこで気が付いた。今は星ほし川かわが近くにいるから、何も伝わってないのである。それなら大丈夫だろう、いやいや、それでも人前での脳内空想は慎まなければと思いながら、星川のほうへと視線を向けた。星川の目は如月に向いており、光の加減からか泣いているように見える。

「……え？」

　星川の頬を、確かに一筋の雫しずくが流れていた。その光景に、俺の頬からは熱が引いていく。

「な、泣いてる……？」

　そこまで……？　いや、そこまでの出来事かもしれない。そうだとしても、こんなにも大粒の雫として現れるものなんだろうか？　彼の想おもいの重さがよく分かる。

「なになに、鼻血の代わりみたいな？」

　小こ坂さかが容赦のないツッコミを入れた。酷ひどいたとえだが、その通りかもしれない。もしもここが漫画の世界だったら、きっと彼は鼻血を出して倒れていたんだろう。

「と、とりあえず涙を拭いてください」

　如月きさらぎが差し出したティッシュペーパーを、星ほし川かわは恭しく受け取った。丁寧に目元をぬぐいながら、彼は早口で思いを告げる。

「一いつ匹ぴき狼おおかみだった那な緒おさんに友人が出来て嬉うれしい反面、彼女が俗世に染まってしまうことが大変悲しいです」

　三つの口から『うわ』と、引き気味の声が溢こぼれる。

「偶像と書くアイドルへ向ける熱量だ」

「それは分からないが、落ち着け。とりあえず、中に入れてもらおう。いいな？」

「うん。入って入って。靴脱げる？　手は貸さなくていい？」

「大丈夫です」

　そう言った彼の声は、微かすかに震えていた。俺以上に衝撃を食らったらしい。気持ちは分かる。星川の様子を見て冷静になれないまま時間が経たっていたら、俺が鼻血を出していたはずだ。彼の心情を思いつつ、落ち着けたことに心の中で感謝の念を送る。

　靴を揃そろえて端の方へと置き、おじゃましますと声をかけた。どうぞと差し出されたスリッパを履き、二階にあるという小坂の部屋へと向かう。廊下には、彼女の名前の載った賞状がいくつか飾ってあった。過去に作文などで、表彰を受けたらしい。大切に額へ入れてあるのを見ていると、彼女もまた家族に大切にされているのだろうなと思った。

『みかんの部屋。必ずノック!!』

　ドアには、そう書かれている蜜み柑かんの絵の入った紙が貼られている。蜜柑に対する主張が激しいのか、愛が深いのか。開けられた扉から見える限りでも、彼女の部屋は綺き麗れいに飾り付けられていた。入ってみると、全面にヒラヒラとした装飾がされている。手作り感がすさまじい。

「好きなクッションの上に座っていいよー」

「分かった」

　言われた通り、置いてあるクッションを無作為に手にとって座る。俺を起点として、右から順に星川、小坂、如月とテーブルの四隅に落ち着いた。

「さて、それじゃあハロウィンらしくトリックオアトリートということで！　どんなお菓子を持ってきたのか見せてもらおうかなぁ！」

「そんな抜き打ちチェックみたいなことをするのか……」

「アタシたちが満足できそうなお菓子じゃなかったら、トリックします！」

「いい笑顔で怖いことを言うな」

「ちなみになんですけど、トリックの内容はなんなんですか？」

「ふっふっふ、聞きたい？」

　よくぞ聞いてくれましたとでも言いたげに、彼女は不敵に笑う。

「ま、まぁ、一応……」

「これです」

　そう言ってテーブルの上に置かれたのは、たこ焼きだった。まだ温かいらしく、湯気が立ちのぼっている。

「たこ……？」

「罰として、わさび入りのたこ焼きを食べてもらいまーす！」

「結構マジの罰だった」

「というわけで、北ほく斗と君からどうぞ！」

「え」

　ヤバいぞこれは。このままだと罰ゲーム確定だ。かといって、今から別のものを用意できるかと言われたら無理である。大体、こんなことになると分かっていたらちゃんと選んでいた。……いや、そうだったとしても彼女らの好みに沿ったお菓子を選ぶのは中々難しいだろう。どちらにせよ罰ゲームだったかもしれない。そんなことを思いながら、たこ焼きを避よけてテーブルの上にお菓子を置いた。

「べ」

「べ」

「ベタだなー……っていうか、面白くない」

　ほかの二人が言えなかったことを、星ほし川かわが代弁した形になる。なんなら追撃されている。

「なにも否定が出来ない」

　しかし、そりゃそういう感想にもなるだろう。全部ハロウィンでもなんでもない時期であっても買えるものなのだ。

「たこ焼き、食べさせてくれ」

「いいけど。うん、ちょっと可哀かわい想そうに思えてきたよ」

「哀れむなよ。どうせなら面白がってくれ」

「君というか、那な緒おに申し訳ない」

「素直にたこ焼きを食べようとするところが北斗さんのいいところですから……」

　その如月きさらぎはというと、口元に笑みを浮かべていた。この状況を面白がっているらしい。彼女が笑ってくれるなら、俺の味覚を犠牲にしてもいい。そんな思いを抱きつつも、忘れず隣に緑茶の缶を置く。緑茶もこんな飲まれ方をされるとは思っていなかっただろう。

「よし、行くぞ」

　つまようじでたこ焼きを取り、堂々と口に持って行った。いつも通りのたこ焼きの生地の中から、辛みが溢あふれ出てくる。泣きそうで吐き出しそうになるのを必死に堪こらえて、緑茶で無む理り矢や理り胃に流し込んだ。

「どう？　喋しやべれる？」

「ゲホッ、ゲホゲホ……からいし量がおかしい」

「チューブで五センチ出したものを入れたからねー」

「なんでそんなに入れるんだよ。もう少し人間に優しくあってくれ」

「君にじゃなくて人間に!?　対象範囲が広すぎるよー」

　そもそも俺たち二人ともが彼女らのお気に召すお菓子を持ってきていたら、このたこ焼きはどうなったのだろう。そもそも二人に対して個数が多すぎる。悪ノリにもほどがある。

「大丈夫ですか、北ほく斗とさん？」

　俺の反応があまりよろしくなかったらしい。さっきまで笑っていたはずの如月きさらぎがこちらを心配そうにのぞき込んでいる。

「大丈夫じゃない……悪いが、背中をさすってくれないか」

「こうですか」

「そう。ありがとう」

「……宇う佐さ美み北斗、もしかしてこうなることを期待してたこ焼きチャレンジをしたのでは？」

「は？」

　神妙な顔でとんでもないことを言う星ほし川かわに、なるほどと二人が同調する。

「それはない。断じてない」

「本当かなー？」

「泣くほど信頼されてなかった」

「私は信用してますよ。北斗さんは色々考えたうえで、一番無難な選択肢を選んでいるんですよね」

　それはそうなのだが、素直に頷うなずきたくない内容だった。

「それってつまり、ヘタレということなのではありませんか？」

「未いまだにキスも出来てないくらいだしねー」

「あぁ、そりゃそうですよね。してたら如月さんの能力はほぼ阻害出来ると言っても過言ではないですから」

「付き合ってるんだから、双方合意の上でなんだって出来るのにね？」

「あ、合意の上じゃないまま変なことされたら言ってくださいね？　僕が必ず制裁を加えますので」

「俺が黙ってれば好き勝手言いやがって。お前らは俺のことを一体なんだと思ってるんだ」

「面白くない人」

「如月さんに釣り合ってない人」

「あ、あんまりだ……」

　もはや縋すがるように、如月きさらぎのほうを見た。彼女は、少々困ったように首を傾かしげる。

「私は、北ほく斗とさんが一番好きですから」

　その一言が決定打となり、俺は地に伏した。そんなことを平然と言ってしまえる俺の彼女、強い。






伏せる日






「ハロウィンパーティ、楽しかったですね」

　如月はあの時のことを思い出すように笑いながら、そう切り出した。

「そうだな」

　思い出される彼女のステキな格かつ好こうを即座に振り払い、冷静を装う。どうせ彼女相手には装えないのだが、ステキな格好だけが良かったわけではないので誤解はしないでいただきたい。分かってますよとでも言いたげに、彼女の目が細められる。

「北斗さんがわさび入りたこ焼きを食べた時が一番面白かったんですけど、とても心配しました」

「一瞬でも面白かったなら、やった甲か斐いがある……」

　そうでも思わないとやっていられない。

「それにあのあと、小こ坂さかや星ほし川かわの過去の話だとかクラスとか同級生とか、色んな話が知られたのは良かった。ああいうことなら、またやりたい」

「次は、幹みき典のりにも来て欲しいですね」

　年末に向けて様々なことに追われている彼は、残念ながら来られなかった。悔しそうに唸うなりつつ俺の弁当箱から卵焼きを奪っていったので、素直に頷うなずけない。

「北ほく斗とさんのお弁当の卵焼きは甘いものですか？」

「甘い。けど、俺自身には卵焼きへのこだわりがない」

「そうなんですか。それはそうと」

「それはそうと？」

「最近、私とすれ違う度に北斗さんから好きって想おもいが溢あふれているので、思わず私も好きって返してしまいそうになって困るんですよ。どうすればいいと思いますか？」

「そういうことを、ほとんど真顔で言えてしまうお前が分からない」

　一気に顔へ熱がこもっていくのを隠すため、勢いのまま机に伏した。自分の思考が恥ずかしいのはもちろんのこと、彼女の困っている内容も可愛かわいいらしい。だというのに、困っているとは思えない表情に俺の方が困惑させられてしまう。長い長いため息が、口から漏れ出た。

「私は真剣に困ってるんですよ、真顔にもなります」

「そうですか」

　顔を上げると、やや機嫌を悪くした彼女が、こちらをじっと見つめている。かわいい。今そう思ってしまうのは、如月きさらぎにとって更なる不快感を与えてしまうんだろう。自らの思考だというのに、溢れ出る感情は止められない。

「ごめんって」

　俺の視線よりも上にある彼女の目が、こちらをじっと見つめ続けてくる。このまま目を合わせていたら、吸い込まれてしまいそうだ。吸い込まれてしまうわけにはいかない。

「分かった。帰りながら話そう。学校で話す内容じゃない」

　リュックサックを手に立ち上がる。しかし、彼女は座ったまま。立ち上がろうという意思すら見えてこない。それどころか、今度は彼女が机に伏した。

「そうです。思考は、止められないんです。私が、口から漏れ出そうになる好きを押し留とどめればいいんです」

　深いため息が、短く溢こぼれる。

「でも、多分数回くらいは口にしてしまっているんです。抑えられないから」

『好き』だと、宙へと呟つぶやく如月を想像する。

　バッ。

　突然、彼女が顔を上げた。

「卑ひ怯きようです。私は、口にしないと想いを伝えられないなんて」

「それが普通なんじゃないか？」

　俺にとっては、思考を読む方が卑怯だ。

「いいえ。私にとっての普通は人の思考が聞こえる状態です。ですので、北斗さんも悠ゆう真まくんが行ったという場所で修行を積んで、私と同じ能力を身に付けて来てください」

「天然由来のものと並ぶには、一体何年かかるんだろうな」

「悠ゆう真まくんは北ほく斗とさんより強い能力を手に入れてますし、大丈夫ですよ」

　それもそうだ。俺自身が天然なのに負けている。

「……行かないからな？」

「えぇ。この感情は、一時の困惑だと分かっているので、大丈夫です。何も気にしないでください」

　彼女が立ち上がった。鞄かばんを手にして、扉へと歩き始める。

「さぁ、帰りましょう。北斗さんには、帰りながら私に好きだと言葉にして言ってもらいますから」

　言葉にしてを強調しながら、そう宣言された。

「そうか」

　再び座りかけた俺の上着の裾を、彼女が引っ張る。ずるずると引かれながら、教室を後にした。






愛慕






　就寝前。ベッドに寝転んで布団に包くるまれながら、ぼんやりした頭で今日あった出来事を思い出す。

　今日のハイライトは、如月きさらぎのことが好きだなぁと常に思っていることが本人にバレてしまったことだろう。それを告げられた瞬間は、心臓が『爆発するのか？』と思うくらい大きく脈打っていたような気がする。いや、相手が思考を読むことの出来る彼女なのだからバレるのも無理はないのだが。いつかはバレると、分かってはいた。そうだとしても、本人の口から『溢あふれていますよ』と言われるのはかなり来るものがあった。

　別に好きだと考えることはなんら悪いことではないし、むしろ積極的に伝えていくべきだとは思っている。だとしても、口にしていない思考途中のものをそのまま受け取られるのは恥ずかしい。今まではそこまで恥ずかしいと思っていなかったのに、今になって急に恥ずかしさを感じるようになってきたのだ。なるほど、たしかに彼女の能力は厄介だ。人々が畏怖してしまうのも無理はないだろう。彼女の前で変なことを考えてしまわないようにするのは中々難しい。そのうえ、何気ない思い付きでも彼女を傷付けてしまわないかということも不安でしょうがない。それにそのことを考えると、今までの思考でも彼女を傷付けていたことがあるのではないかと考え始めて胸が苦しくなる。悩んでも仕方がないことだと割り切る……というのも難しいことだが、過去の事よりも今のことに目を向けて改善していくのが大事だ。そうしていくつもりである。

　今日の大きな問題はそれではない。俺の思考を受けて、本人が困っている内容がかわいかったというところだ。如月きさらぎのことが好きだと思う俺につられて、好きだと何回か口にしてしまっている？　そんなかわいいことがあるか？　しかもその張本人が、俺の恋人だというのだ。幸せに打ち震えてしまう。

　元から彼女のことはかわいいと思っていたが、最近は輪をかけてかわいく見える。例えば、この前にしたデートのときなんかは特にかわいかった。人気だというわたあめの列に並んでいるとき、彼女が話をしながら俺のパーカーのひもで遊び始めたのだ。それだけでもかわいいのに、話し終わったかと思えばひもを引っ張ってきた。その時は驚いたしなにをするんだとは思ったけれど、ごめんなさいと言って笑う顔はまさに天使だった。ちょっといじわるな天使だけどそこがいいんだろう、間違いない。力加減を間違えたのか一瞬意識が飛びかけたけど……。






異世界転生の日






　気が付いたら、目の前に広がる光景が明らかに現実じゃなかった。

「ようやく目が覚めましたか」

　そう言って覗のぞき込んでくる如月は、つい先日のハロウィンパーティで着ていた魔女の衣装を身にまとっていた。向こうにいる小こ坂さかは、同じく黒猫の衣装である。幹みき典のりと星ほし川かわもいるのだが、皆一様にハロウィンのコスプレのような格かつ好こうをしていた。それとはまた別に、彼らの隣にはそれぞれ黒背景に白文字のステータス画面のようなものが見える。気のせいかと思い目をこするが、画面は残ったままだ。これではまるで、ゲームの世界にでも来てしまったみたいじゃないか。

「そうなんですよ。ここはゲームの世界です」

　如月がいつもの平然とした顔で言い放つ。衝撃は受けるも、なぜだか自然と受け入れることが出来た。

「異世界転生というやつか」

「そんな感じです」

　自分でも不思議なくらい、こういうものなのだと受け入れてしまっている。この世界は、こういうものなのだ。

　この世界での俺たちの役割はなんなのだろうと、それぞれの様子をうかがう。

「よりによって、なんで僕が踊り子なんですかね？」

　ヒラヒラとしてかわいらしい、どこかの民族の伝統がありそうな衣装を嫌そうに見つめる星ほし川かわは、その言葉の通りに踊り子。

「占い師の俺よりいいでしょうよ。どうせなら、もうちょっと戦える職が良かったなぁ」

　初期装備なんだろうタロットカードを雑にシャッフルしている幹みき典のりも、言葉の通りに占い師。彼がなると、一見だと信用出来そうなのに底が見えないというのが我が友人ながら少し恐ろしい。

「みんなの衣装、アタシが作ったことあるやつなんだけど!?　え、偶然？　それともなに、運命？」

　驚くべきことを言っている小こ坂さかは、召喚士という表示になっている。なにが召喚できるのだろうか。やはり衣装的にも黒猫……なのかもしれない。

　そして、目の前の如月きさらぎはそのまま魔女ということになっている。滅めつ多たに輝くことのない目を見たことがないくらいに輝かせて、持ち物らしい杖つえを見つめている。

「……振り回すなよ？」

　今の彼女ならやりかねないと思い、最初に忠告をしておく。

「そんなことしませんよ」

「そうか。それならいいんだけど」

　当然とは思いたくないのだが、視線を下に向ければ、自らも着たことのない服装をしていた。全体的に白く、清潔さを感じさせる服装だ。確認できるステータスには、白魔道士と書かれている。どういう基準でこのジョブが選ばれたのかまったく分からない。

「そもそもこんな高原のど真ん中に放置されているのがヤバすぎる」

　魔物に狙ってくれと言っているようなもんだ。

「とはいえ、みんなで良かったですよね。こういう時は、人数が多いほうが心強いですし」

「でもこういうゲームって、大体戦うのは四人だよね。誰が控えになる？」

「なぜ戦うことが前提なんだ」

　俺の言葉に、四人がえっと驚きの声を溢こぼす。失言だと思っていなかったので、思わず幹典のほうに視線を向けて助けを求めてしまう。

「せっかく異世界に来たんだし、どうせなら戦いたいじゃん？　ね？」

「お前と星川は、さっきまで乗り気じゃなかったのに？」

「ジョブが不満ってだけで、別に現状は楽しんでる」

「僕も同じくです」

「ポジティブだな」

「北ほく斗とさんは、魔法を使うことの出来るこの状況を楽しもうとか思わないんですか？」

「ファンタジー世界は最悪死ぬから、楽しむとかそういうのは無理」

「ヘタレですか」

「ヘタレだ」

「ヘタレだねー」

「ヘタレ」

　一斉砲火に、心が痛めつけられる。

「むしろなんでお前らはそんなに現状に適応出来るんだよ!?」

　そう言葉を発すると同時に、身体からだの冷える感覚がした。

　世界が暗転する。

「……夢、か？」

　再び覚めた目が捉えたのは、自らのベッドの上。どうやら物思いに耽ふけっていた間に寝ていたらしい。短いながらも、印象深い夢を見ていたのだと理解する。服装が間違いなくいつも寝ているときに着ている寝間着だと確認して、そのまま二度目の眠りに落ちていった。





　　　　○






「っていう夢を見たんだけど」

「北ほく斗とさんがヘタレなのは事実です。まだ私にキスもしてくれてないので」

「そういうことを普段と同じトーンで言うんじゃないよ」

「悔しかったら、キスの一つもしてみてくださいよ」

「……もう少し時間をくれ」

「もう少しですね？」

「よし！　それじゃあかーなーり、時間を貰もらおうかな！」






避けた先の日






「いきなり現れて、俺の背を縋すがるように掴つかむのはやめてくれませんか」

　このうえなく嫌そうな声が、少し上から聞こえる。

「すまん。少しでいいんだ。避難させてくれないか」

　嫌だろうが、今は耐えて欲しい。

「嫌です。俺頼みってことは、どうせ那な緒おさんから逃げてるんでしょ？　ラブラブの惚気のろけなら、余よ所そでやってくれませんか？」

　違うと、反射的に口に出す。

「お前は、俺の表情を見てもそんなことが言えるのか」

　ははっと、呆あきれたような笑い声。

「あんたの表情の変化なんて、俺には分かりませんって」

　それはそうだろうが、声からでも必死さみたいなのは伝わらないのだろうか。ないか。そうだ、きっとそうだろう。

「あ、那緒さん！」

　伝わっていたところで、星ほし川かわが最優先するのは如月きさらぎだ。

「宇う佐さ美み北ほく斗とならここです、ここにいます！」

　星川に首根っこを掴まれながら、彼を頼りにするのではなく男子トイレに逃げ込めば良かったと後悔する。否いや応おうなしに如月の前へと差し出されてしまった俺は、せめて彼女と目を合わせないようにと天井を見上げた。薄い青に、黒いシミが点々と出来ている。

「どうして、私を避けるんですか。こんなの、五月にやっておくべきですよ」

　そういえば出会ってばかりの頃、彼女は逃げ惑うだのなんだの言っていたな。懐かしいことが思い出されて、口元に笑みが浮かぶ。確かに、本来ならばこれは彼女の能力を知ったときにやるべきだった。今更何をしているというのか。どうにか逃げようと反対側を向いていたつま先を、如月のほうに向ける。こちらを見る如月の表情に、困惑が混じった。

「何を笑っているんですか。私は、多少なりとも怒っているんですよ」

「いや、それは本当にごめん」

　星川が、ため息を残して立ち去っていく。俺の思考が、如月に届き始めたはずだ。気恥ずかしさとか、焦りだとか、そういう感情が。改めて自覚すると、嫌なことだなぁと思った。少し距離を取る。この位置が、彼女の能力の届かなくなる範囲なのかは分からない。ただの気休めだ。ため息も出るだろう。どんな感情や想像ですら、彼女の前には隠せやしないのだ。彼女への特別な感情も、邪よこしまな空想も、すべてが筒抜けてしまう。本当に彼女と同じ能力を身につけてしまおうかと思ってしまう程度には、参っているらしい。

「……やっぱり、星川を間に挟んで話さないか？」

「なんて酷なことを言っているんです」

　確かにそうだ。彼女のほうもまた、少し距離を取る。

「この位置なら聞こえませんから、とりあえず北ほく斗とさんも落ち着いてください」

「ああ、そうだな。分かった」

　深呼吸。鮮明に聞こえてくる二つの呼吸音。

「この前の如月きさらぎが真剣に悩んでいるらしかったから、俺から好きだの何だの発しなければいいと思って」

「気にしないでくださいって言ったのに」

　彼女は、頭痛を抑えるように自らの頭をかいた。

「気にする」

「じゃあ、もう一度言います。気にしないでください。そして、私は北斗さんがどんなことを考えていても嫌いませんから。そんなに神経質にならないでください」

　その堂々とした態度に、俺の心臓が高鳴った。胸が、キュン？　俺がキュンとしていいものなんだろうかという疑問を、頭から追い出す。代わりに、どんなことを考えていても嫌いませんからという言葉を、脳内で繰り返した。嫌いませんから。とてつもなく優しい言葉だ。

「本当に？」

「はい」

「本当に？」

　ゆっくりと、彼女の顔が曇っていく。

「さすがに、度を超した特殊嗜し好こうを持っていた場合は少し引いてしまうかもしれません」

「どのくらいの？」

　表情をさらに険しくした彼女は、少し考えて答えを出した。

「暴力とか……？」

「暴力は痛いもんな」

「ええ、痛いです」

「そんなことはしない」

「知っています」

「それなら嬉うれしいよ」

「でも、以前の妄想とかならオッケーですよ？」

「しないからな!?」






冬の海の日






　海だ。冬の海だ。冷たい風が吹いている。

　夏に引き続き、またもや彼女と一緒に来てしまった。夕日が海に、沈んでいく。辺りはもうすぐ、暗くなるだろう。明るいうちに見る海は海らしくて良かったが、今の時間帯に見る海は、どこか神秘性を帯びているようで美しい。

「今度こそ心中だろ」

「日が落ちるのが早くなってきましたね。そのせいか分かりませんが、学校にいたときよりも寒いです」

　人の話を聞け。

「……いつもは思考を読むなと言っているのに、それではあべこべです」

「そうだな、すまなかった」

「なんで素直なんですか？」

「……今度こそ置いて帰ろうかな」

「いいですよ。私はこの光景が素晴らしいので、もう少し見てから帰ります」

「お前こそ、なんで素直なんだよ」

「この地域、電車が通る頻度は高くありませんからね」

「あー……そういうことか」

　今帰ろうが少し見てから帰ろうが、乗る電車は一緒になるってことか。ならもう少し見てたほうがいいな。わざわざ遠いところに来たんだし。

「きれいですね」

「そうだな」

「夏の海辺に立っている私と、冬の海辺に立っている私、どっちが好きですか？」

「うーん……」

　夏は夏で魅力的な要素が多かったけれど、冬は冬で良いところがある。まず、彼女と夕日は抜群に相性がいい。教室の中でも夕日が当たった彼女は特に美しく見えていたというのに、そこに海が加わればより美しさが際だって見えるのは当然のことだろう。

「加点方式というか……美お味いしいものに美味しいものを掛け合わせたらより美味しいみたいな評価ですね」

「言われてみればたしかに」

「いつまで経たっても、褒め方が独特かつ曖昧なんですよ」

「悪いな。分かるだろ？　人を褒め慣れてないんだ」

「これからいっぱい褒めてもらいますから、覚悟しておいてください」

「それは覚悟するところなんだろうか」

「どういうことです？」

「曖昧とはいえ……」

　如月きさらぎのことが大好きだと自覚した俺は、彼女を褒めることは苦痛ではない。そう思ったが、大好きだと口にするのがためらわれた。しかし彼女には届いていたらしい。にっこりと笑う彼女を見て、嬉うれしかったのだなと少し安心する。

「今の、きちんと聞こえてましたよ」

「ホント、お前って卑ひ怯きようだよな……」

「私は言葉にしないと伝わらないのですから、思うだけでも伝わる北ほく斗とさんのほうがよっぽどいいじゃないですか」

「思ったこと全部聞かれる俺の身になってから言ってくれ」

「私、それはそれでありかなと思ってしまうので」

　そう言う彼女の顔を見ながら、もし思考を読む側と読まれる側の立場が入れ替わったとしても、俺は彼女にからかわれていたんだろうなとぼんやり思った。






子どもの日






「私に子どもが出来るとするじゃないですか？」

　彼女のとんでもない発言に、脳内が一瞬で混乱状態へと陥った。頭の中でラッパがパッパラーと高らかに鳴り始める。『子どもが出来るとするじゃないですか？』だなんて質問、するとしても俺にするべきじゃない。どうせならば、同性の小こ坂さかにするべきだろう。

「そうだな。まずは、どうしてその話題になったのか教えてくれないか？」

「なんとなくですよ。それ以外ないじゃないですか」

「なんとなくでそんなことを考えるものなのか……？」

　今時の女子高生は分からない。

「とりあえず、落ち着いて話を最後まで聞いてください」

　落ち着けと促されても、あまり落ち着けはしない。対照的に、彼女は本当になんでもないことのように話を続けた。

「私のこの『思考を読む』能力は、子どもにも受け継がれるのかどうかと思いまして」

「あぁ……それはちょっと気になるかもしれない」

「でしょう？　たとえば私と北斗さんの間に出来たとしたら、相そう殺さい出来るのかどうかも気になります」

「そういうところが重いっていう、自覚はある？　あるよな？」

「仮定の話ですよ。仮定の話なので、私と悠ゆう真ま君の間に出来たとしたらどうなるんだろうなとも考えます」

　その言葉にぞわりと全身の毛が逆立つような感覚を覚える。しかし、ここでなんらかの反論をするのも間違っているような気がした。今後のことは、何も分からない。そうなったとしても、おかしくはないだろう。

　極めて冷静であるように努めようとすると、それは逆にわざとらしく見える。彼女は困ったように眉を下げた。

「そんなに真剣に考えなくてもいいじゃないですか」

「そんなことを言うくらいなら、この話を今すぐ終わらせたっていいだろうが」

「そうやすやすと試せるようなことじゃないから、余計に気になっちゃうんですよ」

「お前、普段はどういうことを考えてるんだよ!?」

「ふつうのことですよ。北ほく斗とさんのこととか、友達のこととか」

「だからって、その思考に至るのはどうかと思う」

「気になったんですもん。言わずにはいられなかったんですもん」

「『もん』でかわいく片付けようとするな」

「かわいいですか？」

「かわいい」

「ありがとうございます。話を元に戻していいですか？」

「ほかの話題を出すから、ほかの話題について話さないか？」

「例えば？」

「新作の映画とか」

　彼女の顔が一瞬でパアッと明るくなる。とても分かりやすい。

「今度あれを見に行きましょうよ」

「どれだよ」

「『戦況』シリーズものの最新作です」

「そのシリーズ、ほとんど見てないんだけど」

　彼女はその言葉に明らかに一度不機嫌な顔を見せたのだが、すぐに笑顔へと戻った。

「動画配信サービスに結構来てたので、今度それを見ましょう、一緒に」

「そんなことより、来年度に向けての勉強とかをだな」

「あーあー、聞こえません」

「後悔しても知らないからな……？」






活用の日






「クリスマス、普通に学校でしたね」

　如月きさらぎは、十二月の日程表をまじまじと見ながら呟つぶやいた。終業式は二十七日。クリスマスは、ただの平日で登校日ということになる。清掃の時間が延びたりはするかもしれないが、登校下校時間は変わらない。至って普通の日になるだろう。

「どうする？　そのあと冬休み入ってからの土日でもいいが」

「制服デート」

　嬉うれしそうに呟く彼女に同調しかける自分に、理性的な自分が待ったをかける。

「不純異性交遊として、学校へ連絡が入る可能性が上がるだろ」

　上がっていた彼女のテンションが急降下した。こちらを見る視線が、徐々に険しくなっていく。俺をそんな目で見たってどうしようもないのに。

「どのへんからが不純なんですか？」

「人による。この前も全校集会で、生活指導の先生が言ってた例もあるしな。手を繋つないで帰ると誤解される恐れがあるのでやめましょうって」

「聞いてません」

「聞けよ」

「それは、一体何をどう誤解するんですか？」

「知らん。なんにせよ、制服で外を歩き回るのはリスクを伴う」

「今まで散々二人で帰路を歩いたりしてきたので、今更だと思いますが？」

　言われてみれば、何度も二人で帰路についていた。手を繋いだりなんだりはしていないが、男女で帰路につくだけで色いろ眼鏡めがねで見られているだろう。

「クリスマスですし、皆さんきっと浮かれているはずです。私たちだって、浮かれてもいいんじゃありませんか？」

　よく分からない理論を言われても、素直に頷うなずけない。渋る俺の手を握り、ブンブンと振り回す。痛くはないが、正直やめて欲しい。そう思えば、彼女はブンッと一際大きく振った後に手を離してくれた。

「じゃあせめて、プレゼント交換をしましょう！」

「それはお前がプレゼントが欲しいだけだろう!?」

「交換なので。一方的なものじゃないので、セーフです」

「セーフって……」

　プレゼントが欲しいのは間違いないらしい。

「もちろん。ですが、安心してください。私から贈られるプレゼントも、期待してもらっていいですよ？」

　自信ありげな彼女を見て、既に準備を始めていることへの驚きと申し訳なさを感じる。自分は、プレゼントのことなんて頭になかった。

「驚きです。クリスマスといえば、プレゼントじゃないですか」

「サンタからプレゼントを貰もらえなくなって、久しいんだよ」

「早くにサンタの正体に気付いたとか？」

「そういうことだ」

　当時、学校で隣の席から聞こえてきた『プレゼントのレシートが親の財布から出てきた』という話を信じ、こっそり親の財布を盗み見た年が最後だった。以降は、親の手から直々に現金を授かる日となっている。

「私のところも、今は似たようなものです」

「それでも、クリスマスにはプレゼントなんだな？」

「大々的に街頭でクリスマス特集とかやってるじゃないですか」

「安心しろ。俺は休日にほとんど外へ出ない」

「何も安心出来ません」

『冬休みも私がどこかに連れ出さなければ』という小さな呟つぶやきは、聞かなかったことにする。どうせ連れ出されてしまうのだろうが、今は何も聞いていない。

「それで？　制服でイルミネーションでも見に行くのか？」

　彼女の顔に、明かりが灯ともる。

「そうしましょう。この近くだと文房具屋さんのある通りがクリスマス頃にはいい感じにイルミってるでしょうし」

「イルミってる」

「イルミらず、イルミりて、イルミる、イルミれば、イルミれ」

「活用させるな」






探る日






「最近寒いよな」

「そうですね」

「こう寒いと、鍋とか食べたくなるよな」

「暑い日にクーラーを効かせて食べる鍋も美お味いしいですけどね」

「寒い日にこたつで食べるアイスと似たようなもんだな」

「私は北ほく斗とさんにもらえるんならなんだって嬉うれしいですよ」

「そういう問題じゃないんだ……！」

　思考を読まれることは分かっていた。分かっていたけれど、どうしても試みずにはいられなかった。それくらい、彼女の欲しいものがなんなのか分からない。

「鍋の話から自然と欲しいものを聞き出そうとする緻密な策を練っていたにもかかわらず、それを崩してしまって申し訳なく思います。ですが、私は北斗さん相手だったら、なにをもらっても嬉しいですよ」

「……そう言ってもらえると、プレッシャーがほぐれるよ」

「随分と分かりやすい嘘うそですね。逆にプレッシャー感じちゃってるじゃないですか。そんなに悩まなくてもいいでしょうに」

「如月きさらぎは悩まないのか？」

「悩んでますけど、その悩む時間も楽しいです」

「なるほど……？」

　悩んでいる時間も楽しい。その発想はなかった。

「北斗さんはこれが好きだろうか、渡したときにどんな反応をするだろうか……。そんなことを考えていると、自然と笑みも浮かびます」

　俺のことを考えて、如月がプレゼントを選んでくれている。それを思うだけで、自分もこうしてはいられないと思い立つ。

「分かった。ちゃんと如月のことを考えて選ぶよ」

「ありがとうございます。期待して待っていますね」

「あんまり期待されると困るかな」

「します。好きな人からの初めての贈り物なんですから、しないわけありません」

「やっぱり不安になってきたんだが!?」

「ファイトです」

　如月の語尾には、明らかに音符がついていた。小こ坂さかの影響なのかもしれない。






買物






「……ハァ」

　憂鬱な気分のままやって来たのは、俺が思いつく限りで一番お洒落しやれだと思う雑貨屋だ。

　ここで今日、如月きさらぎに贈るプレゼントを決める。そういうことにしている。日付的にも、クリスマス前最後の休日なのだ。ここで決められなければ、インターネットを使うしかない。だが、実際に商品を見て決めたいので、結局は今日しかないのだ。というのは重々分かっているのだが、いざ目の前にすると店のお洒落さがすごくて尻込みしてしまう。お洒落だからこそここで買おうと決めたのだが、お洒落なせいで入るのが難しいとはなんというジレンマなのだろう。しかし、ここは如月のためだと己を奮い立たせて扉を開けた。カラコロと穏やかに鳴るドアチャイムの音。姿は見えないが、奥から聞こえてくる「いらっしゃいませ」という人の良さそうな声。怯ひるみそうになるのを、俺は真っ当な客として来たのだから無問題だと思い込むことでなんとか堪こらえて商品が陳列されている棚の前に立った。

　さて。気持ちを切り替えるため、心の中で呟つぶやく。

　ひとまず、苦し紛まぎれに聞いたアドバイスを思い出す。幹みき典のりの『指輪とかいいんじゃない？　人との付き合い方に慣れてない感じが初々しくていいかなって思って』。小こ坂さかの『やっぱりクリスマスにはサンタブーツが欲しくなるよねー！』、星ほし川かわの『人に聞くな。自分で考えて、自分で責任を取れ』。

　そして彼女の『私は北斗さん相手だったら、なにをもらっても嬉うれしいですよ』。

「あー……」

　何度も繰り返し思い出してきた言葉たちだが、その度に頭の中がかき混ぜられるような感覚になる。いつまでもどうしようか悩んでしまう自分が情けない。

　再び腹をくくるんだ、俺。

「すみません」

「はい」

「プレゼント用のブレスレットを探してるんですけど」

「ブレスレットですか。贈る方はもしかして恋人、とかですか？」

　俺は、小さく頷うなずいた。

「はい、彼女へのクリスマスプレゼントにしたいんです」






クリスマスの日






　その日は借りていた本を図書館へ返却した後に教室へと戻り、辺りが暗くなるまで如月きさらぎと他愛たわいのない話をして時間を潰した。次の瞬間には何を話していたのか、どうして笑っていたのかも忘れてしまうくらいに些さ細さいな話題だ。

　如月が俺の何気ない一言に笑うとかわいいなと思い、それを読み取った彼女が照れたりムキになったりするところもまたかわいいなと思うループを、何度か繰り返した。距離をとって思考を読まれないようにすればいいのに、近くにいてしまうのはどうしてだろう。答えは分かりきっているけれど。二人ともそのことには触れないまま時が経たち、夕日は西へと沈んでいった。彼女との話が楽しいせいか、この時期になると暗くなるのが早いせいか、日が暮れるのを待っている時間がとても短く感じられた。

　揃そろって教室から玄関へと向かい、学校を出る。外の寒さに、思わず身震いした。彼女は襟元のみならず、顔半分をマフラーに埋うずめている。その様子が面白くて思わず吹き出すと、彼女がこちらを睨にらんできた。しかしそんな様子で、しかも上目遣いでこちらを見上げる彼女はやっぱりかわいい。

「うるさい」

　そう言って先に行ってしまった、彼女の後を追う。

「かわいい」

「口に出さなくても結構です！」

「この前は俺が口に出さないと不公平だって言ってたじゃん」

「それと今とじゃ、私の心の持ち様が違いますから」

「今は押され気味だから、動揺している？」

「勘違いしないでください！」

　裏返った声が、薄暗闇の誰もいない道路によく響いた。こんな古典的ツンデレ台詞ぜりふを現実で聞けるとは思わず、感嘆のため息が溢こぼれる。彼女は自らの声に一瞬立ち止まったが、再び足を動かすとさっきよりも速度を上げた。彼女を追いながら足を進めると、徐々に光が見え始める。光はやがて道全体に広がり、彼女の表現を借りるならば『イルミっている』通りへと辿たどり着いた。文房具屋付近で足を止めた彼女が、わっと声を上げる。

「綺き麗れいですね」

　如月は、その瞳に映ったイルミネーションのように目を輝かせながらそう言った。

「そうだな」

　イルミネーションは、通り全体に渡って光っている。クリスマスを祝う文字やキャラクターの装飾などもあって、自分の予想以上に手の込んでいる作りになっていた。彼女はイルミネーションへ近付くと、スマートフォンのカメラアプリで写真を撮っている。いかにも女子高校生らしい行動だ。

「撮らないんですか？」

　その様子を眺めていた俺を見て、如月きさらぎが問う。

「あとで送ってよ。待ち受けにするから」

「あっ、じゃあ頑張って良い感じの撮って来ますね！」

「えっ、ちょっ」

　彼女はスマートフォンを片手に、良い撮影スポットを求めて駆け出した。通りはそんなに長くないけれど、いつもより人が多いせいで彼女の姿が感覚的に遠くなっていく。軽く提案したつもりだったのに、やる気を出されるとは思いもしなかった。人を避よけながら、彼女の行ったほうへと急ぐ。彼女は通りの反対側にいた。スマートフォンを持った手を被写体にかざすでもなく腕をだらりと下げ、ぼうっと立ち竦すくんでいる。

「如月」

　声をかければ、彼女は少し困ったような顔をしながら振り向いた。

「写真だと、うまく綺き麗れいさが伝わりませんね」

　目線の先には、一際目立つ装飾群。キラキラと光っているけれど、華美というわけではない。どちらかというと、心が温かくなるような綺麗さがある。

「今、この瞬間に見るのが一番いいんだろ」

「好きな人と見る景け色しきが、一番いいと？　それもそうですね」

　彼女は、恥ずかしげもなく言い切った。人のいる通りでそんなことを言う彼女に、驚きを隠せない。しっと口元に指を当てて静かにするように、ジェスチャーで伝えてみる。

「そうだけど、そういうのはあんまり人前で堂々と口にするもんじゃないだろ」

「堂々と出来ない感情じゃないですし、別にいいじゃないですか」

　効果はなさそうだ。

「屁へ理り屈くつ言うな。っていうか、あんまり走るな。転ぶだろ」

　むっと、視線が不満を訴える。

「小学生じゃないんですから、その言い方はやめてくれませんか。せめて『俺から離れるんじゃないぞ』とか言ってくれたほうが嬉うれしいです」

　彼女の精一杯低くした声と言葉には、聞き覚えがあった。半信半疑ながら、問いを投げてみる。

「……それ、今流は行やりのＣＭの真ま似ねか？」

　彼女は満面の笑みを浮かべて、大きく頷うなずいた。

「大正解です！　よく分かりましたね。蜜み柑かんさんも悠ゆう真ま君も分かんないって言うんで、ちょっとヘコんでたんですよ」

「アイツらと、どんな会話をしてるんだよ」

「他愛たわいもないことです。それより、私が撮ったものを待ち受けにするって言ったのは北ほく斗とさんの方じゃないですか」

「いいよ、別に。良いのがなければ、如月きさらぎにするし」

「恥ずかしい真ま似ねはやめてください」

「分かった。分かったからマジトーンやめろ」

「怒ったので、プレゼントを要求します」

「今？」

「今です」

「いいけど……」

「中身がなんなのか分からない状態で驚きたいので、なにも考えないでください」

「また難しいことを言う。その状態になるの、中々難しいんだぞ？」

「お願いします」

「ったく、分かったよ」

　もう少し雰囲気というものがあるのではないかと思いながら、リュックサックから可愛かわいらしい包みを取り出す。それを、いかにも期待している彼女へと差し出した。

「期待に添えるかは分からない」

　彼女は封を開けようとしたが、何か思い至ったのか鞄かばんからプレゼントを取り出してそれを俺へと差し出す。簡素な包装をされたそれは、自分のそれより少し大きい。

「一緒に開けましょう」

「いっせーの、だな」

　向かい合いながら、互いに包み紙を開ける。最初はテープを綺き麗れいに剥はがそうとしたが、彼女の方からビリビリという音が聞こえて自分も諦めた。いさぎよく、紙を引き裂く。

「ブレスレット……？」

「そう。ブレスレット。これはブックカバーか。あんまり使って来なかったけど、これからは使ってみるかな。ありがとう、如月」

　数秒の沈黙。そこで如月が、ブレスレットに目を奪われたまま動いていないことに気付いた。

「……如月？」

　目の前で手を振り、意識を確かめる。一分くらい振ったところでハッと声があがり、彼女は意識を取り戻した。

「嫌だったか？」

　ふるふると、首が横に振られる。

「いえ、真っ当にステキなものが出てきて驚きました」

「そうだな。店員さんに感謝しよう」

「ありがとうございます」

　言いながら彼女は、自らの手首にブレスレットをつけた。如月きさらぎの白い手首に、自分のあげたプレゼントがつけられる。

「似合ってます？」

　彼女は手のひらを開いて、ブレスレットをつけた手首をこちらへと見せてくれた。

「あ、あぁ」

　ゆっくりと、鼓動が高鳴っていく。嬉うれしさと恥ずかしさで、頭がぐちゃぐちゃになってしまいそうだ。そんな俺を見て、彼女は笑う。

「手、繋つなぎましょうか」

「本気で言ってる？」

「もちろん」

　彼女がこちらへと手を差し出した。小さく、ブレスレットが音をたてる。さらに感情の混ざって考えることを放棄した頭が、その手を取った。少し冷たいその手を、軽く握りしめる。あんまり強く握りしめると壊れてしまいそうな手を、包み込むように握った。それから、走ってきた通りを戻るように進んでいく。

「あの日から、貴方あなたとはたくさんのことを話しました」

　彼女が、ぽつりと呟つぶやいた。

「たくさんのことをしました。たくさん、一緒にいました。恐らく、私の人生で一緒にいる時間が一番長い人になったと思います」

　横顔を見ると、彼女の顔は真っ赤になっている。その目には、涙が浮かんでいるようにすら見えた。彼女は、真正面を向いている。

「あなたのことが好きです。一日中、北ほく斗とさんのことで頭がいっぱいになっています。その状態がひどく心地ここちいいのです」

　手を握られる力が、少し強くなる。

「これからもずっと、私の隣にいてくださいね」

　彼女の想おもいは、俺が背負いきれるのか分からないくらい重たそうだった。けれど、俺はそれをどうにかして受け止めたい。だから、俺は答える。

「俺のほうこそ、これからもよろしくお願いします」

　これからがあると信じて。






今日もまた俺は彼女に思考を読まれている






　気を抜くとすぐに如月きさらぎのことを考えてしまうので、たまには別のことを考えようと思う。

　冬休みに入る前の図書館には、少しばかり生徒が本を借りに来ていた。あの本が良かった、この人の書いたこの本がオススメだなんて会話が、途切れ途切れに聞こえてくる。一瞬、比較的マイナーだが自分の好きな著者名が聞こえて肩を震わせた。自分以外には読んでいないと思っていたのだが、そうでもなかったようだ。俺の知らないところで、図書館には人が来ているのかもしれない。それは、とても喜ばしいことである。彼が書いている作品の中で一番好きな題名を思い出して、久しぶりに読んでみようかという気になった。冬の長期連休ならば自己責任の名の下もとで、本を読む時間をいつもよりかは確保出来るだろう。とはいえ、それは自らが帰宅部という自由な存在であるからだ。ＢＧＭとして館内に響き渡る音色を奏でている吹奏楽部には、年末年始以外に休みがないらしい。しかし、同級生である吹奏楽部の一人が、本を借りに来ていた。時間の使い方次第では、充実した日々を送ることが出来るのだろう。俺が忙しい部活に入っていたら、きっと本を読むどころではない。何事にも余裕がなくなってしまうことが、容易に想像出来た。弛たゆまぬ努力を続ける吹奏楽部員に尊敬の念を抱きつつ、目の前の本へと視線を戻す。

「こんにちは」

　突如聞こえてきた声に、先ほどよりも大きく肩を震わせた。顔を上げれば、見覚えのある顔が笑っている。

「先ほどは、どうして肩を震わせたんですか？」

　たまたま好きな著者の名前が向こうの生徒から出て、それに驚いたんだ。生徒の方を目で示し、そう説明する。

「そうだったんですね」

　あまり大きな声で話すことではない。会話を聞かれているというのは、あまり良い気分じゃないだろう。

「分かりました。それじゃあ、聞いたことは忘れます」

「ありがとう。そうしてくれると助かる。如月も、本を借りに来たのか？」

「冬休みに読む本でしたら、昨日のお昼休みに借り終えました。ちょうど、北ほく斗とさんの当番が終わる頃かと思って」

　彼女に言われて時計を見れば、当番をする時間は終わっていた。

「もうそんな時間か」

　後ろを振り返れば、怯おびえているような司書の先生が目に入る。帰ってもいいよと告げようとしたところで、如月が来たってところだろうか。心の中で謝るが、それは如月にしか聞こえない。皮肉なものである。

「先に玄関まで行っていてくれ」

「それもそうですね」

　彼女は素直に扉から出て行った。読んでいた本を、リュックサックにしまう。

「宇う佐さ美みくん。もう時間だし、帰っていいよ」

「分かりました。一冊、追加で借りていいですか？」

「うん。宇佐美くんはまだ貸し出し上限に達してなかったし、大丈夫だよ」

　冬休みに入るということで、貸し出し上限冊数が七冊になっている。課題のことを考えて五冊しか借りていなかったので、あと二冊は借りられるはずだ。そうは言っても、もう一冊借りられるならそれでいい。六冊だって、課題と並行して読み終わるかどうか怪しいくらいだ。それでも、借りたい。回る棚の前に行き、先ほど読みたいと思った一冊を手に取る。司書の先生へそれを渡し、バーコードを読み取って貸出手続きをしてもらった。借りた本をしまう。

「ありがとうございます。それじゃあ、三学期もまたよろしくお願いします」

「うん。体調には気をつけて、良い年越しを」

　軽く礼をし、図書館から退出した。扉を開けた先には、如月きさらぎが立っている。

「デジャヴだなって、思ってますね？」

「あぁ。デジャヴだなって思ってる」

「このあとも当然一緒に帰るんですが、一つだけ違うところがあります。さて、それはどこでしょう」

　突然のクイズに、戸惑いを隠せない。一つだけって、どこなんだろう。違うところというのも曖昧である。あれから、関係は変わった。けれど、それを答えとしてあげてもいいのだろうか、分からない。悩んでいるうちに、彼女が再び口を開いた。

「正解は、『北ほく斗とさんが私に愛を囁ささやいてくれる』でした」

「うん、そう。好きだよ」

「えぇっ」

　軽い調子で出てきた言葉に、思わず自分で耳を疑った。彼女も同じようで、こちらを見る目が見開いている。照れよりも、驚きの方が強いらしい。ひどく困惑した様子の彼女は、階段ではなく音楽室へ突撃しそうになった。それを必死に階段へと連れ戻して階下へと降り、玄関に向かう。

「びっくりしました。北斗さんがそんなに素直になるなんて」

　靴を履きながら、彼女は言う。

「俺もびっくりした」

「本人がびっくりしてどうするんですか」

「ほんとにな」

　高鳴った心臓を落ち着かせるために、平和な話題を提供する。

「冬休みは、何をする予定なんだ？」

「とりあえず、初詣には行きましょう」

「あー……それはいいけど、元日からしばらく経たってからで良くないか？」

　人混みがすごい中に自ら進んでいこうとは思わない。

「そうですね。三が日くらいは、家でゆっくりしたいです」

「休んでもいいけど、課題はきちんと進めろよ？」

　その言葉に、如月きさらぎの肩が揺れる。当然じゃないですかという声は震えていた。きちんとこなせる自信はないらしい。

「一回くらいは、課題を黙々とやる日を作った方がいいかもな」

　その言葉にじっとこちらを睨にらんでくるも、反論はなかった。そうすべきだと、彼女自身も自覚しているらしい。

「……予定が合えば、ほかの人も誘いましょう」

「小こ坂さかはもう配られた分終わらせたとかなんとか言ってたぞ」

「く、クラスが違うのでそれはノーカンです」

「はいはい。まぁ、あとは好きに誘ってくれ。雪遊びでもなんでも付き合うから」

「雪が降るといいんですけどね」

「そうだな」

　如月は空を見上げる。つられて、顔を上げた。一週間後には降ると予報が出ていたのだが、彼女は知らないらしい。

「降るんですか、やりましたね！」

　嬉うれしそうな彼女は、雪だるまを作ろうかかまくらを作ろうか何をしようか思案している。そんなに降らない気もするが、彼女がこんなに楽しみにしているのだ。雪だるまが作れるくらいには降ってほしい。

「人を呼んで、雪合戦とかどうだろう」

「いいですね、それ。絶対に悠ゆう真ま君が北ほく斗とさん狙いのやつですよ」

「そこまでくるとアイツ、俺のことが好きなのかもしれないな……」

「それはないです」

　自分の家を横目に、彼女を家へと送り届けるため歩みを続ける。これも以前とは違うところだと思い、口元に笑みが浮かんだ。






雪の降る日






「あっ」

「どうした？」

　恒例である放課後、彼女との他愛たわいもない話。流れで蜜み柑かんの良さを語っていた如月きさらぎが、突然目を見開いて立ち上がり、窓へと駆けて行った。なにごとかと彼女のほうを見れば、窓の外を向くように促される。視線を白い指に沿って外へと向ければ、そこでは儚はかなくて白いものが舞っていた。

　なるほど。どうりで冷え込むわけだ。

「雪か」

「そうです！　雪ですよ、雪！」

　彼女の声のトーンが、二段階ほど明るくなる。どうやら、雪でテンションが上がっているらしい。

「降るらしいとは聞いていましたが、まさか本当に降るとは思いませんでした」

　彼女はぴょんぴょんとその場で跳ね、雪に対しての感動を表している。初めて見たわけでもないだろうに、まるでそんな感じのはしゃぎようだ。たしかに期間限定のものとして珍しさはあるが、あまり喜べるものでもない。

「積もらないといいな」

「どうしてですか？　積もったほうが楽しいですよ。かまくらに雪うさぎ、雪だるまだって作れます」

「あのなぁ……」

　一体、どれだけ降ってほしいと思っているのだろうか。それは、もう少し北の地にならないと叶かなわない願いだろう。少なくとも、この県内では無理な話だ。

「明日は、冬休み序盤だと油断しないためにも俺の家で課題をする予定だろ。雪の中歩いてくるのは、寒いはずだ」

「防寒をしっかりします」

「しっかりしても、寒いもんは寒い」

「雪が降らなくても寒いんですから、楽しくなるぶん雪が降ったほうがお得ですよ」

「別にお得というわけではないと思うけどな」

「北ほく斗とさんには童心というものがないんですか」

「お前にありすぎるだけだよ。もっと年相応になってくれ」

　もうすぐ学年も上がる。いやでも受験生だ。来年の今頃には、雪だなんだと言っている場合ではなくなっているだろう。

「そうですよ。だからこそ、今のうちに雪だと騒いでおくんです」

「咄とつ嗟さに付け加えてないか？」

「ないですよ、そんなことないです」

　視線を回しながら二回繰り返したということは、多分そんなことあるのだ。こんな調子なら来年もはしゃいでそうだなと思いながら、彼女の様子を眺める。

「いいじゃないですか、雪にはしゃぐくらい。むしろかわいいと思ってくれませんか？」

「良さに気付いてからの如月きさらぎは常にかわいいから、雪にはしゃいでもそりゃあかわいいなぁとは思っているが」

　困ったように小首を傾かしげる彼女も、またかわいらしい。言わずともそう思っていると、ゆっくりと彼女の顔が赤く染められていく。白い肌は、思っていたよりよく赤くなる。

「そんなセリフを、よく恥ずかしげもなく言えますね」

「正直恥ずかしいが、本心だから言えるんだ。お前から見れば、俺はカッコよく見えるだろ？」

「むしろかわいいです」

「いやあの、かわいくはないからな？」

「そうやって照れるところがかわいいんですよ」

「あー……」

　彼女には勝てそうにない。






冬休み最終日






　目の前で繰り広げられている惨状を見て、思わず目の前が真っ暗になりそうだった。というか、ほぼなっている。こんな状況、ならないわけがない。

　それでも頭を押さえながら前を向き、口を開く。

「……全員、なにか言いたいことがあるなら手を動かしながら言ってみろ」

「今回は終わらせようとしたんですよ!?　本当に！」

　右斜め隣に座った如月が、課題から顔を上げ必死な顔でこちらへと訴える。その力を、課題にきちんとした形で活いかして欲しい。

「今ここで俺から見えるのは、終わっていない現実だけだ。手を動かせ」

「正直言って課題とかやらなくても、休み明けテスト余裕なんだよねー」

「あのなぁ……」

　勉強が得意という意外なキャラクター性を見せる小こ坂さかだが、課題を終わらせていない人間がそれを言うのは言い訳に過ぎない。というか小坂はまっさきに課題を終わらせたという話を小耳に挟んでいたんだが、あれはほかの人だったのだろうか。俺の掴つかんだ情報がガセだった可能性もある。やはり信用出来る情報源は幹みき典のりだけだ。

「そういう態度は敵を作るから、今すぐにやめろ」

「やだ、母さんと同じこと言ってる！」

「同じことを言わせるな」

「俺は終わらせようと思えば終わらせられたけど、この勉強会が面白そうだったから終わらせてない」

「もっと質たちが悪いわ！」

　そう言う幹みき典のりは、カラカラと笑いながら余裕そうに現代文のプリントを解いていた。本当にわざと終わらせていないのだろう。勘弁してほしい。

「全員の課題の面倒見るとか、お節介にもほどがありません？」

「お節介にさせてるのはお前たちだよ!!」

　澄ました顔をしている星ほし川かわだが、今やっているもののみならず、いくつかの課題を積んでいる。どうして知り合いの全員が全員、冬休み最終日だというのに課題を終わらせていないのだろう。意味が分からない。

「もー、カリカリしちゃ身体からだに悪いぞ。北ほく斗とっち」

「……なんのひねりもないあだ名どーも」

　小こ坂さかの言った言葉に、残りの三人が反応。口々に北斗っちと口にし始めたので、耳を雑に塞ぎながら手を動かすことを促す。

「北斗っちとか言ってる場合じゃないだろ、手を動かせ手を」

「みかん」

「どうしたの、那な緒お」

「北斗っちの『っち』って、なんの『っち』ですか？」

「そこ気になっちゃう？」

「とても気になります」

「アレだよ、アレ。しゃもじの『もじ』みたいな」

「もじ……？」

「うわっ、分っかりにくいネタ！」

「微妙に気になって手に付かなくなるような話をするな。分からないやつは後で調べろ」

「しゃもじ、語源っと」

「課題に書くな」

「ほ……北斗っちって、案外几き帳ちよう面めんですよね」

　照れた様子の如月きさらぎにそうやって呼ばれるのは、新鮮で少し気恥ずかしい。

「……別にそんなつもりはないんだがな？」

「それ思う。タオルとか一ミリでも汚れたらすぐ洗濯機に入れてそう」

「えっ、潔癖と几帳面は違うんじゃないの？」

「やだなぁ、イメージだよ」

「そ、そうなんですか……？」

「どうしてそう深刻な顔で聞いてくるんだ。やめてくれ、別にそんなことはない。あと手は動かせ」

　そんなくだらないやり取りを挟みながらも課題をやり続けて一時間。早くも限界が来たのか、各おの々おのからやる気が徐々になくなっていくのが目に見えて分かった。これは良くない。そう思い、気分転換も兼ねてお菓子を取りに行こうとしたところ、小こ坂さかがシャープペンを転がした。

「もういやー!!」

　カラカラと響く音に、その場の全員が目を引かれる。

「そこそこ手を付けてる二人はともかく、私と那な緒おはもう無理だよ。今日は諦めて、帰って寝よう？」

　匙さじを投げた発言に、思わず首を振った。

「諦めようとするな!?」

「気にしない、気にしない。どうせあと数人、いや十数人は終わってないって」

　笑いながら言われても困る内容を話されつつ、シャープペンを筆箱に入れて現代文の問題集を畳もうとする小坂の手を取る。

「今終わらせたほうが、明日の自分が楽になれるぞ」

　そう言った途端に、視界の端で如月きさらぎが同じように課題を畳んだので、片方の手を離して如月の手も取る。

「な？　課題やろう？」

「……課題終わらせる人って、みんなそういう考え方なのかな？」

「知り合いがほぼ課題を終わらせてない人間だから分からないが、少なくとも俺はそうだ」

　しばらく渋る様子を見せた彼女も、最終的には頷うなずいてくれた。

「言いたいこと分かるし、やるよ。はい」

　小坂は自らの手から俺の手を引き剥はがし、如月の掌てのひらに乗せた。その上からさらに如月のもう片方の手が乗っかり、しっかりと手を握られる。

「……えっ、なに？」

「課題は必ず終わらせるので、手を握っていてください」

「……言ったな!?」

　突き刺さるいくつかの視線を意地で振り払い、如月の白くて柔らかな温かい手を握る。俺が手を握ったのを確認した彼女は、再びシャープペンを握り直して課題を終わらせようと筆を走らせる。その速さは圧倒的で、最初からこうすれば良かったのかもしれないと思わせるほどだった。

「いやあ、愛の力ってやつだね」

「見せつけるのもほどほどにしてほしいですけどね」

「見ないように目をふさいであげようか？」

「ついでに耳もふさいであげよう」

「過保護なんですか？」

「うーん、それとはまたちょっと違うような気がする」






未遂日






「あの、北ほく斗とさん」

　彼女は、ものすごく言いづらそうに口を開いた。

「なんですか、如月きさらぎさん」

「もう、今日はやめにしませんか？」

　遂ついに言われてしまった言葉に、ああとため息が溢こぼれる。

「……そんなこと言わないでくれ。今日しか無いんだ」

「そうは言ってますけど、北斗さんが『今日こそはキスをしてみせる』って宣言をしてから、もう三時間も経たっているんですよ。この調子だと、今日は無理ですって」

　なにも言い返せない。そうだ。自ら『今日こそはキスをしてみせる』と言って部屋に招いたというのに、未いまだ如月に触れることすら出来ていないのだ。そんな自分が恨めしい。

　しかし、三時間も経っていたというのは驚きだ。せいぜい、三十分程度だと思っていた。かわいい如月を見つめていたせいか、時の流れが遅かったようだ。しかし、そんな長い時間にもかかわらずなにも言わないで待っていてくれた如月は、聖母かなにかなのだろうか。多分そうなのかもしれない。

「よく分からないことを考える程度には疲れてるんですよ。今日のところは諦めて、今から外にでも出て遊びましょうよ」

　そう言われ、待たせてしまった申し訳なさから急いで外に出る準備を始める。

「……今日ならいけると思ったんだよ」

「なにを根拠に言ってるんですか？　こういうのはむしろ、構えてやるものではなくて、その場のノリによるものじゃないですか」

「キスとかしたことないから、心構えとか分かるはずもない」

「私だってしたことないですけど、漫画とかだとそんな感じのことが多いと思います」

「確かに、俺の知っている限りじゃ『キスをしようと意気込んだものの、なにもしないまま三時間が経たってしまった』という描写はなかったように思える」

「まったく、優しすぎるのも困りものですね」

「優しいというか……恥ずかしい」

「それじゃあ、その恥ずかしさを上回るくらい『キスしたい』と思わないとダメなのかもしれませんね」

　なるほど、だから突然なキスが多いのかもしれませんと納得している如月きさらぎの明るさが、少しばかり怖い。

「……したくないわけじゃないんだよ？」

「知ってますよ。じゃないと、三時間も待ちませんって」

　彼女はふふっと、声を上げて笑う。

「葛藤する北ほく斗とさん、最高に可愛かわいかったですよ」

　あぁ、そうか。全部、読まれていたんだ。

　改めてそれを理解すると、その場に座り込むくらいの恥ずかしさを感じるのであった。

「追撃を食らった気分」

「北斗さんに大ダメージ。一回休みです」

「すごろくかよ」

「外へ行かずに、ゲームでもします？」

「……いや、休むほどのダメージでもないから外に出よう」

「そうですか。じゃあ、はい」

　彼女が差し伸べる手を、優しく手に取る。

「手を繋つなぐことに対しては恥じらわなくなったのに、どうしてキスはテンパるんです？」

「むしろテンパらない人間がおかしいとすら思う」

「今時の高校生はテンパりませんよ」

「じゃあ俺は、大昔の高校生なんだよ」

　そう言った途端、如月は堪こらえ切れないといった様子で吹き出した。そんなに笑わなくたっていいじゃないか！






遊園地デートの日






　前回の反省を活いかし、ふとした『キスしたくなる瞬間』を求めて、如月きさらぎと俺は遊園地へやって来た。

「まだ開園前ですね。早めにチケットを買っておきましょうか」

　やって来てしまった。

「……ここまでやって来る必要は、果たしてあるのだろうか」

「まだそんなこと言ってるんですか」

　如月が、呆あきれたようにため息をつく。

　今日の彼女は、動きやすさを重視したのだろう、パンツルックだ。彼女のクールビューティさがより際立っていて、素敵である。

「お褒めいただき、ありがとうございます。っていうか、せっかくここまで来たんです。めいっぱい楽しまなきゃ損ですよ」

「はぁ」

「それに、お金でしたら私が出しますから」

「そこは大丈夫だってば」

「そうですか。安心しました」

　そんなにも俺には金がないように見えるのだろうか。いや、それとも……。

「如月」

「なんです？」

「お前、俺がもしギャンブルに行くから金を出してくれって言ったら、お金を出すのか？」

「ギャンブルは基本的に二十歳未満はやってはいけませんよ」

「そういうことじゃなくってな？」

「分かってますって、大丈夫ですよ。北ほく斗とさんは、そんなことにはならないでしょう？」

　こちらに向けられる明るい笑顔が、少し怖い。

「……信頼のされすぎも困りものだな」

　やれやれと肩を竦すくめたのもつかの間、彼女に腕を引かれる。

「とにかく、チケットを買いに行きましょう」

「はいはい……」

　少しくすんだ色をした売り場でチケットを買い、開いていないゲートの前にある列の最後尾に並ぶ。そこでチケットと一緒にもらったパンフレットを見てどれに乗るかを相談していると、辺りに開園のアナウンスが響いた。

「開きましたよ、北斗さん。急ぎましょう」

　急ごうと足を速めた彼女の腕を、今度は俺が引く。

「危ないから走るな。そもそも人が少ないんだから、そんなに急がなくても乗れるはずだ」

「そ、そうですね」

　彼女の足取りが、いつもと同じくらいの速さになった。俺もそれに合わせて、歩みを進める。

「それで、最初はどれに乗るって？」

「この水しぶきがあがるやつです」

「え、もしかして濡ぬれるの？」

　最初からそれは、ちょっときつくないか？

「大丈夫です。乗っている人は濡れませんよ。むしろ辺りに水が飛び散るので、歩いているときのほうが注意が必要ですね」

「そうか。それならいいんだ」

「勢いはあるようですが名物のジェットコースターみたく激しくはないようですし、最初にはぴったりだと思うんですよ」

「もしかして、誰かと来たことがあるのか？」

「いえ。ただ、ここに来たであろう人たちの思考を読んだことがあるので」

「ああ、そういうことか」

「それで、この後はなにに乗りますか？」

「もう次を話すのか？　早くない？」

「これからどんどん人が増えるんですよ？　決めておいたほうがいいですって」

「そんなに急いで回らなくても良いだろうに」

「どうせなら全部乗りたいじゃないですか」

　楽しそうに笑う彼女を見て、ハッとした。

「……なるほど、分かった。ただ単にお前が来たいから、ここに来たんだな？」

「もちろん」

　悪びれもしない、いや悪びれる必要なんて一切ないからなにも間違っていないのだが、彼女の笑みを見て、俺からは深い深いため息が溢こぼれる。

「昨日から今にかけてした俺の覚悟は一体……」

「覚悟はしておいたほうがいいですよ。何い時つしたくなるか分からないじゃないですか」

「……このままだとしない気がする」

「またまたぁ」

「茶ちや化かしてくれるな……」

　重くなった俺の足取りを察してか、彼女がぐいぐいと引いていく。

　……まぁ、如月きさらぎが楽しければそれでいいかと、考えを改めるのであった。






続・遊園地デートの日






「楽しいですね！」

「そうだな」

　水しぶきを上げながらレールを勢いよく下った乗り物を降りた後、如月きさらぎはそう感想を溢こぼした。これでもかというくらいに、明るい笑顔をしている。これでまだ一つ目の乗り物なのだ。全部の乗り物に乗った時には、一体どうなってしまうのだろう。

「楽しすぎて、今日も明日も興奮して眠れなくなってしまうかもしれません」

「それは一大事だな。無理に全部乗らなくてもいいんじゃないか？」

「そうかもしれないですけど、どうせなら全部に乗りたいじゃないですか」

「結構激しい乗り物もあるんだ。一気に乗ってたら、身が持たないだろ」

　アレとか、と途中でレーンが逆さまになるジェットコースターを指した。その機体に目を向けた途端ひるんだような顔を見せる如月だったが、どうやらまだ納得はしていないらしい。唇を尖とがらせて、不満を主張してくる。

　そんな彼女に対し、俺はある提案をした。

「また今度来て、それで全部制覇出来れば良いじゃないか」

「次……！」

　表情から察するに、今ようやく思い至ったらしい。

「そう、次」

　もしかしたら如月も、どこかのタイミングでキスされるかもしれないということで実は緊張したりしているのだろうか。そうであってほしいものだ。

「この遊園地が明日潰れるっていうならともかく、今はそんな話、微み塵じんも聞かないだろ？」

「そ、それもそうですね。それじゃあ、今日はゆっくり回りましょうか。次はどこに行きたいですか？」

「アレかな」

　さっきも指したジェットコースターのほうを一いち瞥べつする。彼女が今度は明らかに嫌そうな顔をした。

「早くないですか、ああいうのに乗るのは」

「それじゃあ、如月はなにがいいんだ？」

「空中ブランコとか」

「え、ブランコあるのか」

「はい、向こうのほうにあります」

「じゃあそれにしよう」

「はい！」





　　　　○






　いかにも商業地で販売されているものらしいカレーを食べながら、午前中までの感想を呟つぶやく。

「遊園地が楽しすぎて、キスとかどうでも良くなってきたな」

「あんまりな話ですが、本当ですね」

　同じものを食べている如月きさらぎが、大きく頷うなずいて同意する。

「なんというか、本当に俺はまだ子どもなのかもしれない。キスは恥ずかしいし、遊園地は全力で楽しいし」

「それでいいんじゃないですか？　ここに来るのを提案したのは私ですが、ここまで楽しいと、そんなささいなことにこだわらなくても良いなと思えるようになってきました」

「それなら良かった。これからも、ヘタレな俺をよろしく頼む」

「……」

「その間は一体何だ」

「せめて高校を卒業する頃には、ヘタレも卒業しておいてくれませんか？」

「あー……それは多分、頑張ることじゃあないな？」

「頑張って卒業出来るヘタレなら、頑張ってくださいよ」

「こだわらないんじゃなかったのか!?」

「それとこれとは話が別です。もう。北ほく斗とさんは一度、キスもされないくらい魅力がないのかなと思い悩む私の気持ちにもなってみてくださいよ」

　そんなことを思っていたのかという驚きと、思わせてしまって申し訳ないという思いが同時にこみ上げる。

「それは本当にごめんなさい。魅力なら俺の手に負えないほどあるから、そんな卑屈っぽいこと言わないでくれ」

「分かってますよ。冗談ですから、ね？」

　コロコロと表情を変える彼女に、完全に翻弄されている。別に悪くはないと思えるあたり、俺は相当彼女に惚ほれ込んでいるんだろう。

「……如月さん、俺の扱いがどんどん上う手まくなっていっている気がしますね？」

「ずっと一緒にいるんですから、当然ですよ」

　本当に当然であるかの如ごとく、彼女は笑う。

「午後もめいっぱい楽しみましょうね」

「はーい……」






キスは終着点ではなく始まりの一つ






「遊園地の締めと言えば、やっぱり観覧車ですよね」

　そういう主張を何度もされながら、引きずられるように観覧車へ乗り込んだ。

「どうしてそういう認識になったのか、教えてもらえるか？」

　狭いゴンドラ内にある椅子に、向かい合って座る。楽しんで！という係員さんの声と、カチャリという鍵をかける音が鳴ったかと思うと、上への上昇が始まった。ゆっくりと、地面から遠ざかっていく。

「この観覧車に乗って一番上まで上がると、きれいな夕日と合わせてこれまでに乗った乗り物を含む園内を一望できるんですよ。これ以上ないほどに素敵な終わり方だと思いませんか？」

　そう言われ、プラスチックの板越しに外を見た。

　最初に乗った乗り物が、今もなお稼働して水しぶきを辺りに散らしている。思っていたよりも高い位置まで昇ったせいで今から死ぬのかと思ったフリーフォールは、人を乗せてゆっくりと上昇している。勢いに乗って入ったものの、迷路のほうの難度が高くて中々出られなかったお化け屋敷は、そろそろ終わろうかといった雰囲気を醸し出している。

　たしかに、良い光景と呼べなくもない。

「言われてみれば、良い終わり方のような気がしてきた」

「そうでしょう、そうでしょう」

「この危険そうな音さえしなければ、もっと良かったな」

「それもそうですね」

　そうなのだ。ゴンドラ内には、絶えず鈍い音が響いている。長い年月を、雨風にさらされていたせいなのだろう。稼働しているということは安全だという判断が下されているということなのだろうが、こうもずっと鳴っていると心臓に悪い。

「……落ちないですよね？」

　如月きさらぎも、危機感を覚えてきたらしい。不安そうに、辺りを見回している。

「ここに来て遂ついに心中か、短い人生だったな」

　短いながらも、良いことも悪いこともよく起こる面白い人生だった。

「洒落にもならないことを言わないでくださいよ」

「すまない。悪ノリが過ぎた」

「もう。……結局、当初の目的も果たせてませんし」

「そうだな」

　今が絶好の、チャンスではあるんだろうけれど。

　このまま落ちるかもしれないという可能性のせいで、心臓がバクバクと鼓動を速くして痛みを感じる。

「そう思っているなら、してくれてもいいんですよ」

　彼女はため息混じりといった調子で、そんなことを言う。これは、意地になっているだけなんだろうか。それとも、本当にしてほしいと思っているのだろうか。

「本当にしてほしいんですよ」

「……そうか」

「それに北ほく斗とさん、前に言ってたでしょう？　そういうのは本当に好き合っている同士がするものだって。今となっては私たち、本当に好き合っているんです。なにも問題はないじゃないですか」

「問題はある。恥ずかしい」

「乗り越えるべき羞恥です」

「大体、下から誰かが見てるかもしれないじゃないか」

　どうして観覧車でキスなんていう羞恥を晒さらすような行為を、絶好のチャンスだと思ってしまったのだろう。それらしい漫画を読んだことがあるのだろうか？　雰囲気に呑のまれてはいけない。

「どうせ見えませんよ。見えていたとしても、若気の至りだと思って見守っていただけるはずです」

　その発言に、驚きの声が漏れかける。

「なんですか？」

「いや。如月きさらぎ、ネアカだから時々困るなぁと思って」

「これは根が明るいとかそういう問題ではないでしょう？」

「絶対ある」

　そうこう言い合っているうちに、一番上の高いところまで上がってきてしまった。あとは降りて行く一方だ。ゴンドラ内は未いまだにギィギィと鈍い音が鳴っている。ずっと鳴っているつもりなんだろうか。

　少しくらい鳴なり止やめばいいのにな……。

　そう口に出そうとした時、こちらを見つめる如月の目が少し悲しそうに見えた。これでは本当に、彼女に魅力がないと暗に言っているみたいだ。それは良くない。

「如月」

「なんですか……」

　ぬるくてやわらかい感触に触れたのは、ほんの瞬間。一瞬の出来事すぎて、よく聞くレモンの味がするのかは全然分からなかった。

　何が起こったのか分からず、こちらを唖あ然ぜんと見つめる如月。急に鈍い音も聞こえなくなり、うるさい心臓の音だけが響くゴンドラ内。

[image: ]

「……今、します？」

　静かだけれどはっきりとした問いに、俺は答えを返すことが出来なかった。無言の肯定である。それが良くない選択であることは薄々理解していたが、何を言っても言い訳にしかならないと思った。実際、今この瞬間に言うことはすべて言い訳にしかならないだろう。

「……もう一回しようか？」

　それなのに、俺の口はとんでもないことを言い始めた。どうしてそんな言葉が出てきたのか。俺のことなのに、俺自身が全く分からない。

「……今日はやめておきましょう」

「あぁ、そうだな……」

「…………今度は、私にも心の準備をさせてください」

　そう言って手で顔を隠そうとする如月きさらぎの耳は、真っ赤に染まっていた。やっぱり恥ずかしかったんじゃないか。口からはそんな言葉が出てこなくて、代わりにその可愛かわいらしい耳にキスをしてしまいたくなった俺は、多分高揚感でどうかしている。

　こういうのを多分、幸せと言うのだろう。






あとがき






　こんにちは、城しろ崎さきです。

　一巻からお付き合いいただいている方も、はじめましての方も、ウェブで活動している時からお付き合いいただいている方も、このたびは『隣のキミであたまがいっぱい。２』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！




　なんとなんと、二巻です!!　嬉うれしいことに、カクヨム版での完結までを書籍版として世へ出すことが出来ました！　これもひとえに、皆さまの応援があったおかげです。本当にありがとうございます!!

　あらゆる方々に、まったく頭が上がりません。おそらく全国に読者様がいると思われるので、どの方向にも足を向けて寝られないですね。大変困りました。寝ないで原稿が出来るのなら願ったり叶かなったりなのですが、私はただの人間ですのでそういうわけにもいきません。どうにかして寝ます。寝かせてください。

　しかし、不眠での執筆が出来るようになったら最高なので、もしも人体を機械化する技術が進んでいたら呼んでください。寝なくても身体からだに悪影響がなく、その上で疲れない身体になりたいので、何卒よろしくお願いいたします。出来れば、黒髪が綺き麗れいな美少女の肉体が良いです。え？　それはまた話が違う？　そうですか……残念です……。




　話は変わりますが、一巻が発売されてから、本当にいろんな方から購入報告いただきました。友人や身内といった身近な人をはじめ、フォロワーさんやフォロー外の方、同じくカクヨムコンで受賞された方などなど。本当に様々で驚きました。改めまして皆さま、誠にありがとうございます。

　そこで、『それぞれの場所で同じ書籍の写真が撮られている』ということに面白みを感じました。本だけを写していたり、背景として机や小物を写していたり、はたまた撮影者の方が持っていてその手が写り込んでいたりと、同じものを撮っているおかげもあってか個性がかなり出ていたように感じます。

　この二巻でもやっていただけると、リツイートとお気に入りを飛ばしたあと眺めてニヤニヤ出来ますのでよろしくお願いします。




　最後に謝辞を。担当編集のＭ様。イラストレーターのみわべさくら様。そして、この本に関わっていただいた全ての方へ、またこの本を手にとっていただいたあなたにお礼を申し上げます。本当にありがとうございます！

　それでは、次があればまたお会いしましょう！





電子書籍特典　書き下ろし短編





「一体なんなんだ今回は」

　時刻は二十時を過ぎたところ。時期が時期なだけあって、すでに周りは暗くなっている。街灯は充分にあるけれど、不安なので小型の懐中電灯を持ってきた。

「この辺りで星が一番綺麗に見えるところって、どこだと思いますか？」

　俺の腕を引く如月は、振り返りもせずにそう言った。

「質問に質問で返すのはやめたほうがいい」

「これからその質問に答えますから、急かさないでくださいよ」

　こんな夜に連れ出されたんだ。そういうわけにもいかない。

「冬が近いせいだろうな。ここまで暗くなっている。そんな時にお前が一人で出歩くのは危ないだろう。出たいならせめて、先に連絡してくれ。俺のほうから迎えに行くから」

　そう言い終わると、やっと彼女はこちらを向いてくれた。ふふっと、穏やかに笑う。

「優しいですね」

「不安なだけだ」

「でも大丈夫です。普段から防犯ブザーを持っていますから」

　言いながら彼女は、小さなポーチに付いているストラップの一つをこちらに見せてくる。言葉の流れ的に、これがその防犯ブザーなのだろう。最近のものは一目でそれだと分からないくらい、ストラップとして馴染むデザインになっているようだ。

「だとしても、危ないことは危ない。今日の無事を感謝しつつ、次からは気をつけるようにしろ、頼むから」

「はーい」

　間延びされた返事に、もう少し危機感を持ってくれないものかとため息をつく。如月はかわいいのだから、用心するに越したことはない。

「いざって時は、北斗さんが助けに来てください」

「お前は俺のことをスーパーヒーローかなにかだと勘違いしてないか」

「違うんですか？」

　小首を傾げる仕草自体はかわいいが、言っていることはなかなかに暴論だ。引かれていないほうの手で、痛み始めそうな頭を押さえる。

「俺はいたって凡人だよ」

　それこそ如月のように超能力があるわけでも、幹典や小坂のようになにかに精通しているわけでもない。

「そりゃもちろん、如月を助けたいって気持ちはあるよ。けど俺の知らないところで被害に遭ってたら助けようがないし、屈強な人間相手じゃあ手も足も出そうにない」

「今からでも遅くありません。北斗さんも屈強になりましょう」

「そりゃたしかに遅くないかもしれないけど……」

　そこまでを考えて、最初の問いかけからずいぶん離れてしまったことを思い出した。その間にも、彼女はずんずんと歩みを進めている。暗いせいで、今の自分が街のどこにいるかがイマイチ掴めない。

「……最初の質問に戻ろう。今回はなんなんだ一体？」

「この辺りで星が一番綺麗に見えるところはどこだと思いますか？」

「デジャヴ！」

　このままでは埒があかないので、先に彼女の質問を答えることにする。

　星。星は夜空にまたたいている。そうなると、空に近いところが一番綺麗に見えるんじゃないだろうか。

「……この街に、そんなところがあるのか？」

　空に近いとはっきり言えるような建物が、果たしてこの周辺にあっただろうか。俺が知らないうちに出来ていたのかもしれないと思いつつ、彼女の返答を待つ。彼女はにっと、いたずらを見抜かれた時のように笑った。

「学校ですよ」

「……は？」

　思ってもいなかった答えに、思わず聞き返す。

「学校の屋上です」

　しかし、聞こえてきたのは先ほどと変わらない答えだった。いや、より具体的にはなったが。

　如月は俺を引く手とは反対の手で、ポケットからどこかの鍵を取り出す。

「夜の学校に、忍び込みます」

　さっきから続く笑顔を崩さずに、そう宣言した。





　　　　○






　辿り着いたのは、彼女の宣言通り学校だった。昼間とは違い、独特の威圧感を醸し出している。

「つまり、幹典と小坂に乗せられて」

　というか、彼女自身も多少は乗り気だったのだろうが。

「夜の学校に忍び込む手立てと、屋上の鍵を手に入れたと。そういうことだな？」

　玄関を前にするまでに彼女から聞いた話を要約して、確認を取る。

「そういうことです」

「漫画みたいな話だな」

　しかしあの二人の力が合わさったのならば、そのくらいは出来てもおかしくはない。

「本当に大丈夫なんだろうな？　通報とか警備とか色々あるじゃないか」

「それは自己責任だよって念を押されました」

「おい」

　そこはバッチリだと太鼓判を押して欲しかった。不安が残る中で校内へ進もうとする如月を、すんでの所で引き留める。

「行かないんですか？」

「むしろよく行こうと思えますね？」

「大丈夫です。私、たぶん運はいいので」

「こういう時に運任せなところも、たぶんって付くところも全部不安でしょうがないんだが！？」

「そんなに大きな声をあげないでくださいよ。不審人物がいるって通報されたら終わりじゃないですか」

「終わりを恐れるんなら、終わりに飛び込んでいこうとするな……」

「こういうのも青春の一つじゃないですか」

「いやいや。分からない……」

　恐怖で縮こまる俺の手を、如月は再びしっかりと握りしめる。そしてそのまま、学校の敷地内に進んでいく。

「えっ、マジか」

「ここまで来たんです。最後まで行ってしまいましょう」

「心臓に毛でも生えてるのか」

「そうかもしれません」

　なんだかんだと言いながら、彼女の手を離せない時点で俺も共犯者にしかなれないのだ。





　　　　○






　結果として、屋上までは無事に辿り着くことが出来た。そして、本当にそこから見える星は綺麗だった。

「危険を冒してまで来た甲斐がありましたね」

　用意の良い彼女が持ってきていたレジャーシートの上に座りながら、真上の星々を眺める。

「帰りにもう一回危険を冒す必要があるけどな……」

「あ、オリオン座ですよ。蠍に殺されたせいで、蠍座が出ている間は見えないという、あのオリオン座です」

「お。案外詳しかったりするのか？」

「それくらいしか知らないです」

「逆にどうしてそれを知っているんだ」

「中学の理科の先生が授業中に言っていたのを、今でも覚えているんです」

「あー……。あるよなそういう、そこまで重要じゃないのに覚えてる人の発言って」

「これから先の人生で、伏線として機能したりするんですかね？」

　夜に学校の屋上で星を見る。そんな非日常の中でも、俺たちの会話の内容は変わらない。他愛もない、明日にはほとんどを忘れているだろう話だ。

「どうだろうな。物語と違って、生身の人間の取る行動の大半に意味なんてないからな」

「分かりませんよ。もしかしたら還暦をむかえた辺りで、怒濤の伏線回収が待ってるかもしれないじゃないですか」

「だとしたらちょっと楽しみになってくるな。今この瞬間の伏線って、どう回収されるんだろう。っていうか、この場合の伏線ってどこだ？」

「『デジャヴ！』のところじゃないですか？」

「還暦になっても、俺はお前への質問に質問で返されてるのか。それは大変そうだ」

　笑いながら、そう返す。彼女からも笑いが返ってくるだろうと思ったのに、微かにも返ってはこなかった。面白くなかったのだろうか。

「ところでさ」

「か」

　そう思い、別の話題を振ろうとしたところに彼女の声が重なる。俺は押し黙り、彼女に発言権を譲った。

「還暦になっても、私といてくれるんですか」

「なるほど」

　そう受け取られるとは心外だった。

「でも、そうありたいと思うよ。どんな形であれ、如月とはずっとこうやって下らない話とかしていたい」

「どんな形であれ……」

「うん？」

　そこをくり返されるとは思わず、どうしてだろうと首を傾げる。

「い、いつか如月って呼び方が出来なくなる未来も、なきにしもあらずってことですね」

　その言葉の意味を理解するのに、しばらくの時間を要した。その間に、暗闇でも分かるくらい彼女の顔が赤くなっていく。

「や、やっぱり忘れてください」

　か細い声でそんなことを言う彼女の手を取る。そのまま、左手の薬指に輪っかを作る。
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